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１　概　　要

１　教育目標及び高知県立大学のめざすもの

２　名称及び所在地

本学は、教育基本法の精神に基づき、広く知識を授け、
専門の学芸を教授研究し、もって人格の向上を図るとともに、

平和と文化の発展及び福祉の増進に貢献しうる女性を育成し、併せて
地域社会の向上に寄与することを目的とする。

教　育　目　標

高知県立大学のめざすもの

　６０年にわたり一貫して女子教育に貢献してきた伝統を尊重しながら、新し
い時代の要請に応え得る質的な変革を行い、２１世紀を展望し、教育文化の拠
点として地域とともに発展する大学を目指して、次の教育を重視する。

豊かな
人間性の涵養地域文化の創造２１世紀における

新しい価値観の創造

名　　　　　称 所　　在　　地 TEL・FAX
生活科学部

＜永国寺キャンパス＞

〒780－8515
　高知市永国寺町

　５番15号

Tel
　088－873－2156
　　（代表）
Fax
　088－873－3934

文化学部
大学院人間生活学研究科

（生活科学領域、文化領域）
大学院健康生活科学研究科（生活科学領域）
永国寺事務室
附属図書館
看護学部

＜池キャンパス＞

〒781－8515
　高知市池2751－１

Tel
　088－847－8700
　　（代表）
Fax
　088－847－8670

社会福祉学部
健康栄養学部
大学院看護学研究科
大学院人間生活学研究科（社会福祉領域）
大学院健康生活科学研究科

（看護学領域、社会福祉学領域）
事務局
附属図書館

１概要（理念・目標・所在地）
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２　沿　　革

１　概　　要

２　沿　革　図

　高知県立大学は、平成 23 年に公立大学法人化、男女共学化を行い、名称も高知女子大学から校
名変更を行いました。
　前身である高知女子大学は、昭和 22 年設立の高知県立女子専門学校を母体として、同 24 年２
月に文部省の設立認可を受け、家政学部生活科学科の単科大学として開学した。その後、昭和 31
年に文学部を新設して２学部となった。
　平成 10 年４月には、21 世紀を展望し、教育文化の拠点として地域とともに発展する大学を目指
して大規模な改組を行い、生活科学部・文化学部・看護学部・社会福祉学部の４学部６学科体制
となるとともに、大学院看護学研究科を新設した。
　また、平成 22 年には、健康栄養学科が生活科学部から学部昇格するなど、体制の変更を行って
きた。

高知県立女子医学専門学校設立

高知県立女子専門学校設立

高知県立高知女子大学設立

高知県公立大学法人設立　男女共学化　校名変更

昭和 19 年

昭和 22 年

昭和 24 年

昭和 27 年

昭和 31 年

昭和 39 年

平成 10 年

平成 13 年 （ 変　更　な　し ）

平成 23 年

平成 22 年

＜学　　部＞

＜大学院＞

家政学部
生活科学科

家政学部
生活科学科 看護学科

家政学部 文学部
生活科学科 看護学科 国文学科 英文学科

（S34 看護学科→衛生看護学科に改称）
家政学部 文学部

家政
学科

食物栄
養学科

生　活
理学科

衛生看
護学科

国文
学科

英文
学科

（S56 衛生看護学科→看護学科に改称）

生活科学部 文化
学部

看護
学部

社会福
祉学部 ＋ 看護学

研究科
生活デザ
イン学科

健康栄
養学科

環　境
理学科

文化
学科

看護
学科

社会福
祉学科

看護学研究科
人間生活学研究科
健康生活科学研究科

生活科学部 健康栄
養学部

文化
学部

看護
学部

社会福
祉学部

生活デザ
イン学科

環　境
理学科

健康栄養
学科

文化
学科

看護
学科

社会福
祉学科

看護学研究科
人間生活学研究科
健康生活科学研究科

２－１，２ 概要，沿革図
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３　主　要　年　表

昭和１９年１２月２９日 高知県立女子医学専門学校設立認可
昭和２０年　８月　８日 医学専門学校開学式及び入学式
昭和２２年　３月３１日 高知県立女子専門学校設立認可
 （県議会で２月２５日女子医学専門学校廃止、女子専門学校設置の

決議）　
昭和２４年　２月２１日 昭和２２年創立の県立女子専門学校を母体とし、県立高知女子大学

（家政学部生活科学科）設立認可
昭和２４年　４月　１日 初代学長岡本重雄就任
昭和２５年　４月　１日 家政学部生活科学科を栄養士養成施設として指定　
昭和２６年　３月３１日 教職課程を設置、中学校・高等学校教諭（家庭）免許状授与資格を

取得させるための課程として認定
昭和２７年　２月２０日 家政学部に看護学科増設認可
昭和２７年　３月１８日 学長岡本重雄退職、教授福田俊治学長事務取扱に就任
昭和２７年　９月２２日 看護婦学校として指定
昭和２７年１０月　１日 第二代学長志波清時就任
昭和２９年　３月２１日 学長病気のため教授中村慶三郎学長代理に就任
昭和２９年　４月　１日 正規の課程及び聴講生の課程を中学校・高等学校教諭（理科、保

健、家庭、英語）・養護教諭の免許状授与の資格を取得させるため
の課程として認定

昭和３０年　３月２９日 保健婦学校として指定
昭和３０年　９月１０日 第三代学長中村慶三郎就任
昭和３１年　３月　１日 文学部（国文学科、英文学科）増設認可
昭和３２年　４月　１日 正規の課程を中学校・高等学校教諭（国語）免許状授与資格を取得

させるための課程として認定
昭和３４年　４月　１日 家政学部看護学科を衛生看護学科に改称
昭和３４年１２月　１日 第四代学長紫藤貞一郎就任
昭和３８年　８月　３日 学長紫藤貞一郎退職、教授田中亮学長事務取扱に就任
昭和３９年　４月　１日 家政学部生活科学科を家政学科・食物栄養学科・生活理学科に改称
昭和３９年　４月１０日 第五代学長徳田弥就任
昭和４１年　３月３１日 附属図書館新館落成
昭和４２年１２月１０日 家政学部実験棟新館落成
昭和４３年　４月１０日 第六代学長藤本薫喜就任
昭和４３年１０月１５日 管理棟及び講義棟新館落成
昭和４４年　９月１０日 講堂兼体育館落成
昭和４５年　４月　２日 第七代学長安中正哉就任
昭和４６年　３月３１日 学生寮落成
昭和４６年　３月３１日 集団給食実習室落成
昭和４６年　４月　１日 正規の課程及び聴講生の課程を高等学校教諭（看護）免許状授与資

格を取得させるための課程として認定
昭和４７年　３月３１日 作法室落成
昭和４８年１１月　７日 運動場完成
昭和５０年　４月　１日 高知女子大学保育短期大学部開学
昭和５５年　４月　２日 第八代学長岡崎正一就任
昭和５５年１０月　７日 南学舎改築学生会館新築落成

２－３ 主要年表
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昭和５６年　４月　１日 家政学部衛生看護学科を看護学科に改称
昭和５９年　４月　２日 第九代学長木原正雄就任
昭和６２年１１月１５日 情報処理施設設置
昭和６３年　６月２８日 附属図書館増改築落成
平成　２年　３月２６日 聴講生の課程を中学校・高等学校教諭（国語）免許状授与資格を取

得させるための課程として認定
平成　２年　３月２７日 弓道場落成
平成　２年　４月　２日 第十代学長池川順子就任
平成　８年　４月　２日 第十一代学長成田十次郎就任
平成１０年　３月３１日 池校舎落成
平成１０年　４月　１日 改 　組
 　生活科学部(生活デザイン学科・健康栄養学科・環境理学科)
 　文化学部（文化学科）
 　看護学部（看護学科）
 　社会福祉学部（社会福祉学科）
 　大学院看護学研究科
 　高知女子大学保育短期大学部廃止
平成１３年　４月　１日 大学院増設
 　大学院人間生活学研究科
 　大学院健康生活科学研究科
平成１５年　１月２２日 第十二代学長吉野公喜就任
平成１５年　４月　１日 第十三代学長青山英康就任
 管理栄養士養成施設として認定
平成１６年　４月　１日 高等学校教諭（福祉）免許状資格取得の大学学部等の課程として認定
平成１７年　４月　１日 栄養教諭免許状授与資格を取得させるための大学学部等の課程とし

て認定
平成１９年　４月　１日 第十四代学長山根洋右就任
 助産師学校として指定
平成２１年１１月３０日 看護福祉棟新築落成
平成２２年　２月２８日 本部・健康栄養学部棟新築落成
平成２２年　４月　１日 学部改組
 　生活科学部(生活デザイン学科・環境理学科)
 　健康栄養学部（健康栄養学科）
 　文化学部（文化学科）
 　看護学部（看護学科）
 　社会福祉学部（社会福祉学科）
平成２３年　４月　１日 男女共学化により高知県立大学に校名変更
 大学の設置者が高知県公立大学法人に変更

２－３ 主要年表
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４　名　誉　教　授

　現在までに名誉教授の称号を授与された教授は、54 名である。

　高知女子大学 （平成 23 年３月 31 日現在）

氏　　名 学部（退職時） 授与年月日 氏　　名 学部（退職時） 授与年月日

1 正　木　　　喬 文学部 昭和46. 7. 12 26 岡　崎　芳　子 家政学部 平成 9. 4. 1

2 田　中　　　亮 家政学部 昭和48. 5. 7 27 宇　久　真　雄 文学部 平成 9. 4. 1

3 市　川　一　夫 家政学部 昭和48. 5. 7 28 徳　満　澄　雄 文学部 平成 9. 4. 1

4 笹　原　邦　彦 家政学部 昭和50. 5. 19 29 中　山　喜代子 家政学部 平成10. 4. 1

5 山　崎　良　幸 文学部 昭和50. 5. 19 30 金　谷　嘉　郎 文化学部 平成11. 4. 1

6 丸　山　和　雄 文学部 昭和50. 5. 19 31 岡　本　健　児 文学部 平成12. 4. 1

7 和　井　兼　尾 家政学部 昭和51.12. 20 32 橋　本　名　正 文化学部 平成12. 4. 1

8 深　瀬　亀　美 家政学部 昭和52. 6. 27 33 秋　田　利　彦 生活科学部 平成12. 7. 7

9 三　宮　慎　助 文学部 昭和54. 4. 19 34 濵　田　美　智 社会福祉学部 平成13. 4. 1

10 安　中　正　哉 学　　長 昭和55. 4. 10 35 藤　田　加　代 文化学部 平成14. 4. 1

11 山　本　壽　春 家政学部 昭和55. 4. 10 36 坂　本　　　肇 文化学部 平成14. 4. 1

12 岩　貞　　　好 家政学部 昭和55. 4. 10 37 寺　内　アヤ子 生活科学部 平成14. 4. 1

13 赤　沢　時　之 家政学部 昭和56. 4. 10 38 山　﨑　美惠子 看護学部 平成14. 4. 1

14 芝　田　不二男 家政学部 昭和59. 4. 10 39 津　曲　裕　次 社会福祉学部 平成14. 4. 1

15 畠　中　　　幸 文学部 昭和60. 4. 10 40 今　西　一　實 社会福祉学部 平成14. 4. 1

16 作　田　芳　次 家政学部 昭和62. 4. 10 41 松　本　女　里 看護学部 平成15. 4. 1

17 平　見　嘉　彦 家政学部 平成 3. 5. 10 42 生　田　勝　彦 文化学部 平成15. 4. 1

18 児　平　文　雄 家政学部 平成 4. 4. 1 43 阿　部　捷　男 生活科学部 平成16. 4. 1

19 松　﨑　淳　子 家政学部 平成 4. 4. 1 44 山　口　俊　治 文化学部 平成18. 4. 1

20 山　崎　智　子 家政学部 平成 6. 4. 1 45 原　　　絢　子 生活科学部 平成18. 4. 1

21 市　村　金次郎 文学部 平成 7. 4. 1 46 松　田　眞　一 社会福祉学部 平成18. 4. 1

22 矢　野　昭　典 文学部 平成 8. 4. 1 47 住　友　弘　一 文化学部 平成19. 4. 1

23 藤　村　千　賀 家政学部 平成 8. 4. 1 48 山　根　久之助 文化学部 平成20. 4. 1

24 池　川　順　子 学　　長 平成 8. 4. 1 49 川　﨑　育　郎 社会福祉学部 平成21. 6. 11

25 松　崎　沙和子 家政学部 平成 9. 4. 1

　高知県立大学 （平成 25 年３月 31 日現在）

氏　　名 学部（退職時） 授与年月日 氏　　名 学部（退職時） 授与年月日

1 青　山　英　康 学　　長 平成23. 5. 19 4 北　川　　明 文化学部教授 平成23. 5. 19

2 成　田　十次郎 学　　長 平成23. 5. 19 5 大久保　茂男 生活科学部教授 平成24. 5. 31

3 山　根　洋　右 学　　長 平成23. 5. 19

２－4 名誉教授
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３　組織及び教職員

１　組　織（平成24年度）
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学　　　長 教育研究審議会

教授会 地域教育研究
センター

研究科
委員会

図書情報課 永国寺事務室総務企画課

総務担当 企画連携
担　　当

学　生　課

教務担当 入試担当 学生支援
担　　当

事　務　局　長

事　務　局　次　長

３－１－１ 組織図
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　（２）教職員構成

　（３）平成24年度新規採用教員数

（平成 24 年４月１日現在）

区　
　

分

教　　　　　　　員 事 務 局 職 員
合　
　

計

学

長

副
学
長

教

授

准
教
授

講

師

助　

教

助

手
計

局

長

事
務
職
員

そ
の
他

計

現　　　員 1 2 45 23 16 28 4 119 1 31 2 34 153

内 
 

訳

学　 長 1 1

生活科学部 0 0 0 0 1 1

（生活デザイン学科） 0 0 0 0 0 0

（環境理学科） 0 0 0 0 1 1

文化学部 10 7 4 0 0 21

看護学部 14 8 3 20 0 45

社会福祉学部 9 4 5 6 0 24

健康栄養学部 7 2 4 1 3 17

地域教育研究センター 5 1 0 0 0 6

総合情報センター 0 1 0 1 0 2

学　長 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手 計

学長 0 0

生活科学部 0 0 0 0 0 0

（生活デザイン学科） 0 0 0 0 0 0

（環境理学科） 0 0 0 0 0 0

文化学部 0 0 0 0 0 0

看護学部 0 2 1 3 0 6

社会福祉学部 0 0 0 2 0 2

健康栄養学部 0 0 0 1 0 1

地域教育研究センター 1 0 0 0 0 1

合　　　計 0 1 2 1 6 0 10

３－１－２，３ 教職員構成・採用教員数
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３－２ 教員（学部）

２　教　　員（平成24年度末）
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位 （大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

学　長 南　裕子 1942
カリフォルニア大学サンフラン
シスコ校院看護学部博士課
程修了

看護学博士

○生活科学部環境理学科
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助　手 堀内　和美 1947 高知女子大学家政学部生活
理学科卒業

化学基礎実験，生物学基礎
実験

・高知県宿毛市沖ノ島の植物
・アザミ属およびヒヨドリバナ属の分類学的研究

○健康栄養学部
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 植田　哲雄 1947 徳島大学医学部栄養学科卒
業

学士（栄養学）
（徳島大学）

臨床栄養学、臨床実践栄養
学、臨床栄養学実習、臨床
栄養学臨地実習

・生活習慣病に対する食事療法について

教　授 川村美笑子 1949 東北大学大学院農学研究科
博士後期課程中途退学 農学博士（東北大学） 基礎栄養学、応用栄養学 ・食環境と脳機能・微量栄養素と栄養修飾・食物摂取・栄養適応と

生活習慣病

教　授 佐藤　　厚 1948 徳島大学大学院栄養学研究
科博士課程修了

保健学博士
（徳島大学）

生化学、生化学実験、健康
栄養学

・光刺激による植物蛋白質合成能に与える影響
・ヒト唾液を用いた糖尿病早期発見のための指標開発
・生活習慣病の発症予防のための行動変容に関する研究

教　授 逸見　幾代 1948 愛媛大学大学院連合農学研
究科博士課程修了

博士（農学）
（愛媛大学）

栄養教育論、栄養教育論実
習、学校栄養指導論、学校
栄養教育実習、ライフステー
ジ栄養学、応用栄養学実習

・地球環境要因、食品の栄養成分変動、各ライフステージの健康に及
ぼす影響に関する研究
・地域の生活習慣病要因の探索と予防に関する栄養教育・行動変容
への展開に関する研究

教　授 村上　　尚 1960 熊本大学大学院医学研究科
中途退学

博士（医学）
（徳島大学）

人体の構造と機能、疾病論、
生体科学実験・実習 ・生活習慣病の細胞生物学的解析

教　授 渡邊　浩幸 1960 岩手大学大学院連合農学研
究科修了

博士（農学）
（岩手大学大学院） 食品学、食品機能学

・エネルギー代謝調節機能を有する食品の意義
・栄養機能探索
・生体内メイラード反応
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 和田　安彦 1960 秋田大学大学院医学研究科
修了

博士（医学）
（秋田大学）

健康栄養学基礎、健康情
報論実習、公衆衛生学、地
域健康論、地域医療論、環
境衛生学実習、疫学（看護）、
介護論、食と介護（実習）、臨
床医科学、卒業研究

・放射性物質による食品汚染・高知県におけるアスベスト対策
・災害時における水の確保と非常食の活用
・給食施設等の衛生管理と労働衛生・噛みごたえのある食品の活用
・Wolfram 症候群の実態調査・職業性ストレスと過労死   
・コホートを用いた循環器疾患・生活習慣病の疫学
・摂食障害の疫学・エネルギー制限による老化制御
・患者背景情報の活用と長期保管

准教授 荒牧　礼子 1958
高知女子大学大学院　人間
生活学研究科　修士課程修
了

修士（生活学）（高知女
子大学大学院）

公衆栄養学、公衆栄養学実
習、地域公衆栄養学臨地実
習

・栄養表示に関する研究
・料理書籍の出版数の推移からみた食生活スタイルに関する研究
・勤労者世帯の生活習慣と指導効果に関する研究

准教授 川口　順子 1948
九州芸術工科大学大学院芸
術工学研究科芸術工学専攻
博士課程修了

博士（芸術工学）
（九州大学）

服飾造形実習
家庭科教育法

・高齢者の衣生活支援
・色彩のユニバーサルデザインに関する研究

講　師 島田　郁子 1964 高知女子大学大学院人間生
活学研究科修了

修士（学術）（高知女子
大学大学院） 給食経営管理

･イスラム教徒の断食による生活リズムの変化とその修復
・クックチルシステムの有効性に関する研究
・高齢者の給食喫食率向上の試み－肉軟化剤等による検討－

講　師 西岡　道子 1969 鳥取大学大学院連合農学研
究科修了

博士（農学）
（鳥取大学） 調理学、調理学実習 ・各種加熱調理における魚肉の調理変化について

・真空調理における魚肉のビタミンB12 含量

講　師 三木　章江 1969 四国女子大学家政学部管理
栄養士養成課程卒業

公衆栄養学、地域保健臨地
実習

・生活習慣病に関する研究
・栄養情報に関する研究

講　師 廣内　智子 1977 高知県立大学大学院人間生
活学研究科修了

修士（学術）
（高知県立大学）

臨床栄養学実習、臨床栄養
学臨地実習

・アレルギー物質を含む食品に関する表示について
・災害時要援護者を含む避難者の栄養・食生活支援について

助　教 田中　　守 1982
川崎医療福祉大学大学院医
療技術学研究科健康科学専
攻博士後期課程修了

博士（健康科学）　　
（川崎医療福祉大学
大学院）

生化学実験、基礎栄養学実
験

・食物アレルギーにおける消化吸収メカニズムの解明
・食品由来ペプチドのアレルギー発症抑制効果

助　教 水島　直子 1972 高知女子大学大学院人間生
活学研究科修了

修士（学術）
高知女子大学

臨床栄養学実習、臨床栄養
学臨地実習

・生活習慣病に対する栄養管理・食事療法について
・生活習慣病患者に対する栄養指導における地域連携体制の構築

助　手 川村　真美 1955 高知女子大学家政学部食物
栄養学科卒業

食品学実験、食品衛生学実
験 ・食品の機能性評価について
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助 手 彼末　富貴 1960 高知女子大学家政学部食物
栄養学科卒業

調理学実習，生体科学実験・
実習 ・土佐の伝統食

助 手 沼田　　聡 1984
徳島文理大学大学院人間生
活学研究科食物学専攻博士
前期課程修了

博士（学術）
（徳島文理大学）

給食経営管理実習、給食経
営管理臨地実習、環境衛生
学実習

・自己抗体の高感度測定法の開発

○文化学部文化学科
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 青木　晴男 1949 早稲田大学大学院文学研究
科博士課程３年次退学

文学修士
（早稲田大学） 現代イギリス文学演習

環境文学の観点から、D.H.ロレンスの作品を自然と人間のかかわり方
に焦点を当て、ロマン主義作家のそれと比較しつつその独自性を明ら
かにする。同時に、ポストコローニアリズムやエコクリティシズムの視点
からも同作家の特質を吟味する。

教　授 井本　正人 1949 京都大学大学院経済学研究 
科博士課程単位取得退学

経済学修士
（京都大学） 生活経営学，生活経済学

・公共交通
・生活者サイドからの地域づくり論
・平等の経済学的研究

教 授 佐藤　恵里 1948 早稲田大学大学院文学研究
科博士課程修了

博士（文学）
（早稲田大学） 日本近世文学演習 近世文学・演劇に見る表現技法としての「やつし」、俄を中心とした

芸能文化論

教 授 芋生　裕信 1953 関西学院大学大学院文学研
究科博士課程単位取得退学

文学修士
（関西学院大学） 日本近現代文学演習 小川国夫の研究、志賀直哉の研究

教 授 鈴木　哲也 1955 東北大学大学院文学研究科 文学修士
（東北大学） 英米文化史 チョーサーの『カンタベリー物語』、中世ヨーロッパのキリスト教文化、

大学生向けのキャリア教育

教 授 大村　　誠 1958 京都大学大学院理学研究科 
博士後期課程単位取得退学

博士（理学）
（京都大学）

防災文化論、観光と自然環
境

（共）自然災害と防災の科学

・防災全般（防災教育、地域防災、災害看護）
・人工衛星 / 航空機搭載合成開口レーダー（SAR）の応用
・科学教育、サイエンスコミュニケーション

教 授 東原　伸明 1959 国学院大学大学院文学研究
科博士課程単位取得退学

博士（文学）
（名古屋大学） 平安朝文学演習 古事記、土佐日記、源氏物語の語りと言語・テクスト分析

教 授 岩倉　秀樹 1960
広島大学大学院社会科学研
究科法律学専攻博士課程後
期単位取得退学

法学修士
（広島大学） 現代社会論 表現の自由、選挙法
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 橋尾　直和 1960
東京都立大学大学院人文科
学研究科博士課程単位取得
退学

教育学修士
（鳴門教育大学） 日本語言語文化論演習 東アジアにおける地域言語（日本語諸方言・アイヌ語・琉球語）の文

化環境言語学的研究

教 授 五百蔵高浩 1963 兵庫教育大学大学院連合博
士課程単位取得退学

博士（学校教育学）
（兵庫教育大学） 英語言語文化演習 日本人英語学習者の第 2 言語音韻および語形成能力習得研究

コーパス言語学的アプローチによる英語学習語彙に関する研究

准教授 三浦　要一 1965 大阪市立大学大学院生活科 
学研究科後期博士課程修了

博士（学術）
（大阪市立大学） 住生活学，住文化史

・伝統的集落・町並みの保存と生活空間計画
・歴史的建造物の復元に関する調査研究
・大阪の都市空間に関する住居史的・都市史的研究

准教授 高西　成介 1968
広島大学大学院文学研究科
博士課程後期単位取得満期
退学

文学修士
（広島大学） 中国文学演習 六朝志怪小説、唐代伝奇小説の解読、およびそれらの作品を通して

当時の社会・文化、および人々の心性の解明

准教授 鈴木　康郎 1969 筑波大学大学院博士課程教
育学研究科

修士（教育学）
筑波大学 比較文化論演習 比較・国際教育学、東南アジアにおけるシティズンシップ教育、学校教

育の国際交流

准教授 ヨース・　
　ジョエル 1970 ルーヴェンカトリック大学日本

学科　博士課程修了
博士（日本学）（ルーヴェ
ン大学ベルギー） 日本思想史 自由民権運動、近代思想における「自由」

准教授 金澤　俊吾 1973 東北大学大学院情報科学研
究科博士後期課程修了

博士（情報科学）
（東北大学） 英語学 英語における形式と意味との対応関係に関する研究

英語における形容詞が関わる構文の意味的ネットワークに関する研究

准教授 山口　善成 1974 筑波大学大学院博士課程文
芸言語研究科

文学修士
（筑波大学） アメリカ文学演習 19 世紀半ばのアメリカにおける国家史の誕生（とりわけ国家史の誕生

と自然誌との関わりについて）

准教授 吉川　　孝 1974
慶應義塾大学大学院文学研
究科哲学倫理学専攻後期博
士課程修了

博士（哲学）
（慶應義塾大学） 哲学・倫理学 現象学派の倫理学、生き方の哲学、ケアの哲学

講師 ローレン・
　ウォーラー 1974

京都府立大学文学研究科、
米国コロンビア大学東アジア
研究

文学修士（京都府立大
学）、文学修士（コロン
ビア大学）

日本文学 話型（天人女房説話や地名起源説話）、万葉集伝説歌、上代文学
の受容史

講師 飯高　伸五 1974
東京都立大学大学院社会科
学研究科博士課程単位取得
退学

博士（社会人類学）
（東京都立大学）

文化人類学、民俗学、観光
文化論

旧南洋群島における日本統治経験に関する歴史人類学的研究、アジ
ア・太平洋戦争の記憶に関する民族誌的研究、アジア・太平洋地域
における観光と文化復興に関する研究、沖縄出身者の同郷者集団の
比較研究
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

講 師 向井真樹子 1976
ニューカッスル大学大学院
Schoo l  o f  Eng l i s h  & 
Linguistics

博士（言語学）
（ニューカッスル大学） 言語学 英語、スカンディナビア諸言語族、日本語の複合語

○看護学部看護学科
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 畦地　博子 1964
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学） 精神看護学 精神科看護師のケア技術に関する研究

教　授 池添　志乃 1965 高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士課程修了

看護学博士
（高知女子大学） 学校保健・基礎看護学 生活の再構築に取り組む家族の介護キャリアに関する研究、子どもと

家族の生きる力を支えるケアについての研究

教　授 池田　光徳 1959 岡山大学大学院医学研究科
博士課程修了 医学博士（岡山大学） 専門基礎医学

長期臥床者の体表負荷のアセスメント、線維芽細胞の上皮 - 間葉移
行および間葉 - 上皮移行に基づいた強皮症の新規治療法、潜在的皮
膚がんの検出を目的としたフィールドワーク

教　授 竹﨑久美子 1960
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学） 老人看護学

高齢者の「居がい」について、小規模デイサービスの場づくりとケア
効果、高齢患者の自宅退院支援プログラムの開発、南海トラフ巨大地
震準備期における災害看護

教　授 時長　美希 1957
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学） 地域看護学 アウトリーチによる保健師活動に関する研究

脆弱な対象者への地域看護介入に関する研究 

教　授 長戸　和子 1961
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学） 基礎看護学・家族看護学 病者特に慢性疾患患者とその家族への看護、家族マネジメント力に関

する研究

教　授 中野　綾美 1958
日本赤十字看護大学大学院
看護学研究科博士課程満期
退学

看護学博士
（日本赤十字看護大　
学）

小児看護学
研究成果を実践に根付かせるための専門看護師を活用した臨床－研
究連携システムの構築、病気の子ども・家族の医療への参画に関する
研究

教　授 野嶋佐由美 1950
カリフォルニア大学サンフラン
シスコ校看護学部博士課程
修了

看護学博士
（カリフォルニア大学） 基礎看護学 患者・家族への効果的な介入方法の開発および看護ケアにおける倫

理的課題に関する研究

教　授 藤田　佐和 1959 聖路加看護大学大学院看護
学研究科博士後期課程修了

博士（看護学）
（聖路加看護大学） がん看護学

在宅移行する終末期がん患者のエンパワメントを支える看護ケア指針
の開発、研究－臨床連携システムによるがん患者の在宅移行エンパワー
メント看護介入の評価研究



－ 13 －

３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 宮武　陽子 1949
大阪教育大学大学院教育研
究科修士課程修了
高知女子大学大学健康生活
科学研究科満期退学

学術修士
（大阪教育大学） 慢性看護学 看護師の生涯教育システムの構築、慢性病者（糖尿病患者）のエン

パワメントアプローチに関する研究 

教　授 森下　利子 1950 三重大学医学部衛生学講座
衛生学専攻修了 医学博士（三重大学） 急性期看護学

がん看護領域におけるホリスティック・アプローチを基盤とするケアモデ
ルの開発
在宅移行するがん患者のエンパワーメントを支える看護ケア指針の開
発

教　授 森下　安子 1958 東京医科歯科大学医学系研
究科博士前期課程修了

看護学修士
（東京医科歯科大学） 在宅看護学 在宅生活の継続と自立を支援するケアマネジメント技術、在宅移行を

支援に関する研究、災害看護支援ネットワークに関する研究

教　授 松本　鈴子 1959
広島大学大学院医学系研究
科博士後期保健学専攻（単
位取得満期退学）

保健学博士
（広島大学） 母性・助産看護学 女性の出産体験に伴うトラウマ後のレジリエンスに関する研究

助産学生の実践能力を高める教育方法に関する研究

教　授 山田　　覚 1957 東海大学大学院工学研究科
博士課程修了 工学博士（東海大学） 看護管理学 看護管理システムの分析と設計、看護サービスの質の向上と安定、 

災害看護支援ネットワークに関する研究

教　授 藤田　冬子 1962
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学） 老人看護学 高齢者の家族介護者の能力抗向上、高齢者のせん妄

准教授 大川　宣容 1967 千葉大学大学院看護学研究
科博士前期課程修了

看護学修士
（千葉大学） 急性期看護学

がん患者のエンパワーメントを基盤とした在宅移行支援モデルの開発、
手術患者の身体感覚を基盤とした生活の拡がりを支える看護援助モデ
ルの開発、災害看護支援ネットワークの運用に関する研究

准教授 内川　洋子 1965 佛教大学教育学研究科生涯
教育専攻修了

教育学修士
（佛教大学） 看護管理学

看護におけるリーダーシップについて（看護師長、中堅看護師、看護
師のリーダーシップ）、看護におけるチームワークについて、中堅看護
師に対するチームワーク教育プログラムの開発

准教授 川上　理子 1967 東京医科歯科大学医学系研
究科博士前期課程修了

看護学修士
（東京医科歯科大学） 在宅看護学

高齢者の在宅療養における家族介護者の看取り、地域を基盤とした
在宅移行支援システムの開発、訪問看護師の質保証のためのプログ
ラム検討

准教授 田井　雅子 1965 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 精神看護学 精神障害者の地域生活に向けた援助、統合失調症患者のセルフマネ

ジメントに関する、研究家族看護エンパワーメントに関する研究

准教授 嶋岡　暢希 1969 日本赤十字看護大学大学院
看護学研究科修士課程修了

看護学修士（日本赤十
字看護大学） 母性・助産看護学 乳児期の子どもをもつ親への育児支援に関する研究
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

准教授 瓜生　浩子 1969 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 基礎看護学、家族看護学 病気や障害をもつ人とともに生きる家族の体験や家族への看護に関す

る研究

准教授 佐東　美緒 1965
広島大学大学院医学系研究
科博士前期課程保健学修士
課程修了

保健学修士
（広島大学） 小児看護学 NICUを退院したこどもとその家族を支える看護に関する研究

准教授 鈴木　幹子 1961 聖徳大学大学院児童学研究
科修士課程修了

児童学修士
（聖徳大学） 母性・助産看護学 青年期の育児性

講　師 石川　麻衣 1974 千葉大学大学院看護学研究
科博士後期課程修了

看護学博士
（千葉大学） 地域看護学

公衆衛生看護の展開方法に関する研究
行政保健師の機能・役割および活動の特質に関する研究
災害時の保健活動に関する研究

講　師 廣川　恵子 1969 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） がん看護学 外来に通院しながら生活するがん患者の看護 

講　師 山中　福子 1963 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 慢性期看護学 慢性疼痛（非がん性）をもつ人への看護に関する研究

慢性心不全をもつ人への看護支援に関する研究

助　教 井上　正隆 1978 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 急性期看護学

救命救急センター看護師、フライトナースを対象にしたメディカルシュミ
レーターを使った教育プログラムの開発
バイオマーカーを用いたストレスの測定

助　教 大坂　京子 1980
徳島大学大学院工学研究科
情報システム工学専攻博士
後期課程修了

工学博士（徳島大学）  老人看護学  認知症高齢者の BPSDとつながり感に関する研究

助　教 下元　理恵 1972 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士（高知女子
大学） 慢性期看護学 慢性心不全患者の自己管理に関する研究

助　教 高谷　恭子 1975
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

看護学博士
（高知女子大学） 小児看護学 病気とともに生きる子どもと家族が辿る軌跡に関する研究

助　教 府川　晃子 1976 神戸大学大学院保健学研究
科博士前期課程修了

保健学修士
（神戸大学） 慢性期看護学 ターミナルケア、がん性疼痛、がん化学療法への看護ケアに関する研

究
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助　教 升田　茂章 1975 神戸市看護大学大学院看護
学研究科修士課程修了

看護学修士
（神戸市看護大学） 基礎看護学

疼痛緩和への看護技術の効果に関する研究、看護ケアによって及ぼ
される生体の自律神経系の変化に関する研究、家族看護に関する研
究

助　教 首藤ひとみ 1981 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 小児看護学 医療的ケアの必要な子どもと家族への支援に関する研究

助　教 小原　弘子 1971 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 在宅看護学 地域・病院協働型在宅移行支援システムの開発

在宅移行期における訪問看護師の判断とケアのガイドラインの開発

助　教 小澤　若菜 1974 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 地域看護学 生活習慣病予防、働く人の健康づくりに関する研究

助　教 岩崎　順子 1970 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 母性看護学 乳児を抱える母親の Maternal Confidence についての研究

助　教 坂元　　綾 1966 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 基礎看護学 スタッフ育成における病棟看護師長の役割遂行を促進する教育プログ

ラムの開発

助　教 畠山　卓也 1973
東京女子医科大学大学院 
看護学研究科博士後期課程 
単位取得満期退学

看護学修士
（東京女子医科大学）

精神看護学
対人関係論

①精神科看護師のアイデンティティ形成に影響をもたらすケアの経験
②精神科保護室における看護実践
③病気を抱えた家族をエンパワメントする看護実践
④避難所で活動した看護師の看護実践

助　教 槇本　　香 1982 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 精神看護学 精神科看護者が精神疾患をもつ人との間で用いている心理的距離のも

ち方を明らかにすること

助　教 石井　　歩 1981 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） がん看護学 青年期・壮年期など若い世代、働き盛りの世代のがんサバイバーとそ

のご家族を支援する看護ケアに関すること

助　教 芝崎　　恵 1979 徳島大学保健科学教育部保
健学専攻博士前期課程修了

看護学修士
（徳島大学） 母性看護学、助産看護学 若年層の性的予防行動について、全ての年齢層における性の課題

助　教 福井　早苗 1972
Bournemouth University,
MSC Management with 
Marketing

経営学修士
（Bournemouth 
University）

母性看護学、助産看護学 キャリア形成から見た卒後 2 年目看護師の継続教育
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位（大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助　教 潮　由美子 1978 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 老人看護学 在宅移行期のシームレスケアに向けた病棟看護師と訪問看護師の協

働のガイドライン

助　教 大西ゆかり 1967 愛媛大学大学院医学系研究
科看護学専攻修士課程修了

看護学修士
（愛媛大学） 慢性期看護学 リンパ浮腫と共に生きる患者の看護 

助　教 川本　美香 1977 高知県立大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知県立大学） 地域看護学 人々の健康づくりについて

助　教 小松弓香理 1982 高知女子大学大学院看護学
研究科修士課程修了

看護学修士
（高知女子大学） 基礎看護学 脳血管障害による後遺症をもつ人の家族への看護について 

特　任
准教授 神原　咲子 1977

岡山大学大学院医歯学総合
研究科国際環境科学講座公
衆衛生学博士課程修了

医学博士
（岡山大学） 国際・災害の公衆衛生 災害×国際×公衆衛生 + 看護＝要相談

特　任
助　教 弘末　美佐 1973 高知女子大学大学院看護学

研究科修士課程修了
看護学修士

（高知女子大学） がん看護学 在宅がん看護，在宅緩和ケア 

○ 社会福祉学部社会福祉学科
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位 （大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 小坂田　稔 1953 岡山大学大学院自然科学研
究科博士後期課程修了

博士（学術）
（岡山大学） 地域福祉の理論と方法 実践的地域包括ケアシステムの構築、中山間地における生活課題と地

域福祉実践の方法

教　授 杉原　俊二 1963
香川医科大学大学院医学研
究科環境生態系専攻博士課
程

博士（医学）
（香川医科大学） 児童福祉論・面接技法 ナラティブアプローチによる対人援助、自分史分析

教　授 住友　雄資 1961 北海道医療大学大学院看護
福祉学研究科博士課程修了

博士（臨床福祉学）
（北海道医療大学）

福祉研究法・精神保健福祉
援助技術各論 精神障害者の地域生活支援

教　授 田中きよむ 1962
京都大学大学院経済学研究
科博士後期課程単位取得退
学

経済学修士
（滋賀大学） 社会保障論

人間発達理論に基づく社会保障制度の再構築、住民主体の福祉型地
域づくりの形成要因と発展プロセス、限界集落における高齢者の孤立
問題と支援モデル
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位 （大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 長澤紀美子 1963 新潟大学大学院現代社会文
化研究科博士後期課程修了

博士（学術）
（新潟大学） 国際福祉論

欧米（特にイギリスを中心とした）介護政策の動向、福祉（介護）サービス
の評価・アウトカム評価、行政評価、NPM（ニュー･パブリック･マネジメン
ト）政策の保健医療福祉分野への適用

教　授 林　　美朗 1958 富山医科薬科大学医学部北
海道大学大学院文学研究科

博士（医学）（文学）
（北海道大学）

精神医学、精神保健学、人
体の構造と機能及び疾病

芸術精神医学（病跡学・芸術療法学）、仏教社会福祉学、社会精神医
学、精神病理学、精神医学史学、精神科診断学

教　授 前山　　智 1949 大阪大学大学院工学研究科
修士課程修了

博士（工学）
（東北大学） 社会福祉特別演習Ⅰ 情報教育

教　授 丸岡　利則 1952 大阪府立大学大学院社会福
祉学研究科修士課程修了

修士（社会福祉学）
（大阪府立大学） 相談援助の基盤と専門職 理論福祉学の確立に向けた学問的枠組みと方法

教　授 宮上多加子 1958
高知女子大学大学院健康生
活科学研究科博士後期課程
修了

博士（社会福祉学）
（高知女子大学）

介護過程・認知症の理解・発
達と老化の理解 認知症介護実践力に関する研究、介護職の養成教育とキャリア意識

准教授 黒田しづえ 1950
大阪人間科学大学大学院人
間科学研究科社会福祉修士
課程修了

修士（人間科学）
（大阪人間科学大学）

こころとからだのしくみ・発達
と老化の理解・介護過程 ケアの在り方と実践方法

准教授 後藤由美子 1950 花園大学大学院社会福祉学
研究科修士課程修了

修士（社会福祉学）
（花園大学） 介護の基本、生活支援技術 介護人材の教育に関する研究、ターミナルケアに関する研究

准教授 鈴木　孝典 1974
大正大学大学院人間学研究
科博士後期課程福祉・臨床
心理学専攻単位取得後退学

博士（人間学）
（大正大学）

精神保健福祉論・精神保健
福祉援助実習

精神障害者地域生活支援サービスにおける支援評価ツールの開発、精
神障害者の居住支援に関する研究

准教授 西内　　章 1972 龍谷大学大学院社会学研究
科修士課程修了

修士（社会福祉学）
（龍谷大学）

事例研究法・相談援助実習
指導

高齢者生活支援におけるソーシャルワークの展開方法に関する研究、
エコシステム視座に基づくチームアセスメント支援ツールの研究

講　師 上白木悦子 1974 九州大学大学院医学系学府
環境社会医学専攻

博士（医学）
（九州大学） 医療福祉論

医療・介護と代諾：代諾の可否の判断、代諾者の選定における医療ソー
シャルワーカーの役割に関する基礎的研究　患者の自己決定を支える
医療ソーシャルワーカーの役割に関する研究

講　師 西梅　幸治 1978
京都府立大学大学院福祉社
会学研究科博士後期課程修
了

博士（福祉社会学）
（京都府立大学）

相談援助の理論と方法・相
談援助実習指導

ソーシャルワークにおけるエンパワメント実践に関する研究、エコシステム
視座に基づくコンピュータ支援ツールの研究
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３－２ 教員（学部）

職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位 （大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

講　師 鳩間亜紀子 1972
日本社会事業大学大学院社
会福祉学研究科博士前期課
程修了

修士（社会福祉学）
（日本社会事業大学）

高齢者に対する支援と介護
保険制度 高齢者介護をめぐる事故に関する研究

講　師 福間　隆康 1970
広島大学大学院社会科学研
究科博士課程後期マネジメン
ト専攻修了

博士（マネジメント）
（広島大学） 福祉サービスの組織と経営 ヒューマン・サービスのクオリティ向上のためのマネジメントに関する研究

講　師 三好　弥生 1965 立命館大学大学院社会学研
究科博士前期課程修了

修士（社会学）
（立命館大学）

コミュニケーション技術・生活
支援技術Ⅱ 高齢者の看取りに関する研究

助　教 石川　由美 1967 高知女子大学大学院人間生
活学研究科修士課程修了

修士（社会福祉学）
（高知女子大学）

認知症の理解Ⅱ・生活支援
技術Ⅳ 介護支援専門員の職務認識に関する研究

助　教 稲垣　佳代 1983 高知女子大学大学院人間生
活学研究科修士課程修了

修士（社会福祉学）
（高知女子大学）

精神保健福祉援助技術各
論 精神障害者の就労支援に関する研究

助　教 加藤　由衣 1982
京都府立大学大学院福祉社
会学研究科博士前期課程修
了

博士（福祉社会学）
（京都府立大学）

相談援助の理論と方法・相
談援助実習指導

ソーシャルワーク教育の包括的な教育展開に関する研究ソーシャルワー
クにおける現任教育方法の研究

助　教 鈴木　裕介 1980 大正大学人間学研究科社会
福祉学専攻修士課程修了

修士（社会福祉学）
（大正大学） 医療ソーシャルワーク論 地域における高齢者の医療・福祉のフェルトニーズに関する研究

助　教 田中　眞希 1976 高知女子大学大学院人間生
活学研究科修士課程修了

修士（社会福祉学）
（高知女子大学） 介護の基本・生活支援技術 介護福祉士養成教育に関する研究

助　教 二本柳　覚 1980
日本福祉大学大学院社会福
祉学研究科福祉マネジメント
専攻修士課程修了

修士（福祉マネジメン
ト）
（日本福祉大学）

精神科リハビリテーション学 質の高い社会福祉専門職養成教育のあり方に関する研究

助　教 橋本　　力 1979
大阪市立大学大学院生活科
学研究科後期博士課程　単
位取得後退学

博士（学術）
（大阪市立大学）

高齢者に対する支援と介護
保険制度、虐待防止論、相
談援助実習指導

ケアマネジメントにおけるインフォーマル・サポートの活用に関する研究
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３－２ 教員（学部）

○ 地域教育研究センター
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位 （大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 一色　健司  1958 京都大学大学院理学研究科
博士後期課程単位取得退学  理学博士（京都大学） 基礎化学，地球の科学 ・環境水中の微量元素を指標とした環境動態の解明・微量元素の

超高感度分析法・存在状態の解析法の開発 

教　授 宇野　浩三 1952
北海道大学大学院工学研究
科博士後期課程単位取得退
学

工学博士
（北海道大学）

居住環境論，住まいと健康と
安全

水切瓦と水切庇と土佐漆喰，住まい・まち・環境教育，住宅・住様式
の地域性，住宅・住環境におけるユニバーサルデザイン

教　授 荻沼　一男  1950 広島大学大学院理学研究科
博士課程退学 理学博士（広島大学） 基礎生物学 ・ハマボッスの染色体多型の解明

教　授 清原　泰治 1961 筑波大学大学院修士課程体
育研究科体育方法学専攻

体育学修士
（筑波大学） 健康スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ 1950～60年代における市町村民運動会の社会的機能に関する研究

高知県の中山間地域の活性化と大学教育

教　授 谷本　真二  1950 大阪大学基礎工学部研究科
博士課程退学 工学博士（大阪大学） 数学と情報、基礎統計学 ・非線形解析学、複雑ネットワーク科学

教　授 羽田　行男 1954
早稲田大学大学院教育学研
究科博士課程後期単位取得
退学

教育学修士
（東京学芸大学）

発達心理学、教育心理学、
教育相談論、生徒指導論

教育相談における心理臨床にもとづいた事例研究、発達に課題がある
子どもに対する心理学的教育方法の研究

准教授 團野　哲也 1956 東京工業大学大学院理工学
研究科博士課程修了

工学博士
（東京工業大学）

人間の安全保障と国際協
力、くらしのなかの光

・材料の分光学的キャラクタリゼーション
・パレスチナ難民に対する家庭科教育の調査研究

○ 総合情報センター
職　名 氏　　名 生年 最終学歴 学　位 （大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

准教授 風間　　裕  1959 北海道大学大学院理学研究
科博士課程修了

理学博士
（北海道大学） 物理学通論，量子物理学 ・コンピュータを用いた物理学の教材開発・軽い核の構造解析

助　教 名和　真一  1963 京都大学大学院理学研究科
博士後期課程単位取得退学 理学博士（京都大学） 情報処理概論、コンピュータ

リテラシ ・核力と量子色力学QCD、計算機物理



－ 20 － － 21 －

【 大学院 】 （平成25年3月31日現在）

　○看護学研究科＜修士課程＞
領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

－ 教　授 森　下　利　子 成人看護ケア研究、臨床看護学研究演習、臨床看護学研究方法Ⅰ・Ⅱ
－ 教　授 野　嶋　佐由美 看護理論と実践、看護研究と実践、精神看護論、精神看護展開論Ⅰ
－ 教　授 宮　武　陽　子 慢性看護論、慢性看護対象論、慢性看護方法論Ⅰ・Ⅱ
－ 教　授 中　野　綾　美 小児看護論、小児看護対象論、小児看護方法論Ⅰ・Ⅱ
－ 教　授 山　田　　　覚 看護管理論、システム経営管理論、看護サービス管理論
－ 教　授 藤　田　佐　和 がん看護論、がん看護方法論、看護倫理、がん看護学実践演習
－ 教　授 時　長　美　希 地域看護論、地域看護展開論Ⅰ・Ⅱ、地域ケア研究
－ 教　授 長　戸　和　子 家族看護論、家族看護援助論、家族ケアの開発、家族看護学実践演習
－ 教　授 森　下　安　子 在宅老人看護論、在宅看護展開論、在宅看護学実践演習
－ 教　授 竹　﨑　久美子 老人看護論、老人看護展開論、老人看護学実践演習
－ 教　授 畦　地　博　子 精神看護論、精神看護対象論、精神看護方法論Ⅰ・Ⅱ
－ 教　授 池　田　光　徳 病態生理学、フィジカルアセスメント特論、がん病態生理学
－ 教　授 池　添　志　乃 看護理論と実践、家族看護学実践演習、学校保健研究
－ 教　授 松　本　鈴　子 母性・助産看護ケア研究

教　授 藤　田　冬　子 看護コンサルテーション論、老人看護対象論、老人看護展開論
－ 准教授 川　上　理　子 在宅看護展開論Ⅰ、在宅看護学実践演習
－ 准教授 田　井　雅　子 精神看護学実践演習、精神看護ケア研究
－ 准教授 瓜　生　浩　子 家族と病気、家族看護学実践演習
－ 准教授 内　川　洋　子 看護管理展開論、看護サービス管理論、臨床看護管理研究
－ 准教授 佐　東　美　緒 小児看護対象論、小児看護方法論Ⅰ・Ⅱ
－ 講　師 廣　川　恵　子 がん看護方法論Ⅱ・Ⅲ、がん看護学実践演習
－ 助　教 畠　山　卓　也 精神看護学実践演習

　○人間生活学研究科＜修士課程＞
領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目
共　通 教　授 前　山　　　智 特別講義Ⅴ（データ解析論）
共　通 教　授 谷　本　真　二 特別講義Ⅴ（データ解析論）
共　通 教　授 井　本　正　人 特別講義Ⅳ（生活環境論）
共　通 准教授 團　野　哲　也 特別講義Ⅳ（生活環境論）
生　活 教　授 荻　沼　一　男 人間生活健康情報論、環境生態論
生　活 教　授 佐　藤　　　厚 人間生活健康情報論、健康栄養論Ⅰ
生　活 教　授 川　村　美笑子 人間生活論演習Ⅰ、健康栄養論Ⅱ
生　活 教　授 宇　野　浩　三 住環境論
生　活 教　授 一　色　健　司 環境解析論
生　活 教　授 大　村　　　誠 地域防災論
生　活 教　授 渡　邊　浩　幸 人間生活論演習Ⅰ、食品総合科学論
生　活 准教授 三　浦　要　一 人間生活福祉政策論、住生活論
福　祉 教　授 杉　原　俊　二 児童福祉論
福　祉 教　授 住　友　雄　資 スーパービジョン論

３－２ 教員（大学院）
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領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目
福　祉 教　授 田　中　きよむ 人間生活福祉政策論、福祉行財政論
福　祉 教　授 宮　上　多加子 人間生活論演習Ⅱ、介護福祉論
福　祉 准教授 長　澤　紀美子 人間生活福祉政策論、国際福祉政策論
福　祉 准教授 西　内　　　章 人間生活論演習Ⅱ、ソーシャルワーク論
福　祉 講　師 鈴　木　孝　典 人間生活論演習Ⅱ、障害者福祉論
文　化 教　授 佐　藤　恵　里 地域文化論Ⅰ、人間生活文化論、人間生活論演習Ⅲ
文　化 教　授 青　木　晴　男 英米文化論Ⅰ、人間生活文化論、人間生活論演習Ⅲ
文　化 教　授 芋　生　裕　信 日本文化論Ⅱ
文　化 教　授 東　原　伸　明 日本文化論Ⅰ
文　化 教　授 五百藏　高　浩 人間生活文化論、人間生活論演習Ⅲ、英米文化論Ⅱ

　○健康生活科学研究科＜博士課程＞
領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目
共　通 教　授 佐　藤　恵　里 身体表現論
看　護 教　授 野　嶋　佐由美 看護学特別研究、看護科学と理論
看　護 教　授 山　田　　　覚 看護学特別研究、看護システム経営論
看　護 教　授 中　野　綾　美 看護学特別研究、小児看護論
看　護 教　授 藤　田　佐　和 看護学特別研究、がん看護論
看　護 教　授 森　下　利　子 看護学特別研究、成人看護論
看　護 教　授 時　長　美　希 看護学特別研究、地域看護論
看　護 教　授 長　戸　和　子 看護学特別研究、家族看護論Ⅱ
看　護 教　授 池　田　光　徳 看護学特別研究、生命科学論
看　護 教　授 畦　地　博　子 精神看護支援論
看　護 教　授 池　添　志　乃 学校保健支援論
生　活 教　授 佐　藤　　　厚 生活科学特別研究、臨床栄養論
生　活 教　授 川　村　美笑子 生活科学特別研究、栄養生理論
生　活 教　授 荻　沼　一　男 生活科学特別研究、環境生態論
生　活 教　授 大　村　　　誠 地球環境解析論
生　活 教　授 宇　野　浩　三 生活科学特別研究、居住環境論
福　祉 教　授 住　友　雄　資 社会福祉学特別研究、精神障害者福祉論
福　祉 教　授 宮　上　多加子 社会福祉学特別研究、介護支援論
福　祉 教　授 杉　原　俊　二 児童・家族福祉論

３－２ 教員（大学院）
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【非常勤講師】 （平成24年４月１日現在）

氏　　　名 専門分野（担当科目）

文　

化　

学　

部

塩　見　由　利 比較文学
小　幡　　　尚 日本史
岡　﨑　　　帛 書道
内　田　洋　子 ＮＰＯ論
間　　　　　章 ＮＰＯ論

ジェニー・カーン 比較日本学Ⅱ
アンドリュー・ダラム 中級英語スピーキング・上級英語スピーキング

松　吉　明　子 日本語コミュニケーションⅠ・国際日本学Ⅴ･Ⅵ
今　井　多衣子 日本語教育実践研究Ⅰ・Ⅱ・日本語教育学Ⅰ・Ⅱ
池　　　純　子 日本語教育学Ⅰ
廣　田　佳　久 考古学

フーク・シュテファン ドイツ語初級Ⅰ･Ⅱ
斎　藤　昌　人 ドイツ語中級Ⅰ・Ⅱ
安　藤　麻　貴 フランス語初級Ⅰ・Ⅱ・フランス語中級Ⅰ・Ⅱ

看　
　
　
　
　

護　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　

部

是　永　正　敬 微生物学
小　松　利　広 微生物学
清　水　孝　洋 薬理学
山　口　奈緒子 人体のしくみⅠ－A・Ⅰ－B
谷　口　睦　男 人体のしくみⅡ－A・Ⅱ－B
藤　田　博　一 心のしくみ
明　神　和　弘 心のしくみ
上　村　直　人 心のしくみ
泉　本　雄　司 心のしくみ
澁　谷　祐　一 病態と治療Ⅱ
三　宅　陽一郎 病態と治療Ⅱ
小　野　憲　昭 病態と治療Ⅱ
福　井　直　樹 病態と治療Ⅱ
寺　石　文　則 病態と治療Ⅱ
尾　崎　和　秀 病態と治療Ⅱ
田　村　耕　三 病態と治療Ⅱ
大　森　貴　夫 病態と治療Ⅱ
砥　谷　和　人 病態と治療Ⅰ
大　西　広　志 病態と治療Ⅰ
高　橋　美　枝 病態と治療Ⅰ
福　井　康　雄 病態と治療Ⅰ
細　木　信　吾 病態と治療Ⅰ
菅　野　　　尚 病態と治療Ⅰ
上　村　由　樹 病態と治療Ⅰ
土　山　芳　徳 病態と治療Ⅰ
森　田　雅　範 病態と治療Ⅰ
熊　田　孝　恒 行動科学
菅　沼　成　文 公衆衛生学
安　田　誠　史 公衆衛生学
佐　藤　純　一 生命の科学と倫理

３－２ 教員（非常勤講師）
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氏　　　名 専門分野（担当科目）

看　
　
　
　
　

護　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　

部

松　本　女　里 医療史
岡　谷　恵　子 看護と政策
手　島　　　恵 看護学の動向と課題
武　田　明　雄 医療と経営
渡　辺　慶　子 医療と経営
深　田　順　一 医療と経営
谷　内　亮　水 医療と経営
谷　木　利　勝 医療と経営
田　村　眞　知 医療と経営
楠　目　雅　彦 医療と経営
西　岡　　　豊 医療と経営
吉　川　清　志 小児と疾患
中　田　裕　生 小児と疾患
金　澤　亜　錦 小児と疾患
西　内　律　雄 小児と疾患
宮　澤　真　理 小児と疾患
木　口　久　子 小児と疾患
南　　　　　晋 母性学
松　本　光　弘 母性学
吉　田　しのぶ 母性学・助産学
小　松　淳　子 母性学・助産学
永　井　立　平 母性学・危機管理（周産期医療）
山　本　寄　人 助産学
甲　斐　由　佳 助産診断論
中　山　　　彩 助産診断論
有　田　直　子 小児看護の動向と課題
木　下　宏　実 危機管理（周産期医療）
林　　　和　俊 危機管理（周産期医療）

社
会
福
祉
学
部

野　中　由　彦 就労支援サービス
玉　里　恵美子 社会理論と社会システム
吉　永　宣　生 社会福祉史
宮　本　博　之 更正保護制度
上　村　幸　雄 権利擁護と成年後見制度
川　﨑　育　郎 心理学理論と心理学支援

健
康
栄

養
学
部

前　田  幸　二 フードシステム学
大　倉  三　洋 運動生理学
網師本  真　季 こころと身体活動

共
通
教
養
教
育
科
目

池　田　和　夫 心の科学
門　脇　加江子 芸術論Ⅰ
奥　野　克　仁 芸術論Ⅱ
野　田　智　洋 健康スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ
掛　水　加　奈 健康スポーツ科学Ⅰ
宮　本　隆　信 健康スポーツ科学Ⅱ
前　田　正　也 中国語初級Ⅰ・Ⅱ・中国語中級Ⅰ・Ⅱ
谷　口　雅　基 英語コミュニケーションⅠ

３－２ 教員（非常勤講師）
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氏　　　名 専門分野（担当科目）

共　

通　

教　

養　

教　

育　

科　

目

松　吉　明　子 英語コミュニケーションⅠ
吉　門　牧　雄 英語コミュニケーションⅠ
中　島　久　枝 英語コミュニケーションⅠ
吉　岡　葉　子 英語コミュニケーションⅠ
松　原　史　典 英語コミュニケーションⅠ
吉　田　祐　子 英語コミュニケーションⅠ
福　江　　　等 英語コミュニケーションⅠ
アンドリュー・ダラム 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

クレイグ・ディレイニー 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
ジェニー・カーン 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

マイケル・シャープ 英語コミュニケーションⅠ・Ⅲ
オーウェン・ウェイド 英語コミュニケーションⅠ
サイモン・クインラン 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
ショーン・バーゴイン 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

マイケル・ロバートソン 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

教　

職　

課　

程

中　澤　勇　夫 人権教育に関する科目
市　村　藤　一 特別活動論
堅　田　美　穂 国語科教育法Ⅰ・Ⅱ
小　島　郷　子 家庭科教育法Ⅰ
島　田　　　希 教育課程論・教育カリキュラム開発論
長　﨑　政　浩 英語科教育法Ⅰ

学
芸
員
養
成
課
程

横　田　　　恵 博物館学Ⅰ
廣　田　佳　久 博物館学Ⅱ
松　本　教　仁 博物館学Ⅲ
岡　本　桂　典 博物館実習講義
中　村　茂　生 生涯学習概論

※　臨床教授    
　　高知医療センター 病院長 武　田　明　雄
　　　　　〃 副院長・医療情報センター長 深　田　順　一
　　　　　〃 副院長・感染対策センター長 谷　木　利　勝
　　　　　〃 総合周産期母子医療センター長 吉　川　清　志
　　　　　〃 救命救急センター長 村　田　厚　夫
　　　　　〃 がんセンター長 森　田　荘二郎
　　　　　〃 循環器病センター長 岡　部　　　学
　　　　　〃 看護局長 久保田　加代子
　　　　　〃 看護局次長 森　田　智　子
　　　　　〃 看護局次長 田　村　眞　知
　　　　　〃 栄養局長 渡　邊　慶　子
　　高知赤十字病院 看護部長 大　西　須美子
　　高知大学医学部附属病院 看護部長・副院長 楠　瀬　伴　子
　　近森会 常任理事・看護部長 梶　原　和　歌
　　高知県 健康政策部医監・中央東福祉保健所長 田　上　豊　資
　　高知県 健康政策部健康長寿政策課企画監 山　本　雅　子
　　カリフォルニア大学サンフランシスコ校 非常勤准教授 Mock　Jeremiah

※　客員教授
　　サミュエル・メリット大学看護学部 教授 近　藤　房　恵

３－２ 教員（非常勤講師）
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４　教育及び研究

１　学部・大学院の概要

４－１ 学部・大学院の概要

【 学　部 】
○ 生活科学部
　　人間生活を取り巻く様々な現象を「個としての人間、家族、生活の質」「人間発達や健康の維持・増進」
「自然環境と人間生活との関わり」という面から科学的に分析し、認識することを通じて、生活者の
視点から、来るべき時代の新たな生活様式を創造し得る人材を養成する。

　　＊ 生活科学のジェネラリストとしての能力の養成
　　＊ 個別分野におけるスペシャリストとしての能力の養成
　　＊ 問題を提起し科学的に考察し解決する能力の養成
　　＊ 地域における実践的能力の養成
　　＊ 情報発信、情報交換能力の養成

○ 健康栄養学部
　　人間や健康、環境の本質を理解しながら、生命の基源である「食」を探究し、人々が健康に生活

できるよう幅広い分野で貢献できる人材を養成する。

　　＊ 人間や健康、環境の本質を理解する能力の養成
　　＊ 専門的知識・技術、科学的思考力の養成
　　＊ 社会の変化を予測し、異業種と協働して問題を解決する能力の養成
　　＊ 豊かな人間性を培う
　　＊ 地域に貢献できる能力の養成

○ 文化学部
　　人文・社会系諸科学による多角的な文化研究により人間・社会に対する理解を深め、文化の批判

的継承を通して豊かな人間性と主体的に行動し得る能力を培い、地域文化の創造と向上に資すると
ともに、真に豊かな共生社会の実現に向けて国際的に貢献できる市民を養成する。

　　＊ 基礎学力の養成
　　＊ 人間性の涵養
　　＊ 社会人基礎力の養成
　　＊ 豊かな感性と思考力の養成
　　＊ 高度な言語コミュニケーション力の養成
　　＊ 地域文化の創造に貢献できる行動力の養成

○ 看護学部
　　看護の理念や専門的知識、技術、ヒューマニズムを礎として、将来に向かって拓かれた看護を構

築し、健康問題を人々とともに解決し、人々の健康生活の創造に貢献ができる豊かな人間性・創造
性を持った人材を養成する。

　　＊ 人々の生き方や価値観を尊重して看護を展開する能力の養成
　　＊ 専門的知識・技術、科学的・倫理的判断に基づく看護実践能力の養成
　　＊ 社会のニーズを予測し、多職種と協働して問題を解決する能力の養成
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４－１ 学部・大学院の概要

　　＊ 専門識者としての姿勢を培い、地域の健康生活を創造する能力の養成
　　＊ 国際的見地に立って看護学の学際的発展を推進する能力の養成

○ 社会福祉学部
　　福祉の現代的課題に対応する，深い人間理解や人権尊重の精神に裏打ちされた専門的知識と実践

的知識と実践的技能を教授研究することにより，共感する心と豊かな人間性をもって、社会生活で
生じるさまざまな問題に主体的に対応できる福祉的実践能力を修得させ，社会の幅広い分野で福祉
の向上に寄与できる有為な人材を育成する。

　　＊ 地域・家族のもつ福祉課題への対応能力の養成
　　＊ 社会福祉実践能力の養成
　　＊ 健康・医療・福祉などの効果的な連携を図る能力の養成

【 大学院 】
○ 看護学研究科（修士課程）
　　看護の理念や専門的知識、技術を教授・研究することを通じて、社会の健康問題を人々とともに

解決し、人々の健康生活の向上に貢献することができる豊かな人間性・創造性を持った、専門看護
師（ＣＮＳ）及び研究者を育成する。

　　また、将来にわたる看護の実践・教育・研究活動を通して、看護の変革者として看護学に寄与す
るとともに、地域に根ざした大学として、地域の人々の健康を促進する文化を創造し、発展させる
能力を身に付けた看護専門識者を育成する。

　　さらには、ヒューマニズムの立場に立ち、地域の人々の健康問題を、個人－家族－地域のダイナ
ミズムを視野において、倫理的・科学的判断に裏付けされた質の高い看護ケアを提供できる看護専
門識者を育成する。

○ 人間生活学研究科（修士課程）
　　人間及び人間生活について、生活科学領域、社会福祉領域、文化領域の複数の研究領域から複合

的に教育・研究し、複合的な職業能力を有する高度専門職業人を養成する。

○ 健康生活科学研究科（博士後期課程）
　　健康生活に関する学術的な課題を自立して研究し、健康生活科学に寄与する高度な専門的知識や

技術を創造する研究者を育成する。
　　併せて、健康生活科学の知識・技術、研究能力を身につけ、高度に専門的な業務に従事すること

のできる高度専門職業人を育てる教育者を育成する。
　　本研究科では、次のような研究へのアプローチを行う。

　　＊ 健康を基本的な権利として捉え、ヒューマニズムの理念に基づき、生活者としての人間の視点
から健康生活の実現に向けての研究

　　＊ 生涯を通して健康で安心して暮らすことができるような個人システム、家族システム、生活シ
ステム、社会システムの探求・研究

　　＊ 健康や健康生活に関わる諸問題を「看護学」「生活科学」「社会福祉学」の知識・技術を軸に、
複眼的な視点からの研究者
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２　教育科目及び受講者の状況
【 学　　部 】
（１）共通教育科目（平成24年度）
　リテラシー科目
○生活科学部　生活デザイン学科 （単位：人）

授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数
英語コミュニケーションⅠ A 2 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ B 0 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 中国語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 中国語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ A 0 中国語中級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ B 0 中国語中級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報と社会 0
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 コンピューターリテラシー 0
英語コミュニケーションⅢ A 0 情報処理概論 0
英語コミュニケーションⅢ B 0 情報科学実習 0

○生活科学部　健康栄養学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠ A 0 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ B 1 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 中国語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 中国語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ A 0 中国語中級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ B 0 中国語中級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報と社会 0
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 コンピューターリテラシー 0
英語コミュニケーションⅢ A 0 情報処理概論 0
英語コミュニケーションⅢ B 0 情報科学実習 0

○生活科学部　環境理学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠ A 2 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ B 1 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 中国語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 中国語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ A 1 中国語中級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ B 0 中国語中級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報と社会 0
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 コンピューターリテラシー 0
英語コミュニケーションⅢ A 1 情報処理概論 0
英語コミュニケーションⅢ B 0 情報科学実習 0

○文化学部　文化学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠ A 178 英語コミュニケーションⅢ A 49
英語コミュニケーションⅠ B 157 英語コミュニケーションⅢ B 29
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅡ A 65 情報と社会 20
英語コミュニケーションⅡ B 41 コンピューターリテラシー 96
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報処理概論 76
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 情報科学実習 6

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）

○看護学部　看護学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠ A 152 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ B 156 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 中国語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 中国語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ A 30 中国語中級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ B 21 中国語中級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報と社会 0
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 コンピューターリテラシー 84
英語コミュニケーションⅢ A 21 情報処理概論 56
英語コミュニケーションⅢ B 20 情報科学実習 6

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠ A 147 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ B 146 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 中国語初級Ⅰ 2
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 中国語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ A 1 中国語中級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ B 3 中国語中級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報と社会 0
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 コンピューターリテラシー 72
英語コミュニケーションⅢ A 2 情報処理概論 3
英語コミュニケーションⅢ B 1 情報科学実習 1

○健康栄養学部　健康栄養学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠ A 76 英語コミュニケーションⅢ C 未開講
英語コミュニケーションⅠ B 78 英語コミュニケーションⅢ D 未開講
英語コミュニケーションⅠ C 未開講 中国語初級Ⅰ 2
英語コミュニケーションⅠ D 未開講 中国語初級Ⅱ 2
英語コミュニケーションⅡ A 9 中国語中級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ B 10 中国語中級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅡ C 未開講 情報と社会 0
英語コミュニケーションⅡ D 未開講 コンピューターリテラシー 40
英語コミュニケーションⅢ A 0 情報処理概論 33
英語コミュニケーションⅢ B 0 情報科学実習 9

　教養基礎科目 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

科学と人間 10 日本国憲法 230
基礎化学 46 経済学 29
基礎生物学 185 地域学 97
栄養学と人間 88 社会福祉論 14
基礎統計学 53 論理学 88
地球の科学 51 哲学 95
現代社会論 55 心の科学（心理学） 154
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４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）

　課題別教養科目 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

土佐の歴史と文化 31 資源とエネルギー 31
土佐の経済とまちづくり 66 自然災害と防災の科学 81
土佐の自然と暮らし 140 住まいと健康と安全 72
ジェンダー学入門 200 人間の安全保障と国際協力 39
ジェンダーとキャリア 45 社会保障と生活 53
日本現代史 未開講 生活論 26
現代科学文化論 6 社会調査論 16
芸術論Ⅰ 6 数学と情報 10
芸術論Ⅱ 54 日本語表現法 20
日本文学 48 家族関係論 136
栄養と健康の歴史 77 対人関係論 55
環境衛生 0 IP 概論 32
くらしの中の光 49 チーム形成論 未開講
居住環境論 57

　健康・スポーツ科目 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

健康スポーツ科学Ⅰ 238 健康とヘルスプロモーション 23
健康スポーツ科学Ⅱ 232 栄養と疾患 未開講
心の健康 58
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４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）

（２）専門教育科目（平成23年度）

○生活科学部　生活デザイン学科 （単位：人）

授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

学
部
共
通

生活デザイン学概論 未開講

衣
と
生
活

服飾工芸実習 未開講
健康栄養学概論 未開講 アパレル情報論 未開講
環境理学概論 未開講 アパレル情報演習 未開講
生涯発達論 未開講 被服環境科学 4
生活科学論A 未開講 被服環境科学演習 0
生活科学論B 未開講 ファッション・ビジネス論 未開講

学
科
基
礎

生活経済学 未開講

住
と
生
活

住居学 未開講
コミュニケーション論 未開講 住居一般構造 未開講
地域生活論 未開講 住居一般構造実習Ⅰ 未開講
家族関係論 未開講 住居一般構造実習Ⅱ 未開講
生活様式論 未開講 室内計画論 未開講
衣生活学 未開講 住居材料学 未開講
住生活学 未開講 住居環境・設備学 未開講
生活素材論 未開講 住文化史 未開講
食様式論 未開講 住居計画学 未開講
基礎デザイン論 未開講 住居施行 未開講
色彩学 未開講 ハウジング論 5

生
活
の
デ
ザ
イ
ン

環境デザイン論 未開講 居住地計画論 0
空間デザイン論 未開講 住居法規 未開講
アパレルデザイン論 未開講 住居設計基礎実習 未開講
アパレルデザイン実習 未開講 住居設計実習Ⅰ 未開講
ユニバーサルデザイン各論 未開講 住居設計実習Ⅱ 未開講
ユニバーサルデザイン演習 未開講 住居設計実習Ⅲ 未開講

生
活
の
経
営

生活経営学 未開講 住居設計実習Ⅳ 未開講
生活情報論（実習を含む） 未開講 食

と
生
活

調理科学 未開講
生活法学 未開講 調理学実習 未開講
マーケティング論 未開講 調理科学実験 未開講
消費生活論 未開講 情

報
情報科学演習Ⅰ 未開講

生活調査法 未開講 情報科学演習Ⅱ 未開講
生活調査実習 未開講

関
連
科
目

食品の消費と流通 未開講

衣
と
生
活

被服材料学 未開講 基礎栄養学 未開講
被服材料学実験 未開講 基礎食品学 未開講
被服材料学演習 未開講 家庭機械・家庭電気 未開講
生活材料物理化学 未開講 保育学（実習及び家庭看護を含む） 未開講
生活材料物理化学実験 未開講 その他 企業実習 未開講
繊維製品消費科学 未開講 課

題
研
究

生活デザイン課題演習 23
衣文化論 未開講 卒業研究 21
被服学実験Ⅰ 未開講
被服学実験Ⅱ 未開講
服飾造形実習Ⅰ 未開講
服飾造形実習Ⅱ 未開講
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○生活科学部　健康栄養学科 （単位：人）

授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

学
部
共
通

生活デザイン学概論 未開講

食
品
科
学

基礎食品学 未開講
健康栄養学概論 未開講 基礎食品学実験 未開講
環境理学概論 未開講 食品成分と疾病予防 未開講
生涯発達論 未開講 食品の栄養素と機能 0
生活科学論A 未開講 食品の物性と機能 未開講
生活科学論B 未開講 食品の機能学実験 未開講

学
科
基
礎

基礎生物科学 未開講 食品有機科学 未開講
基礎栄養科学 未開講 食品有機化学実験 未開講
基礎生物科学実験 未開講 食品調理工学 未開講
数理統計学 未開講 食品調理工学実験 未開講
医療統計学 未開講 身近な毒と食品 未開講
保健医療福祉論 0 食品衛生学実験 未開講
健康環境情報論 未開講 食品の鑑別 未開講
健康環境情報論実習 未開講

食
の
実
践
学

調理科学 未開講
人間生活環境論 未開講 調理科学実験 0
フードシステム学 0 基礎調理学実習 未開講

生
体
科
学

生化学Ⅰ 0 調理学実習Ⅰ 0
生化学Ⅱ 0 調理学実習Ⅱ 0
生化学実験Ⅰ 未開講 給食経営管理論 0
生化学実験Ⅱ 未開講 給食計画論 0
解剖生理学 未開講 大量調理論 未開講
疾病論Ⅰ 0 給食経営管理実習Ⅰ 0
疾病論Ⅱ 0 給食経営管理実習Ⅱ 0
生体科学実験・実習 0 給食経営管理臨地実習 0
臨床医科学 0

健
康
科
学

運動生理学 0

栄
養
科
学

基礎栄養学 0 ライフサイエンス論 未開講
基礎栄養学実験 0 健康管理論 未開講
応用栄養学Ⅰ 0 公衆栄養学Ⅰ 0
応用栄養学Ⅱ 0 公衆栄養学Ⅱ 0
応用栄養学実験 0 地域保健 未開講
ライフステージ栄養学 0 地域公衆栄養学実習 0
臨床栄養学Ⅰ 0 地域公衆栄養学臨地実習 0
臨床栄養学Ⅱ 0 こころと身体活動 0
臨床栄養学Ⅲ 0 食と介護 0
人体の構造と機能Ⅱ 0

関
連
科
目

生活経済学 0
臨床栄養学実習Ⅰ 0 生活経営学 0
臨床栄養学実習Ⅱ 0 家族関係論 未開講
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 0 保育学（実習及び家庭看護を含む） 0
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 0 衣生活学 0
栄養教育論Ⅰ 0 服飾造形実習Ⅰ 0
栄養教育論Ⅱ 0 服飾造形実習Ⅱ 0
栄養教育論実習Ⅰ 0 住居学（製図を含む） 0
栄養教育論実習Ⅱ 0 家庭機械・家庭電気家庭電気 0
栄養教育論Ⅲ 0 その他 企業実習 未開講
管理栄養士総合演習Ⅰ 0 課題研究 卒業研究 21
学校栄養指導論Ⅰ 0
学校栄養指導論Ⅱ 0

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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○生活科学部　環境理学科 （単位：人）

授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

学　

部　

共　

通

生活デザイン学概論 未開講

地　

球　

と　

環　

境

自然環境学 未開講
健康栄養学概論 未開講 地球変動学 未開講
環境理学概論 未開講 古環境学 未開講
生涯発達論 未開講 地球エネルギー論 未開講
生活科学論A 未開講 環境保全学 未開講
生活科学論B 未開講 固体地球科学 未開講

学　
　

科　
　

基　
　

礎

物理学通論Ⅰ 未開講 流体地球科学 未開講
物理学通論Ⅱ 未開講 気象学 2
物理学基礎実験Ⅰ 未開講 地球環境情報学（実習を含む） 未開講
物理学基礎実験Ⅱ 未開講

物　
　

質　
　

と　
　

環　
　

境

物質科学概論 未開講
化学通論Ⅰ 未開講 力学 1
化学通論Ⅱ 未開講 解析力学 未開講
化学基礎実験Ⅰ 未開講 量子物理学 6
化学基礎実験Ⅱ 未開講 量子力学 未開講
生物学通論Ⅰ 未開講 流体力学 1
生物学通論Ⅱ 未開講 電磁気学 未開講
生物学基礎実験Ⅰ 未開講 固体物理学 未開講
生物学基礎実験Ⅱ 未開講 環境物質学概論 未開講
地学通論Ⅰ 未開講 環境有機化学 1
地学通論Ⅱ 未開講 環境化学 1
地学基礎実験Ⅰ 未開講 環境化学実験 未開講
地学基礎実験Ⅱ 未開講 エントロピー論 2
解析学Ⅰ 未開講 熱とエネルギー 未開講
解析学Ⅱ 未開講 応用物理学 未開講
解析学演習 未開講 環境分析化学 未開講
線形代数学 1 化学計測学（実習を含む） 未開講
線形代数学演習 未開講 環

境 

形
成

環境理学特論 未開講
応用数学Ⅰ 2 環境理学セミナー 13
応用数学Ⅱ 未開講

情　
　
　

報

計算機科学概論 未開講
数理統計学 0 プログラミング通論Ⅰ 2
科学史 未開講 プログラミング通論Ⅱ 2

生　

命　

と　

環　

境

生命科学 未開講 プログラミング実習Ⅰ 2
情報生理学 未開講 プログラミング実習Ⅱ 2
生命史 未開講 情報処理概論 1
生態学 未開講 データ処理実習 未開講
環境生物学 未開講 その他 企業実習 未開講
環境生物学実験 未開講 課題研究 卒業研究 24
野外実習 未開講
臨海実習 未開講
生殖生物学 未開講

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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授　業　科　目 受講者数

文　
　

化　
　

基　
　

礎　
　

科　
　

目　
　

群

文化学入門 94
文化哲学 101
基礎演習Ⅰ 8
基礎演習Ⅱ 8
基礎演習Ⅲ 8
基礎演習Ⅳ 8
基礎演習Ⅴ 8
基礎演習Ⅵ 未開講
基礎演習Ⅶ 8
基礎演習Ⅷ 8
基礎演習IX 8
基礎演習X 9
基礎演習XI 8
基礎演習XII 8
基礎演習XIII 9
土佐地域文化研究（方言） 38
土佐地域文化研究（祭り） 19
土佐地域文化研究（スポーツ） 18
土佐地域文化研究（民俗） 35
土佐地域文化研究（文学） 未開講
土佐地域文化研究（地域学） 未開講
中国語初級Ⅰ 75
中国語初級Ⅱ 73
中国語中級Ⅰ 66
中国語中級Ⅱ 62
ドイツ語初級Ⅰ 18
ドイツ語初級Ⅱ 15
ドイツ語中級Ⅰ 15
ドイツ語中級Ⅱ 14
フランス語初級Ⅰ 14
フランス語初級Ⅱ 17
フランス語中級Ⅰ 22
フランス語中級Ⅱ 20
情報処理演習 92
プレゼンテーション論 22
フィールドワークⅠ 6
フィールドワークⅡ 15
フィールドワークⅢ 未開講
フィールドワークⅣ 5
フィールドワークⅤ 23
ＮＰＯ論 57

専
修
科
目
群

文
学
専
修

日本文学入門 62
英米文学入門 30
日本文学史 32
中国文学史 38
イギリス文学史 14

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　

修　
　
　

科　
　
　

目　
　
　

群

文　
　
　
　

学　
　
　
　

専　
　
　
　

修

アメリカ文学史 未開講
比較文学 62
文学批評理論 65
日本文学特論 未開講
日本近世文学特論 10
日本近代文学特論 未開講
日本古典文学制度講義 40
日本近現代詩歌論 57
中国古典文学論 50
日本神話講読 86
物語文学講読ⅠA 62
物語文学講読ⅠB 未開講
物語文学講読ⅡA 66
物語文学講読ⅡB 未開講
日本文学講読A 16
日本文学講読B 未開講
日本近世文学講読ⅠＡ 13
日本近世文学講読ⅠＢ 未開講
日本近世文学講読ⅡA 8
日本近世文学講読ⅡB 未開講
日本近代文学講読A 83
日本近代文学講読B 未開講
日本現代文学講読A 73
日本現代文学講読B 未開講
中国古典文学講読ⅠA 40
中国古典文学講読ⅠB 未開講
中国古典文学講読ⅡA 36
中国古典文学講読ⅡB 未開講
中世イギリス文学演習 4
ルネサンスイギリス文学演習 5
イギリス文学講読ⅠA 20
イギリス文学講読ⅠB 未開講
イギリス文学講読ⅡA 11
イギリス文学講読ⅡB 未開講
アメリカ文学講読A 29
アメリカ文学講読B 未開講
日本語文章構成法 90
平安朝文学演習A 16
平安朝文学演習B 15
平安朝文学演習C 未開講
日本文学演習A 3
日本文学演習B 4
日本文学演習C 未開講
日本近世文学演習A 9
日本近世文学演習B 9
日本近世文学演習C 未開講

○文化学部　文化学科
　（その１） （単位：人）

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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　（その２） （単位：人

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目　
　
　
　
　

群

文
化
専
修

日本近現代文学演習A 32
日本近現代文学演習B 34
日本近現代文学演習C 未開講
中国古典文学演習A 10
中国古典文学演習B 7
中国古典文学演習C 未開講
イギリス文学演習A 未開講
イギリス文学演習B 未開講
イギリス文学演習C 未開講
アメリカ文学演習A 9
アメリカ文学演習B 8
アメリカ文学演習C 未開講
書評Ⅰ 20
書評Ⅱ 未開講
書評Ⅲ 27
書評Ⅳ 未開講

文　
　
　

化　
　
　

創　
　
　

造　
　
　

専　
　
　

修

日本文化概論 30
日本文化論講読ⅠA 7
日本文化論講読ⅠB 未開講
日本文化論講読ⅡA 6
日本文化論講読ⅡB 未開講
日本文化論演習A 13
日本文化論演習B 14
日本文化論演習C 未開講
民俗学 121
日本史 43
日本思想史 18
書道 43
日本文化史 10
考古学 61
中国文化論 未開講
アジア思想史 64
現代アジア文化論 2
英米文化概論 33
英米文化史Ⅰ 未開講
英米文化史Ⅱ 13
西洋史 未開講
比較宗教学 未開講
近現代文化論 42
現代社会論 82
現代社会論講読ⅠA 16
現代社会論講読ⅠB 未開講
現代社会論講読ⅡA 40
現代社会論講読ⅡB 未開講
現代社会論演習ⅠA 6
現代社会論演習ⅠB 18
現代社会論演習C 未開講

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目　
　
　
　
　

群

文　
　
　

化　
　
　

創　
　
　

造　
　
　

専　
　
　

修

地域文化論Ⅰ 22
地域文化論Ⅱ 未開講
地域文化論Ⅲ 未開講
地域文化論Ⅳ 未開講
地域文化論講読ⅠA 13
地域文化論講読ⅠB 未開講
地域文化論講読ⅡA 13
地域文化論講読ⅡB 未開講
地域文化論講読ⅢA 2
地域文化論講読ⅢB 未開講
地域文化論演習A 18
地域文化論演習B 15
地域文化論演習ⅠA 未開講
地域文化論演習ⅠB 未開講
地域文化論演習ⅠC 未開講
地域文化論演習ⅡA 未開講
地域文化論演習ⅡB 未開講
地域文化論演習ⅡC 未開講
ジェンダー論 12
ジェンダー論講読A 31
ジェンダー論講読B 未開講
ジェンダー論演習A 16
ジェンダー論演習B 未開講
ジェンダー論演習C 未開講
観光文化論 96
観光文化論講読A 44
観光文化論講読B 未開講
観光と自然環境 41
景観文化論 118
住文化論 52
防災文化論 122
文化人類学 44
文化人類学講読A 32
文化人類学講読B 未開講
文化人類学演習A 24
文化人類学演習B 25
文化人類学演習C 未開講
文化政策学Ⅰ 未開講
文化政策学Ⅱ 30
まちづくり政策論 17
まちづくり政策論講読ⅠA 30
まちづくり政策論講読ⅠB 未開講
まちづくり政策論講読ⅡA 31
まちづくり政策論講読ⅡB 未開講
まちづくり政策論演習A 未開講
まちづくり政策論演習B 未開講
まちづくり政策論演習C 未開講

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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　（その２） （単位：人

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目　
　
　
　
　

群

文
化
創
造
専
修

公共哲学 63
哲学講読ⅠA 20
哲学講読ⅠB 未開講
哲学講読ⅡA 16
哲学講読ⅡB 未開講
哲学演習A 17
哲学演習B 14
哲学演習C 未開講
現代思想 未開講

言　

語　

コ　

ミ　

ュ　

ニ　

ケ　

ー　

シ　

ョ　

ン　

専　

攻

日本語コミュニケーションⅠ 4
日本語コミュニケーションⅡ 3
日本語コミュニケーションⅢ 2
中国語コミュニケーションⅠ 18
中国語コミュニケーションⅡ 9
中級英語リスニング 28
上級英語リスニング 19
中級英語スピーキング 17
上級英語スピーキング 18
中級英語アカデミックライティング 19
上級英語アカデミックライティング 18
英語文法・英作文Ⅰ 64
英語文法・英作文Ⅱ 44
英語音声学 23
TOEICⅠ 37
TOEICⅡ 38
TOEFLⅠ 20
TOEFLⅡ 21
言語文化論 未開講
英語言語文化論講読ⅠA 27
英語言語文化論講読ⅠB 未開講
英語言語文化論講読ⅡA 未開講
英語言語文化論講読ⅡB 未開講
英語言語文化論講読ⅢA 18
英語言語文化論講読ⅢB 未開講
英語言語文化論講読ⅣA 13
英語言語文化論講読ⅣB 未開講
英語言語文化論演習ⅠA 22
英語言語文化論演習ⅠB 17
英語言語文化論演習ⅠC 未開講
英語言語文化論演習ⅡA 13
英語言語文化論演習ⅡB 15
英語言語文化論演習ⅡC 未開講
英語言語文化論演習ⅢA 5
英語言語文化論演習ⅢB 未開講
英語言語文化論演習ⅢC 未開講
対照言語学 13
日本語学 48

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目　
　
　
　
　

群

言　

語　

コ　

ミ　

ュ　

ニ　

ケ　

ー　

シ　

ョ　

ン　

専　

攻

日本語史 63
日本語音声学・音韻論 63
日本語言語文化論講読ⅠA 29
日本語言語文化論講読ⅠB 未開講
日本語言語文化論講読ⅡA 28
日本語言語文化論講読ⅡB 未開講
日本語言語文化論講読ⅢA 16
日本語言語文化論講読ⅢB 未開講
日本語言語文化論講読ⅣA 10
日本語言語文化論講読ⅣB 未開講
日本語言語文化論演習ⅠA 19
日本語言語文化論演習ⅠB 19
日本語言語文化論演習ⅠC 未開講
日本語言語文化論演習ⅡA 4
日本語言語文化論演習ⅡB 6
日本語言語文化論演習ⅡC 未開講
日本語教育学Ⅰ 28
日本語教育学Ⅱ 23
日本語教育実践研究Ⅰ 5
日本語教育実践研究Ⅱ 3
異文化コミュニケーション論 49
国際日本学Ⅰ 10
国際日本学Ⅱ 3
国際日本学Ⅲ 3
国際日本学Ⅳ 3
国際日本学Ⅴ 8
国際日本学Ⅵ 9
比較日本学Ⅰ 6
比較日本学Ⅱ 6
比較日本学Ⅲ 11
国際日本学フィールドワーク 9
比較文化論 59
比較文化論講読A 12
比較文化論講読B 未開講
比較文化論演習ⅠA 19
比較文化論演習ⅠB 25
比較文化論演習A 未開講
比較文化論演習B 未開講
比較文化論演習C 未開講

そ
の
他

自主研修 1
キャリア形成セミナー 未開講
企業実習 114
卒業研究 93

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）



－ 36 － － 37 －

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

基　
　
　
　
　

礎　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

医学の世界 84
人体のしくみⅠ－A 84
人体のしくみⅠ－B 84
人体のしくみⅡ－A 84
人体のしくみⅡ－B 84
人体のしくみの乱れⅠ 84
人体のしくみの乱れⅡ 85
心のしくみ 84
病態と治療Ⅰ 86
病態と治療Ⅱ 85
診断学 84
微生物学 86
栄養学 84
生化学 84
薬理学 84
治療学総論 84
小児と疾患 80
母性学 84
保健統計 85
疫学 80
健康管理論 80
地域医療政策 42
生命の科学と倫理 58
医療史 37
社会保障と看護 84
心理的理解と心理的支援 0
行動科学 33
保健行動論 42
人間工学 5
公衆衛生学 85
在宅医療 未開講
医療と経営 2
助産学 13
助産診断学 13
危機管理：周産期医療 4
地域母子保健政策 6

看
護
基
礎
科
目

基
礎
看
護
学

看護学総論 84
健康と看護 84
環境と看護 84
人間と看護 84
看護研究方法論 80
看護哲学と倫理 80

授　業　科　目 受講者数

看
護
基
礎
科
目

看
護
援
助
学

生活と看護 84
生活援助論Ⅰ 84
生活援助論Ⅱ 84
生活援助論Ⅲ 84
看護過程論 84
援助関係論 84
フィジカルアセスメントⅠ 84
フィジカルアセスメントⅡ 84
治療援助論Ⅰ 84
治療援助論Ⅱ 84
症状と看護 84
看護援助の動向と課題 1
ふれあい看護実習 81
看護基盤実習 86

看
護
管
理
学

看護システム論 85
看護サービス論 42
看護教育論 2
看護管理の動向と課題 0
チーム医療実習 79
看護管理実習 42

看
護
臨
床
科
目

急
性
期
看
護
学

急性期看護論 85
急性期看護援助論 80
回復期看護援助論 86
急性期看護の動向と課題 1
急性期看護実習 81

慢
性
期
看
護
学

慢性期看護論 85
慢性期看護援助論 80
終末期看護援助論 80
成人期看護実習 40
慢性期看護の動向と課題 0
慢性期看護実習 81

老
人
看
護
学

老人看護学総論 84
老人の健康と看護 84
老人看護援助論 85
老人看護の動向と課題 3

精
神
看
護
学

精神看護学総論 84
精神の健康と看護 85
精神看護援助論 80
精神看護の動向と課題 2
精神看護実習 81

小
児
看
護
学

小児看護学総論 85
小児の健康と看護 80

○看護学部　看護学科
　（その１） （単位：人）

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）



－ 36 － － 37 －

　（その２） （単位：人

授　業　科　目 受講者数

看
護
臨
床
科
目

小
児
看
護
学

小児看護援助論 80
小児看護の動向と課題 5
小児看護実習 121

母
性
看
護
学

母性看護学総論 84
母性看護対象論 85
母性看護援助論 80
母性看護の動向と課題 未開講
母性看護実習 81

助
産
看
護
学

助産看護学総論 8
助産看護診断論 8
助産技術論 8
助産看護援助論 4
助産看護管理論 4
助産看護の動向と課題 4
助産看護実習Ⅰ 4
助産看護実習Ⅱ 4

在
宅
看
護
学

在宅看護学総論 未開講
在宅看護対象論 未開講
在宅看護援助論 未開講
在宅看護リエゾン論 11
在宅看護の動向と課題 5
在宅看護実習 未開講

地
域
看
護
学

地域看護学総論 86
地域の健康と看護 80
地域看護援助論 80
地域看護の動向と課題 0
地域看護実習 82

学
校
保
健

学校保健 18
養護概説 34

総
合
科
目

看護と政策 83
看護研究 42
がん看護論 未開講
総合看護実習 42
看護実践能力開発実習 未開講
バイオロジカルナーシング 11
治療と看護 5
災害と看護 37
看護と文化 4
看護とデータ分析 85
看護学の動向と課題 12
看護セミナーⅠ 80
看護セミナーⅡ 80
看護セミナーⅢ 0

授　業　科　目 受講者数

総
合
科
目

看護セミナーⅣ 0
看護セミナーⅤ 10
看護セミナーⅥ 0
看護セミナーⅦ 0
看護セミナーⅧ 17
看護セミナーIX 1
看護セミナーⅩ 7
看護セミナーXI 7
看護セミナーXII 3
看護セミナーXIII 2
看護セミナーXIV 8
看護セミナーXV 0
看護セミナーXVI 未開講
臨床看護論Ⅰ 3
臨床看護論Ⅱ 4
臨床看護論Ⅲ 5
臨床看護論Ⅳ 22
臨床看護論Ⅴ 48
臨床看護論Ⅵ 8
臨床看護論Ⅶ 未開講
看護実践論Ⅰ 4
看護実践論Ⅱ 5
看護実践論Ⅲ 10
看護実践論Ⅳ 3
看護実践論Ⅴ 8
看護実践論Ⅵ 1
看護実践論Ⅶ 9
看護実践論Ⅷ 0
看護実践論Ⅸ 1
最新実践看護講座Ⅰ 7
最新実践看護講座Ⅱ 8

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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授　業　科　目 受講者数

学　
　

部　
　

基　
　

本　
　

科　
　

目

福祉対象入門 72
福祉援助入門 72
現代社会と福祉 74
相談援助の基盤と専門職 75
福祉行財政と福祉計画 73
地域福祉の理論と方法 72
相談援助の理論と方法 73
社会保障 73
低所得者に対する支援と生活保護制度 72
人体の構造と機能及び疾病 76
心理学理論と心理的支援 97
社会理論と社会システム 75
保健医療サービス 76
権利擁護と成年後見制度 31
福祉サービスの組織と経営 73
就労支援サービス 145
更生保護制度 31
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 未開講
社会福祉史 75
面接技法 72
ケアマネジメント論 73
事例研究法 31
介護技術 45

相
談
援
助
展
開
科
目

実践記録法 11
チームアプローチ 28
スーパービジョン 11
ケアマネジメント演習 57
ケアプラン策定法 27
コミュニティソーシャルワーク 23

福
祉
新
領
域
科
目

国際福祉論 34
女性福祉論 30
医療福祉論 48
医療ソーシャルワーク論 31
福祉ＮＰＯ論 0
子育て支援論 53
虐待防止論 57

特
別
演
習
科
目

社会福祉特別演習Ⅰ 12
社会福祉特別演習Ⅱ 未開講
社会福祉特別演習Ⅲ 未開講
社会福祉特別演習Ⅳ 未開講
社会福祉特別演習Ⅴ 未開講
社会福祉特別演習Ⅵ 未開講
社会福祉特別演習Ⅶ 未開講

授　業　科　目 受講者数

福　
　
　
　
　

祉　
　
　
　
　

研　
　
　
　
　

究　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

社会福祉入門演習 72
社会福祉基礎演習 72
福祉研究法 76
社会調査の基礎 77
福祉研究演習ⅠA 5
福祉研究演習ⅠB 6
福祉研究演習ⅠC 5
福祉研究演習ⅠD 6
福祉研究演習ⅠE 未開講
福祉研究演習ⅠF 5
福祉研究演習ⅠG 5
福祉研究演習ⅠH 6
福祉研究演習ⅠI 5
福祉研究演習ⅠJ 4
福祉研究演習ⅠK 5
福祉研究演習ⅠL 未開講
福祉研究演習ⅠM 6
福祉研究演習ⅠN 5
福祉研究演習ⅠO 5
福祉研究演習ⅠP 5
福祉研究演習ⅡA 5
福祉研究演習ⅡB 6
福祉研究演習ⅡC 5
福祉研究演習ⅡD 6
福祉研究演習ⅡE 未開講
福祉研究演習ⅡF 5
福祉研究演習ⅡG 5
福祉研究演習ⅡH 6
福祉研究演習ⅡI 5
福祉研究演習ⅡJ 4
福祉研究演習ⅡK 5
福祉研究演習ⅡL 未開講
福祉研究演習ⅡM 6
福祉研究演習ⅡN 5
福祉研究演習ⅡO 5
福祉研究演習ⅡP 5
福祉研究演習ⅢA 4
福祉研究演習ⅢB 2
福祉研究演習ⅢC 5
福祉研究演習ⅢD 3
福祉研究演習ⅢE 3
福祉研究演習ⅢF 3
福祉研究演習ⅢG 3

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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授　業　科　目 受講者数

福　
　

祉　
　

研　
　

究　
　

科　
　

目

福祉研究演習ⅢH 3
福祉研究演習ⅢI 1
福祉研究演習ⅢJ 4
福祉研究演習ⅢK 未開講
福祉研究演習ⅢL 未開講
福祉研究演習ⅢM 未開講
福祉研究演習ⅢN 未開講
福祉研究演習ⅢO 未開講
福祉研究演習ⅢP 未開講
地域福祉活動ⅠA 5
地域福祉活動ⅠB 6
地域福祉活動ⅠC 5
地域福祉活動ⅠD 未開講
地域福祉活動ⅠE 5
地域福祉活動ⅡA 未開講
地域福祉活動ⅡB 6
地域福祉活動ⅡC 5
地域福祉活動ⅡD 5
地域福祉活動ⅡE 5

福
祉
士
指
定
科
目

社
会
福
祉
士

高齢者に対する支援と介護保険制度 149
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 74
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 73
就労支援サービス 未開講
構成保護制度 未開講
相談援助演習 128
社会福祉ふれあい実習 56
相談援助実習指導 128
相談援助実習 56

精
神
保
健
福
祉
士

精神医学 30
精神保健学 37
精神科リハビリテーション学 58
精神保健福祉論 30
精神保健福祉援助技術総論 未開講
精神保健福祉援助技術各論 30
精神保健福祉援助演習 30
精神保健福祉ふれあい実習 33
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 未開講
精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 未開講
精神保健福祉援助実習 56

授　業　科　目 受講者数

福　
　
　

祉　
　
　

士　
　
　

指　
　
　

定　
　
　

科　
　
　

目

介　
　
　

護　
　
　

福　
　
　

祉　
　
　

士

介護の基本Ⅰ 18
介護の基本Ⅱ 18
介護の基本Ⅲ 20
コミュニケーション技術 18
生活支援技術Ⅰ 18
生活支援技術Ⅱ 18
生活支援技術Ⅲ 18
生活支援技術Ⅳ 20
生活支援技術Ⅴ 20
介護過程Ⅰ 20
介護過程Ⅱ 20
介護過程Ⅲ 17
介護総合演習Ⅰ 18
介護総合演習Ⅱ 37
介護実習Ⅰ 20
介護実習Ⅱ 37
発達と老化の理解Ⅰ 18
発達と老化の理解Ⅱ 20
認知症の理解Ⅰ 20
認知症の理解Ⅱ 17
障害の理解Ⅰ 20
障害の理解Ⅱ 17
こころとからだのしくみⅠ 18
こころとからだのしくみⅡ 20
医療的ケアⅠ 未開講
医療的ケアⅡ 未開講

　（その２） （単位：人

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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授　業　科　目 受講者数

基
礎

科
目

健康栄養学基礎 41
健康栄養学応用 41

社
会
・
環
境
と
健
康

地域健康論 39
介護論 39
食と介護 39
保健医療福祉論 41
地域医療論 未開講
公衆衛生学 42
環境衛生学実習 39
健康情報論実習 41
こころと身体活動 42

人
体
の
構
造
と
機
能
疾
病
の
成
り
立
ち

生化学Ⅰ 41
生化学Ⅱ 41
生化学実験 41
人体の構造と機能Ⅰ 41
人体の構造と機能Ⅱ 41
臨床医科学 39
疾病論Ⅰ 42
疾病論Ⅱ 41
運動生理学 41
生体科学実験・実習 41

食
べ
物
と
健
康

食品学 41
食品学実験 41
食材学 41
食品の栄養素と機能 41
食品衛生学 41
食品衛生学実験 41
フードシステム学 41
調理学 41
調理学実習Ⅰ 41
調理学実習Ⅱ 41
調理学実習Ⅲ 40
調理科学実験 15

基
礎

栄
養

基礎栄養学 47
基礎栄養学実験 41

応
用
栄
養
学

応用栄養学Ⅰ 45
応用栄養学Ⅱ 42
応用栄養学実習 41
ライフステージ栄養学 41

授　業　科　目 受講者数

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ 41
栄養教育論Ⅱ 39
栄養教育論Ⅲ 39
栄養教育実習Ⅰ 39
栄養教育実習Ⅱ 39
学校栄養指導論Ⅰ 15
学校栄養指導論Ⅱ 14

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ 41
臨床栄養学Ⅱ 39
臨床栄養学Ⅲ 39
臨床実践栄養学 39
臨床栄養学実習Ⅰ 39
臨床栄養学実習Ⅱ 39

公
衆　

栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ 41
公衆栄養学Ⅱ 39
地域公衆栄養学実習 39

給
食
経
営

管
理
論　

給食経営管理論 41
給食計画論 41
給食経営管理実習Ⅰ 39
給食経営管理実習Ⅱ 39

総
合

演
習

管理栄養士総合演習Ⅰ 39
管理栄養士総合演習Ⅱ 39

臨
地
実
習

給食経営管理臨地実習 39
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 39
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 39
地域公衆栄養学臨地実習 39
地域実践栄養学臨地実習 未開講

関　
　

連　
　

科　
　

目

生活経営学（生活経済学を含む） 5
家族関係論 未開講
保育学（実習及び家庭看護を含む） 4
衣生活学 5
服飾造形実習Ⅰ 5
服飾造形実習Ⅱ 7
住居学（製図を含む） 5
家庭機械・家庭電気 6

その他 企業実習 未開講
課題研究 卒業研究 0

○健康栄養学部　健康栄養学科 （単位：人）

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）



－ 40 － － 41 －

（３）教職に関する専門教育科目（平成24年度）
 （単位：人）

（４）学芸員の資格取得に関する専門教育科目（平成24年度）
 （単位：人）

授　業　科　目 受講者数

教
職
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目

教師論 91
教育原理 39
発達心理学 64
教育心理学 7
教育社会学 48
人権教育に関する科目 59
教育課程論 35
総合演習 1
国語科教育法Ⅰ 16
国語科教育法Ⅱ 15
国語科教育法Ⅲ 5
国語科教育法Ⅳ 3
英語科教育法Ⅰ 9
英語科教育法Ⅱ 10
英語科教育法Ⅲ 6
英語科教育法Ⅳ 5
看護科教育法Ⅰ 未開講
看護科教育法Ⅱ 未開講
家庭科教育法Ⅰ 5

授　業　科　目 受講者数
生涯学習概論 39
博物館学Ⅰ 39
博物館学Ⅱ 34
博物館学Ⅲ 37

授　業　科　目 受講者数

教
職
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目

家庭科教育法Ⅱ 3
家庭科教育法Ⅲ 未開講
家庭科教育法Ⅳ 未開講
道徳教育論 74
特別活動論 47
教育方法論 58
生徒指導論 49
教育相談論 82
教育基礎理論 45
教育カリキュラム開発論 18
教育実習Ⅰ 33
教育実習Ⅱ 29
養護実習 9
学校健康教育方法論 18
学校栄養教育実習 8
教職実践演習（中・高） 未開講
教職実践演習（養護） 未開講
教職実践演習（栄養） 未開講
介護等体験 24

授　業　科　目 受講者数
博物館実習講義 10
博物館実習 13
視聴覚教育メディア論 29
教育学概論 19

４－２ 教育科目及び受講者の状況（学部）
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【 大 学 院 】（平成24年度）

授　業　科　目 受講者数

看　

護　

共　

通　

科　

目

看護理論と実践 15
看護研究と実践 15
看護倫理 15
看護教育論Ⅰ 7
看護教育論Ⅱ 14
看護サービス管理論 13
看護学の動向と展望 12
データ分析方法論 9
病態生理学 12
臨床薬理学 12
フィジカルアセスメント特論 13
こころの発達 1
保健医療政策と経済Ⅰ 15
保健医療政策と経済Ⅱ 17
看護コンサルテーション論 15
最新専門看護実践講座Ⅰ 10
最新専門看護実践講座Ⅱ 9

専　
　

攻　
　

領　
　

域　
　

科　
　

目

家　

族　

看　

護　

学

家族看護論 15
家族看護援助論 15
家族と病気 2
家族療法 0
家族看護学演習 2
家族ケアの開発 2
家族看護課題研究 2
家族看護学実践演習Ⅰ 2
家族看護学実践演習Ⅱ 2
家族看護学実践演習Ⅲ 2

精　
　

神　
　

看　
　

護　
　

学

精神看護論 1
精神看護対象論 1
精神看護方法論Ⅰ 2
精神看護方法論Ⅱ 1
精神看護学展開論Ⅰ 1
精神看護学展開論Ⅱ 0
精神看護学展開論Ⅲ 0
精神看護学展開論Ⅳ 0
精神診断治療学Ⅰ 1
精神診断治療学Ⅱ 0
精神看護課題研究 1
精神看護学実践演習Ⅰ 1
精神看護学実践演習Ⅱ 2
精神看護学実践演習Ⅲ 1
精神看護学実践演習Ⅳ 1
精神看護学実践演習Ⅴ 0

授　業　科　目 受講者数

専　
　
　
　

攻　
　
　
　

領　
　
　
　

域　
　
　
　

科　
　
　
　

目

地
域
在
宅
老
人
看
護
学

地域看護論 0
地域看護展開論Ⅰ 0
地域看護展開論Ⅱ 0
地域ケアシステム論 0
看護研究演習Ⅱ（地域看護学研究演習） 0
地域看護課題研究 0
地域看護学実践演習Ⅰ 0
地域看護学実践演習Ⅱ 0
地域看護学実践演習Ⅲ 0
地域看護学実践演習Ⅳ 0
在宅看護論 3
在宅看護方法論Ⅰ 7
在宅看護方法論Ⅱ 5
在宅看護方法論Ⅲ 1
在宅ケアシステム論 0
在宅看護展開論Ⅰ 3
在宅看護展開論Ⅱ 3
在宅看護治療学Ⅰ 3
在宅看護治療学Ⅱ 3
在宅看護課題研究 1
在宅看護学実践演習Ⅰ 3
在宅看護学実践演習Ⅱ 4
在宅看護学実践演習Ⅲ 1
在宅看護学実践演習Ⅳ 1
在宅看護学実践演Ⅴ 0
老人看護論 1
老人看護対象論 1
老人看護方法論 1
老人看護展開論Ⅰ 1
老人看護展開論Ⅱ 1
老人ケアシステム論 0
老年病診断治療学Ⅰ 1
老年病診断治療学Ⅱ 0
老人看護課題研究 0
老人看護学実践演習Ⅰ 1
老人看護学実践演習Ⅱ 1
老人看護学実践演習Ⅲ 0
老人看護学実践演習Ⅳ 0
老人看護学実践演習Ⅴ 0

領
域
科
目

が
ん
看
護
学

がん看護論 5
緩和ケア特論 5
がん看護方法論Ⅰ 5
がん看護方法論Ⅱ 4

○看護学研究科 （単位：人）

４－２ 教育科目及び受講者の状況（大学院）
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授　業　科　目 受講者数

領　
　
　
　

域　
　
　
　

科　
　
　
　

目

が　

ん　

看　

護　

学

がん看護方法論Ⅲ 4
がん病態生理学 5
がん診断治療学 9
がん薬理学 0
がん看護課題研究 4
がん看護学実践演習Ⅰ 5
がん看護学実践演習Ⅱ 4
がん看護学実践演習Ⅲ 4
がん看護学実践演習Ⅳ 4
がん看護学実践演習Ⅴ 4

小　

児　

看　

護　

学

小児看護論 1
小児看護対象論 1
小児看護方法論Ⅰ 1
小児看護方法論Ⅱ 1
小児診断治療学Ⅰ 2
小児診断治療学Ⅱ 0
小児看護課題研究 1
小児看護実践演習Ⅰ 1
小児看護実践演習Ⅱ 1
小児看護実践演習Ⅲ 1
小児看護実践演習Ⅳ 2
小児看護実践演習Ⅴ 0

慢　

性　

看　

護　

学

慢性看護論 0
慢性看護対象論 0
慢性看護方法論Ⅰ 0
慢性看護方法論Ⅱ 0
慢性疾患診断治療学Ⅱ 0
慢性疾患診断治療学Ⅰ 0
慢性看護学課題研究 0
慢性看護学実践演習Ⅰ 0
慢性看護学実践演習Ⅱ 0
慢性看護学実践演習Ⅲ 0
慢性看護学実践演習Ⅳ 0
慢性看護学実践演習Ⅴ 0

授　業　科　目 受講者数

領　
　

域　
　

科　
　

目

看　

護　

管　

理　

学

看護管理論 2
システム経営管理論 2
看護管理展開論 2
看護管理の動向と展望 2
看護管理課題研究 0
看護管理学実践演習Ⅰ 0
看護管理学実践演習Ⅱ 0
看護管理学実践演習Ⅲ 0
看護研究演習Ⅲ（看護管理学研究演習） 0
看護管理学研究方法 1

臨　

床　

看　

護　

学

成人看護ケア研究 3
精神看護ケア研究 4
老人看護ケア研究 2
がん看護ケア研究 2
小児看護ケア研究 0
臨床看護管理研究 4
慢性期看護ケア研究 2
母性・助産看護ケア研究 0
臨床看護学研究演習Ⅰ 1
臨床看護学研究演習Ⅱ 1
臨床看護学研究方法Ⅰ 2
臨床看護学研究方法Ⅱ 2

地　

域　

保　

健　

学

地域ケア研究 2
学校保健研究 2
家族ケア研究 0
在宅ケア研究 0
保健学研究 4
地域看護学研究演習Ⅰ 2
地域看護学研究演習Ⅱ 2
地域看護学研究方法Ⅰ 3
地域看護学研究方法Ⅱ 3

　（その２） （単位：人

４－２ 教育科目及び受講者の状況（大学院）
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授　業　科　目 受講者数

人　

間　

共　

通

人間生活健康情報論 8
人間生活福祉政策論 8
人間生活文化論 8
人間生活論演習Ⅰ 8
人間生活論演習Ⅱ 7
人間生活論演習Ⅲ 7
特別講義Ⅰ（人間環境論） 3
特別講義Ⅱ（保健・医療・福祉制度論） 未開講
特別講義Ⅲ（文化政策論） 未開講
特別講義Ⅳ（生活環境論） 3
特別講義Ⅴ（データ解析論） 4

領　

域　

科　

目

生
活
科
学
領
域

人間栄養論Ⅰ 5
人間栄養論Ⅱ 5
健康栄養論Ⅰ 5
健康栄養論Ⅱ 3
食品総合科学論 4
栄養疫学論 2
住生活論 4
住環境論 2
環境生態論 5
環境解析論 0
地域防災論 2

授　業　科　目 受講者数

研
究
指
導
科
目

看護学特別研究Ⅰ 9
看護学特別研究Ⅱ 9
看護学特別研究Ⅲ 11
生活科学特別研究Ⅰ 2
生活科学特別研究Ⅱ 4
生活科学特別研究Ⅲ 1
社会福祉学特別研究Ⅰ 2
社会福祉学特別研究Ⅱ 0
社会福祉学特別研究Ⅲ 1

領
域
研
究
支
援
科
目

看
護
学
領
域

看護科学と理論 6
看護科学と研究Ⅰ 0
看護科学と研究Ⅱ 6
看護科学と倫理 6
小児看護論 0
がん看護論 0
慢性看護論 0
成人看護論 0
精神看護論 4
家族看護論Ⅰ 0
家族看護論Ⅱ 0
地域看護論 0
地域看護支援論 4
看護システム経営論 0
生命科学論 1

授　業　科　目 受講者数

領　

域　

科　

目

社
会
福
祉
領
域

社会福祉原論 1
ソーシャルワーク論 2
精神科ソーシャルワーク論 1
スーパービジョン論 1
高齢者福祉論 未開講
児童福祉論 2
障害者福祉論 3
精神保健福祉論 3
地域福祉論 1
介護福祉論 3
国際福祉政策論 1
福祉行財政論 2

文
化
領
域

地域文化論Ⅰ 4
地域文化論Ⅱ 3
日本文化論Ⅰ 2
日本文化論Ⅱ 2
英米文化論Ⅰ 3
英米文化論Ⅱ 2
ジェンダー論 3

課題研究演習 課題研究演習 3

授　業　科　目 受講者数

領
域
研
究
支
援
科
目

生
活
科
学
領
域

臨床栄養論 1
栄養生理論 0
保健環境論 未開講
居住環境論 0
環境生態論 0
地球環境解析論 0

社
会
福
祉
学
領
域

医療・福祉制度論 0
精神障害者福祉論 0
介護支援論 0
社会福祉原理論 未開講
児童・家族福祉論 0
地域福祉政策論 未開講
社会福祉援助方法論 0

共
通

科
目

健康科学論 未開講
健康政策論 未開講
身体表現論 0

○人間生活学研究科 （単位：人）

○健康生活科学研究科 （単位：人）

※「未開講」・・・隔年開講などにより年度当初から未開講科目であったもの
※「０」・・・年度当初開講予定科目で、院生がいないなどの理由で開講されなかったもの

４－２ 教育科目及び受講者の状況（大学院）
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３　教員免許及び国家資格取得の状況
（１）教員免許申請状況（平成25年3月31日現在）

（単位：人）

（２）国家試験合格状況
（単位：人）

学　　部 学　　科 種　類 教　科 申請者数

生活科学部

生活デザイン学科
中一種
高一種 家庭 7

高一種 家庭 0

健 康 栄 養 学 科 栄養一種 － 8

環 境 理 学 科
中一種
高一種 理科 8

高一種 理科 0

文 化 学 部 文 化 学 科

中一種
高一種 国語 9

高一種 国語 1

中一種
高一種 英語 6

高一種 英語 0

看 護 学 部 看 護 学 科
高一種 看護 0

養護一種 － 9

合　　　　　　　　計 48

国 家 資 格 受　験　日 区　　分 受験者数 合格者数 合 格 率

保 　 健 　 師 平成25年2月15日
新　　卒 42 42 100.0%

既　　卒 1 1 100.0%

看 　 護 　 師 平成25年2月17日
新　　卒 40 38 95.0%

既　　卒 0 0 0.0%

社 会 福 祉 士 平成25年1月27日
新　　卒 30 20 66.7%

既　　卒 12 8 66.7%

精神保健福祉士 平成25年１月26日 
平成25年１月27日

新　　卒 26 22 84.6%

既　　卒 2 1 50.0%

管 理 栄 養 士 平成25年3月18日
新　　卒 21 16 76.2%

既　　卒 6 2 33.3%

助 産 師 平成25年2月14日 新　　卒 4 4 100%

４－３ 教員免許及び国家資格取得の状況
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４　学位及び大学賞・学長賞等の授与状況

（１）学位授与状況 （単位：人）

４－４ 学位及び大学賞・学長賞等の授与状況

研　究　科　名
修　　　　　士 博　　　　　士

平成 24 年度 累　　　計 平成 24 年度 累　　　計

看護学研究科 15 174

人間生活学研究科 3 112

健康生活科学研究科 1 40

合　　　　計 18 286 1 40

【 学位授与者一覧 】（平成24年度）
○博　士 （単位：人）

○博　士 （単位：人）

授与年月日 学位の種類 氏　　名 論　　　文　　　名

平成25年3月19日 博士（看護学） 島田　美鈴 がんサバイバーのゆらぎに関する研究

授与年月日 学位の種類 氏　　名 論　　　文　　　名

平成25年3月19日 修士（看護学） 井上美智子 看護師の職業継続意志に関する研究－職業
継続意志に影響する要因に焦点を当てて－

平成25年3月19日 修士（看護学） 岡田　明子 壮年期がん患者の役割移行

平成25年3月19日 修士（看護学） 皆本　美喜 子どもをもつ壮年期の終末期がん患者を内
包する家族のTransitionを支える看護

平成25年3月19日 修士（看護学） 笹山　睦美 幼児期・学童期に達した超低出生体重児を
育む家族の希望

平成25年3月19日 修士（看護学） 下原　貴広 地域で暮らす統合失調症者の仲間（ピア）と
の関係

平成25年3月19日 修士（看護学） 末永　陽子 災害急性期における看護の役割

平成25年3月19日 修士（看護学） 田上知江美 家族員が認識する終末期がん患者と家族員
の連帯感

平成25年3月19日 修士（看護学） 田渕　良枝
子どもの妊娠に伴う葛藤を抱える家族への
看護介入－未婚の若年妊婦とその親に焦点
をあてて－

平成25年3月19日 修士（看護学） 中井　寿雄 医療的ケアの必要な要介護者の災害に対す
る備えの認識

平成25年3月19日 修士（看護学） 中井美喜子
医療依存度の高い療養者とともに生活する
家族の家族機能～ヘルスケア機能に焦点を
あてて～
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４－４ 学位及び大学賞・学長賞等の授与状況

授与年月日 学位の種類 氏　　名 論　　　文　　　名

平成25年3月19日 修士（看護学） 中尾　瑞香 不登校の状態にある子どもをもつ親の子ど
もとの生活の受け入れ

平成25年3月19日 修士（看護学） 野口久美子 外来化学療法を受ける進行がん患者へのケ
アリング行動

平成25年3月19日 修士（看護学） 安岡しずか
訪問看護師の在宅ホスピスケアにおける多
職種へのかかわり～アセスメント・働きか
けに焦点を当てて～

平成25年3月19日 修士（看護学） 渡辺小百合 先輩看護師が新人看護師に望む看護実践能
力

平成25年3月19日 修士（看護学） 渡邉　美奈 造血器腫瘍患者のギアチェンジを支える看
護師の構え

平成24年9月21日 修士（学術） 常石美知代 日本人の食事摂取基準（2010年版）を用い
た学校給食の栄養的評価

平成25年3月19日 修士（社会福祉学） 武村　淳司 介護保険制度における車いす選定に関係す
る要因

平成25年3月19日 修士（社会福祉学） 三橋　択実
地域福祉（活動）計画策定・実践における住民の
主体形成要因と主体形成を促すための専門職の支
援方法
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（２）大学賞・学長賞授与状況 
【 大学賞 】

学　　部 学　　科 学年 受賞者数 功　　　　　績

社会福祉 社会福祉 4 1
ボランティア活動、現場実習、卒業研究においても誠実
で謙虚な資質を発揮して成果を上げ、優秀な学業成績
を修めた

【 学長賞 】 
学　　部 学　　科 学年 受賞者数 功　　　　　績

生 活 科 生活デザイン 4 5
平成23年度　第17回建設デザインコンペ「製作研究部
門・団体の部」で「高知県知事賞」を受賞（平成24年２月
25日表彰）

社会福祉 社会福祉 4 1 高知ふくし機器展・サークルいけとべ活動に携わり学生
活動・地域貢献・国際協力・交流に寄与した。

社会福祉 社会福祉 4 5
グローカルクラブ（よさこい）学生活動２年間のリーダー
を努め「よさこい祭り」参加を復活、よさこい踊りを通して、
学生活動・地域貢献・国際交流に寄与した。

看 護 看護 4 2
サマーキャンプ・隣接小学校ボランティアや薬物乱用防
止教育認定講師資格取得後資格を取得、専門領域を
生かした課外活動に取り組み地域貢献した。

看 護 看護 4 1 地域に密着した消防分団において継続的に活動し地域
貢献した広く本学の名を県民に知らせた。

健康栄養 健康栄養 4 1
海外・学内外いおける複数の課外活動や社会活動取り
組み貢献。特にのキャンパス安全委員会等を結成しキャ
ンパスライフをサポートする取り組みを積極的にした。

生 活 科 環境理 4 2
第７回国際染色体学会及び四国自然史科学研究セン
ター設立１０周年記念シンポジウムにおいて研究活動を
発表国内外に本学の名を広く知らせた。

生 活 科 環境理 4 2
第７回国際染色体学会及び四国自然史科学研究セン
ター設立１０周年記念シンポジウムにおいて研究活動を
発表国内外に本学の名を広く知らせた。

（３）サーティフィケーション授与状況
職　　　　　　名 氏　名 内　　　　　　容 招　聘　者

北京聯合大学旅游学院学生
徳　　姣 平成 24 年４月１日～平成 25 年３月31日

高知県立大学での交換留学プログラム
修了

高知県立大学 
（国際交流委員会）

歩　建麗

文藻外語学院学生
李　依柔 平成 24 年４月１日～平成 25 年３月31日

高知県立大学での交換留学プログラム
修了

高知県立大学 
（国際交流委員会）

メイリサ

４－４ 学位及び大学賞・学長賞等の授与状況
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５　ＦＤ活動実施状況（平成24年度）

学部 内　　　　容 講師・担当者 年月日

健
康
栄
養
学
部

学内におけるウイルス対策の実習 和田安彦
（健康栄養学部教授） H24.12.17

摂食・嚥下障害について 内田克哉
（日清オイリオグループ株式会社） H25. 1.29

輪転機の使用方法について 和田安彦
（健康栄養学部教授） H25. 3.11

文　
　

化　
　

学　
　

部

第１回学部FD研修会
 「『初年次導入教育』としての『基礎演習』
のあり方－京都FDフォーラム参加報告と
それを踏まえての話し合い－」

東原　伸明　
（高知県立大学文化学部教授） H24. 4.23

文化学部FDニーズ調査

ローレン・ウォーラー
（高知県立大学文化学部講師）
辻上奈美江
（高知県立大学文化学部講師）

H24. 5.31

第２回学部FD研修会、その①
 「対話型講義の可能性」（大学コンソーシ
アム京都ミニシンポジウム「大学授業のパ
ラダイムシフトを目指して」報告

ローレン・ウォーラー
（高知県立大学文化学部講師） H24. 7. 9

第２回学部FD研修会、その②
「2012年度『新入生歓迎会』模擬授業（対
話型講義の試み）」の報告

ジョエル・ヨース
（高知県立大学文化学部準教授）
ローレン・ウォーラー
（高知県立大学文化学部講師）

H24. 7. 9

「学士課程教育における言語・文学分野の
参照基準」
（日本学術会議公開シンポジウム）
参加と報告書

五百藏　高浩
（高知県立大学文化学部教授） H24.10.22

第３回学部FD研修会
「就職活動支援」

石山真由氏、小川文香
（高知県立大学わくわくワークスタッフ） H24.10.22

第４回学部FD研修会
「社会人基礎力の育成」（松山大学の経済
産業省主催FD研修報告）

飯髙　伸吾
（高知県立大学文化学部講師） H25.12.10

第５回学部FD研修会
「図書館を利用した学習支援」
（徳島大学のFD・SD研修会報告）

渡邊桂子
（高知県立大学付属図書館司書）
ローレン・ウォーラー
（高知県立大学文化学部講師）

H25. 1.28

「大学教育の質的転換を考える－分野別の
参照基準と人文・社会科学教育の可能性」
（日本学術会議主催学術フォーラム）
参加と報告書

三浦　要一
（高知県立大学文化学部教授） H25. 2. 2

４－５ ＦＤ活動実施状況
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学部 内　　　　容 講師・担当者 年月日

看　
　

護　
　

学　
　

部

『看護実践力を育む教育プログラムの開発経過
と効果～成長実践型OSCHEの導入～』

講師：迫田綾子
（日本赤十字広島看護大学　教授） H24. 6. 2

高知県看護協会エキスパート研修の指導者
を対象とした研究指導に関するコンサル
テーション

実施者：長戸和子
（高知県立大学看護学部　教授）

H24. 5 　
　～11

『高度実践看護師教育の現状と課題－米国
APN養成の取り組みからの提言－』

講師：Pamela Minarik
（米国サミュエル・メリット大学　教授） H24. 6. 6

保健医療政策に貢献できる看護研究とは 講師：兪 炳匡（ゆう　へいきょう）
（UCSF） H24. 8.30

積極的に学ぶためのノートの取り方 講師：佐藤慶太
（香川大学大学教育センター　講師） H24.11.24

遠隔授業の基礎と実際

講師：近藤房恵
（米国サミュエル・メリット大学　教授）
講師：Ted Curran
（米国サミュエル・メリット大学　教授）

H25. 1.23

看護を語る会
「各々の教員が１年間で研鑽した内容を報告
し、共有すると共に、看護学部の教育・研究・
地域貢献活動にどのように活かしていくこと
ができるのかなどについて検討する」

助教・講師・准教授によるプレゼンテー
ション、全員でディスカッション H25. 3.11

社
会
福
祉
学
部

学部FD研修会
（第１回学会･研究活動等報告会） 講師：学部教員５名 H24. 6.11

学部FD研修会
（第２回学会･研究活動等報告会） 講師：学部教員5名 H24. 7. 9

学部FD研修会
（第３回学会･研究活動等報告会） 講師：学部教員2名 H24.12.10

平成24年度日本精神保健福祉士養成校協会
全国研修会

北星学園大学
学部教員２名参加

H24. 6.30
～ 7. 1

平成24年度日本社会福祉教育学校連盟 
全国社会福祉教育セミナー

東北福祉大学
学部教員２名参加

H24.11.10
～11

平成25年度日本社会福祉士養成校協会 
中四国ブロック実習協議会／教員研修会

県立広島大学
学部教員1名参加

H24.12. 1
～2

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

第１回共通教養科目実態調査：共通教養科
目の実施状況等の調査を各科目担当者にた
いしておこなったもので、そのなかで授業
向上のためにおこなっている工夫等につい
ての設問を設けて、この件についての実態
等の調査をおこなった。

團野哲也・一色健司 H24. 7. 1

ＳＰＯＤフォーラム2012（徳島）参加 宇野浩三 H24. 8.22
～24

４－５ ＦＤ活動実施状況
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４－５ ＦＤ活動実施状況

学部 内　　　　容 講師・担当者 年月日

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

第１回ＦＤ報告会：（1）第１回共通教養科
目実態調査結果にもとづいて、共通教養科
目でおこなわれている授業向上等の内容
について、報告した。（2）あわせて、セン
ターの各教員が自分の授業のなかで実施し
ている授業向上等のための工夫の内容と、
共通教養科目を担当するにあたって配慮し
ていることや苦慮していることなど、につ
いての報告と、これらをめぐってのディス
カッション等をおこなった。

團野哲也・一色健司・宇野浩三 H24.12.19

第２回共通教養科目実態調査：共通教養科
目の実施状況等の調査を各科目担当者にた
いしておこなったもので、そのなかで授業
向上のためにおこなっている工夫等につい
ての設問を設けて、この件についての実態
等の調査をおこなった。　

團野哲也・一色健司 H25. 2. 1

第18回ＦＤフォーラム2012（京都）参加 宇野浩三・羽田行男 H25. 2.23
～24

第２回ＦＤ報告会：（1）ＳＰＯＤフォーラム
2012（徳島）に宇野が参加したプログラムにつ
いて、授業向上等のための具体的な手法・考
え方などを含めて、詳細に報告した。（2）あわ
せて、センターの各教員が自分の授業のなか
で実施している授業向上等のための工夫の内
容と、共通教養科目を担当するにあたって配
慮していることや苦慮していることなど、につ
いての報告と、これらをめぐってのディスカッ
ション等をおこなった。

宇野浩三・羽田行男 H25. 3.19

共通教養科目担当者の授業向上等にかんする
実態調査（予備調査）：（1）共通教養科目担
当者が自分の担当している科目のなかで授業
向上等のためにおこなっている工夫等の内容
の詳細と、（2）ＦＤ活動等にかんする意識につ
いて調査した。目的は、（1）授業向上手法に
かんするデータベースを構築すること、（2）今
後のＦＤ活動の参考資料を得ること、である。
（この予備調査は、調査内容・調査票等の妥
当性を確認するために、センター専任教員にた
いしておこなった。）

宇野浩三 H24. 3.25

大
学
院

なし

Ｆ
Ｄ
委
員

会
主
催　 授業アンケートを見直しませんか 講師：塩崎　俊彦

（高知大学　総合教育センター　教授） H24. 9.12
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内　　　　容 講師・担当者 年月日

公立大学職員セミナー 公立大学協会 H24. 7.18
～20

公立大学法人会計セミナー 公立大学協会 H24. 8. 7
～ 9

学生募集力強化テクニカルセミナー2012 野口　　淑
（一般社団法人日本能率協会上席研究員） H24. 9. 4

公会計改革セミナー あずさ監査法人 H24.10. 4

効率的な仕事の進め方 三枝　玲子
（一般社団法人日本経営協会専任講師） H24.12.18

４－６ ＳＤ活動実施状況

６　ＳＤ活動実施状況（平成24年度）
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５　学　生

１　行事実績（平成24年度）

平成24 年
　　４月４日（水） 入学式
　　４月10日（火） 前期授業開始
　　４月21日（土） 創立記念日
　　５月２日（木） 月曜日授業日
　　５月15日（火） 前期定例学生大会
　　７月６日（金）～７月８日（日） 第63回四国地区大学総合体育大会
　　８月５日（日） オープンキャンパス
　　８月７日（火）～９月16（日） 夏季休業期間
　　９月15日（土） ＡＯ入学試験（文化学部）
　　９月15日（土）～16日（日） 大学院第１次入学試験
　　９月17日（月）～30日（日） 集中講義期間
　　９月21日（金） 前期末卒業式
　　10月１日（月） 後期授業開始
　　10月27日（土）～28日（日） 大学祭
　　11月17日（土） 編入学試験（文化学部）
　　11月17日（土） 推薦入学試験
　　11月22日（木） 月曜日授業日
　　12月４日（火） 後期定例学生大会
　　12月16日（日）～24日（月） 集中講義期間
　　２月25日（火）
　　　　　～平成25年１月６日（日） 冬季休業期間

平成25 年
　　１月７日（月） 授業開始
　　１月18日（金） 休講
　　１月19日（土）～20日（日） 大学入試センター試験
　　２月２日（土） 博士論文発表会
　　２月９日（土）～10日（日） 大学院第2次入学試験
　　２月20日（水）～３月20日（水） 集中講義期間
　　２月25日（月）～26日（火） 一般選抜入学試験（前期日程）
　　３月12日（火） 一般選抜入学試験（後期日程）
　　３月19日（火） 卒業式・修了式
　　３月21日（木）～４月３日（水） 春季休業期間

５－１ 行事実績
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２　入学の状況
【平成17年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

生　
　

活　
　

科　
　

学　
　

部

生活デザイン
学科

推薦
一般 3 4 （4） 1.3 4 （4） 1.3 4 （4） 1.0 4 （4）
専門 1 1 （1） 1.0 1 （1） 1.0 1 （1） 1.0 1 （1）

個別 前期 16 81 （2） 5.1 73 （2） 4.6 23 （0） 3.2 0 （0） 22 （0）
学科計 20 86 （7） 4.3 78 （7） 3.9 28 （5） 2.8 0 （0） 27 （5）

健康栄養
学科

推薦 一般 4 20 （20） 5.0 20 （20） 5.0 5 （5） 4.0 5 （5）
個別 前期 16 71 （10） 4.4 63 （10） 3.9 18 （2） 3.5 0 （0） 16 （2）

学科計 20 91 （30） 4.6 83 （30） 4.2 23 （7） 3.6 0 （0） 21 （7）

環境理
学科

推薦 一般 3 7 （7） 2.3 7 （7） 2.3 3 （3） 2.3 3 （3）
個別 前期 17 58 （6） 3.4 54 （5） 3.2 26 （2） 2.1 2 （0） 18 （1）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

学科計 20 65 （13） 3.3 61 （12） 3.1 29 （5） 2.1 2 （0） 21 （4）

小　計

推薦
一般 10 31 （31） 3.1 31 （31） 3.1 12 （12） 2.6 12 （12）
専門 1 1 （1） 1.0 1 （1） 1.0 1 （1） 1.0 1 （1）

個別 前期 49 210 （18） 4.3 190 （17） 3.9 67 （4） 2.8 2 （0） 56 （3）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

合計 60 242 （50） 4.0 222 （49） 3.7 80 （17） 2.8 2 （0） 69 （16）

文
化
学
部

文化学科

推薦 一般 20 29 （29） 1.5 29 （29） 1.5 20 （20） 1.5 20 （20）

個別
前期 50 244 （50） 4.9 207 （46） 4.1 83 （11） 2.5 

0 （0）
50 （7）

後期 10 352 （49） 35.2 352 （49） 35.2 141 （7） 2.5 16 （3）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

合計 80 625 （128） 7.8 588 （124） 7.4 244 （38） 2.4 0 （0） 86 （30）

看
護
学
部

看護学科

推薦
一般 10 27 （27） 2.7 25 （25） 2.5 10 （10） 2.5 10 （10）
専門 1 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0）

個別
前期 25 131 （22） 5.2 121 （22） 4.8 31 （6） 3.9 

0 （0）
30 （6）

後期 4 171 （19） 42.8 91 （12） 22.8 4 （1） 22.8 4 （1）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 4 22 （4） 5.5 20 （4） 5.0 5 （1） 4.0 0 （0） 5 （1）
合計 44 351 （72） 8.0 257 （63） 5.8 50 （18） 5.1 0 （0） 49 （18）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦
一般 9 28 （28） 3.1 28 （28） 3.1 10 （10） 2.8 10 （10）
専門 1 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0）

個別
前期 17 195 （26） 11.5 177 （25） 10.4 23 （5） 7.7 

0 （0）
20 （5）

後期 3 129 （15） 43.0 69 （10） 23.0 5 （1） 13.8 3 （1）
私費外国人

留学生 若干人 1 － 1 － 1 － 1

3年次編入 3 9 （5） 3.0 8 （5） 2.7 3 （1） 2.7 0 （0） 2 （1）
合計 33 362 （74） 11.0 283 （68） 8.6 42 （17） 6.7 0 （0） 36 （17）

学　部　計

推薦
一般 49 115 （115） 2.3 113 （113） 2.3 52 （52） 2.2 52 （52）
専門 3 1 （1） 0.3 1 （1） 0.3 1 （1） 1.0 1 （1）

個別
前期 141 780 （116） 5.5 695 （110） 4.9 204 （26） 3.4 

2 （0）
156 （21）

後期 17 652 （83） 38.4 512 （71） 30.1 150 （9） 3.4 23 （5）
私費外国人

留学生 若干人 1 － 1 － 1 － 1

3年次編入計 7 31 （9） 4.4 28 （9） 4.0 8 （2） 3.5 0 （0） 7 （2）
総合計 217 1,580 （324） 7.3 1,350 （304） 6.2 416 （90） 3.2 2 （0） 240 （81）

看護学研究科　　　 10 25 （10） 2.5 25 （10） 2.5 12 （5） 2.1 12 （5）
人間生活学研究科　 18 27 （19） 1.5 26 （18） 1.4 18 （14） 1.4 18 （14）
健康生活科学研究科 6 8 （2） 1.3 8 （2） 1.3 7 （2） 1.1 7 （2）

研　究　科　計 34 60 （31） 1.8 59 （30） 1.7 37 （21） 1.6 37 （21）

５－２ 入学の状況



－ 54 － － 55 －

【平成18年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

生　
　

活　
　

科　
　

学　
　

部

生活デザイン
学科

推薦
一般 3 5 （5） 1.7 5 （5） 1.7 3 （3） 1.7 3 （3）
専門 1 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0）

個別 前期 16 43 （9） 2.7 38 （9） 2.4 21 （3） 1.8 0 （0） 18 （3）
3年次編入 2 2 （2） 1.0 2 （2） 1.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0 （0）

学科計 22 50 （16） 2.3 45 （16） 2.0 24 （6） 1.9 0 （0） 21 （6）

健康栄養
学科

推薦 一般 4 19 （19） 4.8 19 （19） 4.8 4 （4） 4.8 4 （4）
個別 前期 16 59 （9） 3.7 58 （9） 3.6 20 （1） 2.9 0 （0） 17 （1）

学科計 20 78 （28） 3.9 77 （28） 3.9 24 （5） 3.2 0 （0） 21 （5）

環境理
学科

推薦 一般 3 2 （2） 0.7 2 （2） 0.7 2 （2） 1.0 2 （2）
ＡＯ 2 1 （0） 0.5 1 （0） 0.5 1 （0） 1.0 1 （0）

個別 前期 15 22 （5） 1.5 19 （5） 1.3 19 （5） 1.0 0 （0） 14 （5）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 2 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0 （0）
学科計 22 25 （7） 1.1 22 （7） 1.0 22 （7） 1.0 0 （0） 17 （7）

小　計

推薦
一般 10 26 （26） 2.6 26 （26） 2.6 9 （9） 2.9 9 （9）
専門 1 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0）

ＡＯ 2 1 （0） 0.5 1 （0） 0.5 1 （0） 1.0 1 （0）
個別 前期 47 124 （23） 2.6 115 （23） 2.4 60 （9） 1.9 0 （0） 49 （9）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 4 2 （2） 0.5 2 （2） 0.5 0 （0） 0.0 0 （0） 0 （0）
合計 64 153 （51） 2.4 144 （51） 2.3 70 （18） 2.1 0 （0） 59 （18）

文
化
学
部

文化学科

推薦 一般 20 27 （27） 1.4 27 （27） 1.4 20 （20） 1.4 20 （20）

個別
前期 50 314 （56） 6.3 279 （54） 5.6 94 （7） 3.0 

0 （0）
64 （6）

後期 10 375 （56） 37.5 375 （56） 37.5 43 （5） 8.7 2 （0）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 5 3 （1） 0.6 2 （1） 0.4 2 （1） 1.0 0 （0） 2 （1）
合計 85 719 （140） 8.5 683 （138） 8.0 159 （33） 4.3 0 （0） 88 （27）

看
護
学
部

看護学科

推薦 一般 10 22 （22） 2.2 22 （22） 2.2 11 （11） 2.0 11 （11）

個別
前期 26 76 （27） 2.9 72 （27） 2.8 28 （11） 2.6 

0 （0）
28 （11）

後期 4 77 （20） 19.3 45 （11） 11.3 4 （1） 11.3 4 （1）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 4 17 （6） 4.3 16 （6） 4.0 4 （1） 4.0 0 （0） 4 （1）
合計 44 192 （75） 4.4 155 （66） 3.5 47 （24） 3.3 0 （0） 47 （24）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦
一般 9 22 （22） 2.4 22 （22） 2.4 9 （9） 2.4 9 （9）
専門 1 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0）

個別
前期 17 138 （21） 8.1 125 （19） 7.4 22 （11） 5.7 

0 （0）
20 （10）

後期 3 158 （16） 52.7 96 （10） 32.0 5 （0） 19.2 3 （0）
私費外国人

留学生 若干人 1 － 1 － 0 － 0

3年次編入 3 10 （8） 3.3 9 （7） 3.0 3 （2） 3.0 0 （0） 3 （2）
合計 33 330 （67） 10.0 254 （58） 7.7 40 （22） 6.4 0 （0） 36 （21）

学　部　計

推薦
一般 49 97 （97） 2.0 97 （97） 2.0 49 （49） 2.0 49 （49）
専門 2 1 （0） 0.5 1 （0） 0.5 1 （0） 1.0 1 （0）

ＡＯ 2 1 （0） 0.5 1 （0） 0.5 1 （0） 1.0 1 （0）

個別
前期 140 652 （127） 4.7 591 （123） 4.2 204 （38） 2.9 

0 （0）
161 （36）

後期 17 610 （92） 35.9 516 （77） 30.4 52 （6） 9.9 9 （1）
私費外国人

留学生 若干人 1 － 1 － 0 － 0

3年次編入計 16 32 （17） 2.0 29 （16） 1.8 9 （4） 3.2 0 （0） 9 （4）
総合計 226 1,394 （333） 6.2 1,236 （313） 5.5 316 （97） 3.9 0 （0） 230 （90）

看護学研究科　　　 10 12 （7） 1.2 12 （7） 1.2 11 （7） 1.1 11 7
人間生活学研究科　 18 12 （8） 0.7 12 （8） 0.7 10 （6） 1.2 10 6
健康生活科学研究科 6 10 （2） 1.7 10 （2） 1.7 8 （2） 1.3 8 2

研　究　科　計 34 34 （17） 1.0 34 （17） 1.0 29 （15） 1.2 29 15

５－２ 入学の状況



－ 56 － － 57 －

【平成19年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

生　
　

活　
　

科　
　

学　
　

部

生活デザイン
学科

推薦
一般 3 10 （10） 3.3 10 （10） 3.3 3 （3） 3.3 3 （3）
専門 1 2 （2） 2.0 2 （2） 2.0 1 （1） 2.0 1 （1）

個別 前期 16 63 （9） 3.9 60 （9） 3.8 21 （1） 2.9 0 （0） 18 （1）
3年次編入 2 3 （0） 1.5 3 （0） 1.5 2 （0） 1.5 0 （0） 1 （0）

学科計 22 78 （21） 3.5 75 （21） 3.4 27 （5） 2.8 0 （0） 23 （5）

健康栄養
学科

推薦 一般 4 17 （17） 4.3 17 （17） 4.3 4 （4） 4.3 4 （4）
個別 前期 16 77 （7） 4.8 70 （6） 4.4 18 （0） 3.9 0 （0） 16 （0）

学科計 20 94 （24） 4.7 87 （23） 4.4 22 （4） 4.0 0 （0） 20 （4）

環境理
学科

推薦 一般 3 3 （3） 1.0 2 （2） 0.7 2 （2） 1.0 2 （2）
ＡＯ 2 6 （1） 3.0 6 （1） 3.0 5 （0） 1.2 5 （0）

個別 前期 15 63 （5） 4.2 54 （4） 3.6 25 （2） 2.2 3 （1） 15 （2）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 2 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0 （0）
学科計 22 72 （9） 3.3 62 （7） 2.8 32 （4） 1.9 3 （1） 22 （4）

小　計

推薦
一般 10 30 （30） 3.0 29 （29） 2.9 9 （9） 3.2 9 （9）
専門 1 2 （2） 2.0 2 （2） 2.0 1 （1） 2.0 1 （1）

ＡＯ 2 6 （1） 3.0 6 （1） 3.0 5 （0） 1.2 5 （0）
個別 前期 47 203 （21） 4.3 184 （19） 3.9 64 （3） 2.9 3 （1） 49 （3）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 4 3 （0） 0.8 3 （0） 0.8 2 （0） 1.5 0 （0） 1 （0）
合計 64 244 （54） 3.8 224 （51） 3.5 81 （13） 2.8 3 （1） 65 （13）

文
化
学
部

文化学科

推薦 一般 20 27 （27） 1.4 27 （27） 1.4 20 （20） 1.4 20 （20）

個別
前期 50 164 （43） 3.3 149 （42） 3.0 95 （20） 1.6 

0 （0）
73 （15）

後期 10 170 （37） 17.0 170 （37） 17.0 20 （1） 8.5 2 （0）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 5 3 （1） 0.6 3 （1） 0.6 1 （1） 3.0 0 （0） 0 （0）
合計 85 364 （108） 4.3 349 （107） 4.1 136 （42） 2.6 0 （0） 95 （35）

看
護
学
部

看護学科

推薦 一般 11 28 （28） 2.5 28 （28） 2.5 11 （11） 2.5 11 （11）

個別
前期 30 180 （46） 6.0 162 （45） 5.4 31 （11） 5.2 

1 （0）
31 （11）

後期 4 84 （32） 21.0 52 （18） 13.0 4 （2） 13.0 3 （1）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 4 27 （5） 6.8 23 （4） 5.8 4 （1） 5.8 1 （0） 4 （1）
合計 49 319 （111） 6.5 265 （95） 5.4 50 （25） 5.3 2 （0） 49 （24）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦
一般 9 13 （13） 1.4 13 （13） 1.4 9 （9） 1.4 9 （9）
専門 1 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0）

個別
前期 17 86 （16） 5.1 81 （16） 4.8 21 （5） 3.9 

0 （0）
19 （5）

後期 3 97 （16） 32.3 49 （8） 16.3 6 （1） 8.2 5 （1）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 3 7 （5） 2.3 7 （5） 2.3 3 （2） 2.3 0 （0） 3 （2）
合計 33 204 （50） 6.2 151 （42） 4.6 40 （17） 3.8 0 （0） 37 （17）

学　部　計

推薦
一般 50 98 （98） 2.0 97 （97） 1.9 49 （49） 2.0 49 （49）
専門 2 3 （2） 1.5 3 （2） 1.5 2 （1） 1.5 2 （1）

ＡＯ 2 6 （1） 3.0 6 （1） 3.0 5 （0） 1.2 5 （0）

個別
前期 144 633 （126） 4.4 576 （122） 4.0 211 （39） 2.7 

4 （1）
172 （34）

後期 17 351 （85） 20.6 271 （63） 15.9 30 （4） 9.0 10 （2）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入計 16 40 （11） 2.5 36 （10） 2.3 10 （4） 3.6 1 （0） 8 （3）
総合計 231 1,131 （323） 4.9 989 （295） 4.3 307 （97） 3.2 5 （1） 246 （89）

看護学研究科　　　 10 24 （11） 2.4 24 （11） 2.4 17 （8） 1.4 17 （8）
人間生活学研究科　 18 16 （10） 0.9 16 （10） 0.9 14 （9） 1.1 12 （9）
健康生活科学研究科 6 9 （6） 1.5 9 （6） 1.5 7 （5） 1.3 7 （5）

研　究　科　計 34 49 （27） 1.4 49 （27） 1.4 38 （22） 1.3 36 （22）

５－２ 入学の状況



－ 56 － － 57 －

【平成20年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

生　
　

活　
　

科　
　

学　
　

部

生活デザイン
学科

推薦 一般 4 4 （4） 1.0 4 （4） 1.0 4 （4） 1.0 4 （4）
個別 前期 16 50 （5） 3.1 41 （5） 2.6 21 （2） 2.0 0 （0） 20 （2）
3年次編入 2 3 （1） 1.5 3 （1） 1.5 2 （0） 1.5 0 （0） 2 （0）

学科計 22 57 （10） 2.6 48 （10） 2.2 27 （6） 1.8 0 （0） 26 （6）

健康栄養
学科

推薦 一般 4 20 （20） 5.0 20 （20） 5.0 4 （4） 5.0 4 （4）
個別 前期 16 51 （8） 3.2 46 （8） 2.9 19 （3） 2.4 0 （0） 17 （3）

学科計 20 71 （28） 3.6 66 （28） 3.3 23 （7） 2.9 0 （0） 21 （7）

環境理
学科

推薦 一般 3 3 （3） 1.0 3 （3） 1.0 3 （3） 1.0 3 （3）
ＡＯ 3 5 （0） 1.7 5 （0） 1.7 4 （0） 1.3 4 （0）

個別 前期 14 72 （2） 5.1 66 （2） 4.7 30 （0） 2.2 0 （0） 23 （0）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 2 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0 （0）
学科計 22 80 （5） 3.6 74 （5） 3.4 37 （3） 2.0 0 （0） 30 （3）

小　計

推薦 一般 11 27 （27） 2.5 27 （27） 2.5 11 （11） 2.5 11 （11）
ＡＯ 3 5 （0） 1.7 5 （0） 1.7 4 （0） 1.3 4 （0）

個別 前期 46 173 （15） 3.8 153 （15） 3.3 70 （5） 2.2 0 （0） 60 （5）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 4 3 （1） 0.8 3 （1） 0.8 2 （0） 1.5 0 （0） 2 （0）
合計 64 208 （43） 3.3 188 （43） 2.9 87 （16） 2.2 0 （0） 77 （16）

文
化
学
部

文化学科

推薦 一般 20 22 （22） 1.1 22 （22） 1.1 20 （20） 1.1 20 （20）

個別
前期 50 208 （43） 4.2 173 （38） 3.5 91 （15） 1.9 

0 （0）
61 （14）

後期 10 62 （25） 6.2 62 （25） 6.2 20 （4） 3.1 4 （3）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 5 6 （4） 1.2 6 （4） 1.2 4 （2） 1.5 0 （0） 3 （2）
合計 85 298 （94） 3.5 263 （89） 3.1 135 （41） 1.9 0 （0） 88 （39）

看
護
学
部

看護学科

推薦 一般 11 25 （25） 2.3 25 （25） 2.3 11 （11） 2.3 11 （11）

個別
前期 30 75 （29） 2.5 67 （29） 2.2 32 （14） 2.1 

0 （0）
31 （14）

後期 4 57 （18） 14.3 26 （10） 6.5 5 （1） 5.2 4 （1）
私費外国人

留学生 若干名 2 － 2 － 0 － 0

3年次編入 4 22 （10） 5.5 21 （10） 5.3 5 （3） 4.2 0 （0） 4 （2）
合計 49 181 （82） 3.7 141 （74） 2.9 53 （29） 2.7 0 （0） 50 （28）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦
一般 9 20 （20） 2.2 20 （20） 2.2 10 （10） 2.0 10 （10）
専門 1 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0）

個別
前期 17 91 （28） 5.4 87 （28） 5.1 20 （7） 4.4 

0 （0）
17 （6）

後期 3 120 （21） 40.0 63 （10） 21.0 5 （0） 12.6 5 （0）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

3年次編入 3 2 （0） 0.7 2 （0） 0.7 2 （0） 1.0 0 （0） 1 （0）
合計 33 234 （69） 7.1 173 （58） 5.2 38 （17） 4.6 0 （0） 34 （16）

学　部　計

推薦
一般 51 94 （94） 1.8 94 （94） 1.8 52 （52） 1.8 52 （52）
専門 1 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0） 1.0 1 （0）

ＡＯ 3 5 （0） 1.7 5 （0） 1.7 4 （0） 1.3 4 （0）

個別
前期 143 547 （115） 3.8 480 （110） 3.4 213 （41） 2.3 0 （0） 169 （39）
後期 17 239 （64） 14.1 151 （45） 8.9 30 （5） 5.0 13 （4）

私費外国人
留学生 若干人 2 － 2 － 0 － 0

3年次編入計 16 33 （15） 2.1 32 （15） 2.0 13 （5） 2.5 0 （0） 10 （4）
総合計 231 921 （288） 4.0 765 （264） 3.3 313 （103） 2.4 0 （0） 249 （99）

看護学研究科　　　 10 13 （7） 1.3 13 （7） 1.3 12 （7） 1.1 12 （7）
人間生活学研究科　 18 11 （9） 0.6 10 （8） 0.6 10 （8） 1.0 10 （8）
健康生活科学研究科 6 11 （5） 1.8 11 （5） 1.8 10 （5） 1.1 10 （5）

研　究　科　計 34 35 （21） 1.0 34 （20） 1.0 32 （20） 1.1 32 （20）

５－２ 入学の状況
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【平成21年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

生　
　

活　
　

科　
　

学　
　

部

生活デザイン
学科

推薦 一般 4 10 （10） 2.5 10 （10） 2.5 5 （5） 2.0 5 （5）
個別 前期 16 49 （9） 3.1 43 （8） 2.7 24 （3） 1.8 0 （0） 18 （2）

1年次計 20 59 （19） 3.0 53 （18） 2.7 29 （8） 1.8 0 （0） 23 （7）
3年次編入 2 3 （0） 1.5 3 （0） 1.5 1 （0） 3.0 0 （0） 0 （0）

学科計 22 62 （19） 2.8 56 （18） 2.5 30 （8） 1.9 0 （0） 23 （7）

健康栄養
学科

推薦 一般 4 13 （13） 3.3 13 （13） 3.3 4 （4） 3.3 4 （4）
個別 前期 16 57 （7） 3.6 55 （7） 3.4 20 （1） 2.8 0 （0） 18 （1）

学科計 20 70 （20） 3.5 68 （20） 3.4 24 （5） 2.8 0 （0） 22 （5）

環境理
学科

推薦 一般 3 1 （1） 0.3 1 （1） 0.3 1 （1） 1.0 1 （1）
ＡＯ 3 7 （1） 2.3 7 （1） 2.3 6 （1） 1.2 6 （1）

個別 前期 14 82 （6） 5.9 72 （6） 5.1 26 （1） 2.8 0 （0） 16 （0）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 20 90 （8） 4.5 80 （8） 4.0 33 （3） 2.4 0 （0） 23 （2）
3年次編入 2 2 （1） 1.0 1 （1） 0.5 0 （0） 0.0 0 （0） 0 （0）

学科計 22 92 （9） 4.2 81 （9） 3.7 33 （3） 2.5 0 （0） 23 （2）

小　計

推薦 一般 11 24 （24） 2.2 24 （24） 2.2 10 （10） 2.4 10 （10）
ＡＯ 3 7 （1） 2.3 7 （1） 2.3 6 （1） 1.2 6 （1）

個別 前期 46 188 （22） 4.1 170 （21） 3.7 70 （5） 2.4 0 （0） 52 （3）
私費外国人

留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 60 219 （47） 3.7 201 （46） 3.4 86 （16） 2.3 0 （0） 68 （14）
3年次編入 4 5 （1） 1.3 4 （1） 1.0 1 （0） 4.0 0 （0） 0 （0）

合計 64 224 （48） 3.5 205 （47） 3.2 87 （16） 2.4 0 （0） 68 （14）

文
化
学
部

文化学科

ＡＯ 5 22 （11） 4.4 22 （11） 4.4 6 （3） 3.7 6 （3）
推薦 一般 20 34 （34） 1.7 34 （34） 1.7 20 （20） 1.7 20 （20）

個別 前期 45 211 （39） 4.7 185 （36） 4.1 87 （13） 2.1 0 （0） 61 （9）
後期 10 166 （40） 16.6 166 （40） 16.6 21 （2） 7.9 0 （0） 0 （0）

私費外国人
留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 80 433 （124） 5.4 407 （121） 5.1 134 （38） 3.0 0 （0） 87 （32）
3年次編入 5 7 （4） 1.4 7 （4） 1.4 2 （2） 3.5 0 （0）

合計 85 440 （128） 5.2 414 （125） 4.9 136 （40） 3.0 0 （0） 87 （32）

看
護
学
部

看護学科

推薦 一般 11 27 （27） 2.5 26 （26） 2.4 11 （11） 2.4 11 （11）

個別 前期 30 177 （54） 5.9 162 （54） 5.4 31 （20） 5.2 1 （0） 28 （19）
後期 4 101 （40） 25.3 61 （25） 15.3 6 （4） 10.2 0 （0） 6 （4）

私費外国人
留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 45 305 （121） 6.8 249 （105） 5.5 48 （35） 5.2 1 （0） 45 （34）
3年次編入 4 11 （4） 2.8 11 （4） 2.8 4 （1） 2.8 0 （0） 4 （1）

合計 49 316 （125） 6.4 260 （109） 5.3 52 （36） 5.0 1 （0） 49 （35）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦 一般 9 22 （22） 2.4 22 （22） 2.4 10 （10） 2.2 10 （10）
専門 1 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0）

個別 前期 17 115 （16） 6.8 109 （15） 6.4 20 （3） 5.5 0 （0） 14 （2）
後期 3 107 （11） 35.7 65 （6） 21.7 9 （2） 7.2 0 （0） 6 （1）

私費外国人
留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 30 244 （49） 8.1 196 （43） 6.5 39 （15） 5.0 0 （0） 30 （13）
3年次編入 3 5 （4） 1.7 5 （4） 1.7 2 （2） 2.5 0 （0） 2 （2）

合計 63 493 （102） 7.8 397 （90） 6.3 80 （32） 5.0 0 （0） 62 （28）

学　部　計

推薦 一般 51 107 （107） 2.1 106 （106） 2.1 51 （51） 2.1 51 （51）
専門 1 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0） 0.0 0 （0）

ＡＯ 8 29 （12） 3.6 29 （12） 3.6 12 （4） 2.4 12 （4）

個別 前期 138 691 （131） 5.0 626 （126） 4.5 208 （41） 3.0 1 （0） 155 （33）
後期 17 374 （91） 22.0 292 （71） 17.2 36 （8） 8.1 0 （0） 12 （5）

私費外国人
留学生 若干人 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 215 1,201 （341） 5.6 1,053 （315） 4.9 307 （104） 3.4 1 （0） 230 （93）
3年次編入計 16 28 （13） 1.8 27 （13） 1.7 9 （5） 3.0 0 （0） 6 （3）

総合計 231 1,229 （354） 5.3 1,080 （328） 4.7 316 （109） 3.4 1 （0） 236 （96）
看護学研究科　　　 10 23 （13） 2.3 22 （13） 2.2 16 （8） 1.4 16 （8）
人間生活学研究科　 18 10 （8） 0.6 10 （8） 0.6 10 （8） 1.0 10 （8）
健康生活科学研究科 6 7 （7） 1.2 7 （7） 1.2 7 （7） 1.0 7 （7）

研　究　科　計 34 40 （28） 1.2 39 （28） 1.1 33 （23） 1.2 33 （23）

５－２ 入学の状況



－ 58 － － 59 －

【平成22年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

文
化
学
部

文化学科

ＡＯ 5 22 （10） 4.4 22 （10） 4.4 4 （1） 5.5 4 （1）

推薦 県内 20 27 （27） 1.4 27 （27） 1.4 20 （20） 1.4 20 （20）

個別
前期 45 149 （33） 3.3 140 （32） 3.1 82 （16） 1.7 0 （0） 59 （12）

後期 10 103 （24） 10.3 103 （24） 10.3 32 （1） 3.2 0 （0） 2 （0）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 80 301 （94） 3.8 292 （93） 3.7 138 （38） 2.1 0 （0） 85 （33）

3年次編入 5 2 （2） 0.4 2 （2） 0.4 1 （1） 2.0 1 （1）

合計 85 303 （96） 3.6 294 （95） 3.5 139 （39） 2.1 0 （0） 86 （34）

看
護
学
部

看護学科

推薦 県内 22 45 （45） 2.0 45 （45） 2.0 22 （22） 2.0 22 （22）

個別
前期 52 216 （60） 4.2 206 （60） 4.0 56 （15） 3.7 0 （0） 49 （14）

後期 6 319 （60） 53.2 162 （32） 27.0 10 （4） 16.2 2 （0） 9 （3）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 80 580 （165） 7.3 413 （137） 5.2 88 （41） 4.7 2 （0） 80 （39）

3年次編入 4 8 （2） 2.0 7 （2） 1.8 4 （1） 1.8 0 （0） 4 （1）

合計 84 588 （167） 7.0 420 （139） 5.0 92 （42） 4.6 2 （0） 84 （40）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦 県内 20 26 （26） 1.3 26 （26） 1.3 20 （20） 1.3 20 （20）

個別
前期 45 152 （29） 3.4 136 （29） 3.0 54 （10） 2.5 0 （0） 43 （10）

後期 5 107 （23） 21.4 57 （15） 11.4 16 （3） 3.6 0 （0） 12 （3）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 70 285 （78） 4.1 219 （70） 3.1 90 （33） 2.4 0 （0） 75 （33）

合計 70 285 （78） 4.1 219 （70） 3.1 90 （33） 2.4 0 （0） 75 （33）

健
康
栄
養
学
部

健康栄養
学科

推薦
県内 10 21 （21） 2.1 21 （21） 2.1 10 （10） 2.1 10 （10）

県外 5 66 （0） 13.2 66 （0） 13.2 6 （0） 11.0 6 （0）

個別 前期 25 85 （11） 3.4 81 （11） 3.2 28 （1） 2.9 1 （0） 24 （1）

1年次計 40 172 （32） 4.3 168 （32） 4.2 44 （11） 3.8 1 （0） 40 （11）

合計 40 172 （32） 4.3 168 （32） 4.2 44 （11） 3.8 1 （0） 40 （11）

学　部　計

推薦
県内 72 119 （119） 1.7 119 （119） 1.7 72 （72） 1.7 72 （72）

県外 5 66 （0） 13.2 66 （0） 13.2 6 （0） 0.0 6 （0）

ＡＯ 5 22 （10） 4.4 22 （10） 4.4 4 （1） 5.5 4 （1）

個別
前期 167 602 （133） 3.6 563 （132） 3.4 220 （42） 2.6 1 （0） 175 （37）

後期 21 529 （107） 25.2 322 （71） 15.3 58 （8） 5.6 2 （0） 23 （6）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 270 1,338 （369） 5.0 1,092 （332） 4.0 360 （123） 3.0 3 （0） 280 （116）

3年次編入計 9 10 （4） 1.1 9 （4） 1.0 5 （2） 1.8 0 （0） 5 （2）

総合計 279 1,348 （373） 4.8 1,101 （336） 3.9 365 （125） 3.0 3 （0） 285 （118）

看護学研究科　　　 15 18 （11） 1.2 18 （11） 1.2 16 （9） 1.1 16 （9）

人間生活学研究科　 18 7 （6） 0.4 7 （6） 0.4 5 （5） 1.4 5 （5）

健康生活科学研究科 6 8 （3） 1.3 8 （3） 1.3 7 （3） 1.1 7 （3）

研　究　科　計 39 33 （20） 0.8 33 （20） 0.8 28 （17） 1.2 28 （17）

５－２ 入学の状況



－ 60 － － 61 －

【平成23年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

文
化
学
部

文化学科

ＡＯ 5 21 （7） 4.2 21 （7） 4.2 4 （1） 5.3 4 （1）

推薦
県内 20 36 （36） 1.8 36 （36） 1.8 20 （20） 1.8 20 （20）

全国 5 16 （0） 3.2 16 （0） 3.2 6 （0） 2.7 6 （0）

個別
前期 45 155 （47） 3.4 144 （46） 3.2 80 （24） 1.8 0 （0） 64 （22）

後期 5 62 （23） 12.4 62 （23） 12.4 5 （1） 12.4 0 （0） 0 （0）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 80 290 （113） 3.6 279 （112） 3.5 115 （46） 2.4 0 （0） 94 （43）

3年次編入 5 8 （3） 1.6 6 （1） 1.2 3 （1） 2.0 3 （1）

合計 85 298 （116） 3.5 285 （113） 3.4 118 （47） 2.4 0 （0） 97 （44）

看
護
学
部

看護学科

推薦 県内 22 57 （57） 2.6 57 （57） 2.6 22 （22） 2.6 22 （22）

個別
前期 52 148 （52） 2.8 142 （51） 2.7 60 （20） 2.4 0 （0） 57 （20）

後期 6 155 （45） 25.8 82 （24） 13.7 6 （1） 13.7 0 （0） 5 （1）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 80 360 （154） 4.5 281 （132） 3.5 88 （43） 3.2 0 （0） 84 （43）

3年次編入 4 7 （1） 1.8 6 （1） 1.5 4 （1） 1.5 0 （0） 1 （1）

合計 84 367 （155） 4.4 287 （133） 3.4 92 （44） 3.1 0 （0） 85 （44）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦
県内 20 31 （31） 1.6 31 （31） 1.6 20 （20） 1.6 20 （20）

全国 10 27 （0） 2.7 27 （0） 2.7 11 （0） 2.5 11 （0）

個別
前期 35 140 （36） 4.0 134 （34） 3.8 40 （10） 3.4 0 （0） 30 （9）

後期 5 135 （31） 27.0 73 （19） 14.6 16 （4） 4.6 0 （0） 15 （4）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 70 333 （98） 4.8 265 （84） 3.8 87 （34） 3.0 0 （0） 76 （33）

合計 70 333 （98） 4.8 265 （84） 3.8 87 （34） 3.0 0 （0） 76 （33）

健
康
栄
養
学
部

健康栄養
学科

推薦
県内 10 33 （33） 3.3 33 （33） 3.3 10 （10） 3.3 10 （10）

全国 5 61 （0） 12.2 61 （0） 12.2 5 （0） 12.2 5 （0）

個別 前期 25 105 （17） 4.2 98 （17） 3.9 29 （9） 3.4 0 （0） 26 （9）

1年次計 40 199 （50） 5.0 192 （50） 4.8 44 （19） 4.4 0 （0） 41 （19）

合計 40 199 （50） 5.0 192 （50） 4.8 44 （19） 4.4 0 （0） 41 （19）

学　部　計

推薦
県内 72 157 （157） 2.2 157 （157） 2.2 72 （72） 2.2 72 （72）

全国 20 104 （0） 5.2 104 （0） 5.2 22 （0） 4.7 22 （0）

ＡＯ 5 21 （7） 4.2 21 （7） 4.2 4 （1） 5.3 4 （1）

個別
前期 157 548 （152） 3.5 518 （148） 3.3 209 （63） 2.5 0 （0） 177 （60）

後期 16 352 （99） 22.0 217 （66） 13.6 27 （6） 8.0 0 （0） 20 （5）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 270 1,182 （415） 4.4 1,017 （378） 3.8 334 （142） 3.0 0 （0） 295 （138）

3年次編入計 9 15 （4） 1.7 12 （2） 1.3 7 （2） 1.7 0 （0） 4 （2）

総合計 279 1,197 （419） 4.3 1,029 （380） 3.7 341 （144） 3.0 0 （0） 299 （140）

看護学研究科　　　 15 17 （11） 1.1 16 （10） 1.1 15 （10） 1.1 15 （10）

人間生活学研究科　 18 8 （6） 0.4 8 （6） 0.4 7 （5） 1.1 7 （5）

健康生活科学研究科 6 7 （2） 1.2 7 （2） 1.2 7 （2） 1.0 7 （2）

研　究　科　計 39 32 （19） 0.8 31 （18） 0.8 29 （17） 1.1 29 （17）

５－２ 入学の状況



－ 60 － － 61 －

【平成24年度】  （単位：人）

学部･学科名 区　分
募集
人員
ａ

志願者数
 ｂ

志願
倍率
ｂ/ａ

受験者数 
ｃ

受験
倍率
ｃ/ａ

合格者数
ｄ

合格
倍率
ｃ/ｄ

追加
合格者数 入学者数

全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内） 全体 （県内）

文
化
学
部

文化学科

ＡＯ 5 15 （8） 3.0 15 （8） 3.0 4 （2） 3.8 4 （2）

推薦
県内 20 38 （38） 1.9 38 （38） 1.9 20 （20） 1.9 20 （20）

全国 5 13 （0） 2.6 13 （0） 2.6 7 （0） 1.9 7 （0）

個別
前期 45 390 （62） 8.7 338 （61） 7.5 80 （13） 4.2 0 （0） 60 （13）

後期 5 94 （32） 18.8 94 （32） 18.8 10 （0） 9.4 0 （0） 1 （0）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 80 550 （140） 6.9 498 （139） 6.2 121 （35） 4.1 0 （0） 92 （35）

3年次編入 5 3 （2） 0.6 2 （2） 0.4 1 （1） 2.0 1 （1）

合計 85 553 （142） 6.5 500 （141） 5.9 122 （36） 4.1 0 （0） 93 （36）

看
護
学
部

看護学科

推薦 県内 22 47 （47） 2.1 47 （47） 2.1 22 （22） 2.1 22 （22）

個別
前期 52 509 （54） 9.8 456 （54） 8.8 59 （11） 7.7 0 （0） 54 （11）

後期 6 251 （48） 41.8 145 （29） 24.2 8 （1） 18.1 0 （0） 8 （1）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

合計
（1年次計） 80 807 （149） 10.1 648 （130） 8.1 89 （34） 7.3 0 （0） 84 （34）

社
会
福
祉
学
部

社会福祉
学科

推薦
県内 20 30 （30） 1.5 30 （30） 1.5 21 （21） 1.4 21 （21）

全国 10 34 （2） 3.4 34 （2） 3.4 10 （0） 3.4 10 （0）

個別
前期 35 177 （49） 5.1 161 （46） 4.6 41 （10） 3.9 0 （0） 36 （10）

後期 5 203 （49） 40.6 94 （27） 18.8 7 （2） 13.4 0 （0） 5 （2）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

合計
（1年次計） 70 444 （130） 6.3 319 （105） 4.6 79 （33） 4.0 0 （0） 72 （33）

健
康
栄
養
学
部

健康栄養
学科

推薦
県内 10 33 （33） 3.3 33 （33） 3.3 10 （10） 3.3 10 （10）

全国 5 48 （1） 9.6 48 （1） 9.6 5 （0） 9.6 5 （0）

個別 前期 25 93 （22） 3.7 88 （22） 3.5 29 （6） 3.0 2 （1） 26 （7）
合計

（1年次計） 40 174 （56） 4.4 169 （56） 4.2 44 （16） 3.8 2 （1） 41 （17）

学　部　計

ＡＯ 5 15 （8） 3.0 15 （8） 3.0 4 （2） 3.8 4 （2）

推薦
県内 72 148 （148） 2.1 148 （148） 2.1 73 （73） 2.0 73 （73）

全国 20 95 （3） 4.8 95 （3） 4.8 22 （0） 4.3 22 （0）

個別
前期 157 1,169 （187） 7.4 1,043 （183） 6.6 209 （40） 5.0 2 （1） 176 （41）

後期 16 548 （129） 34.3 333 （88） 20.8 25 （3） 13.3 0 （0） 14 （3）
私費外国人

留学生 若干名 0 － 0 － 0 － 0

1年次計 270 1,975 （475） 7.3 1,634 （430） 6.1 333 （118） 4.9 2 （1） 289 （119）

3年次編入計 5 3 （2） 0.6 2 （2） 0.4 1 （1） 2.0 0 （0） 1 （1）

総合計 275 1,978 （477） 7.2 1,636 （432） 5.9 334 （119） 4.9 2 （1） 290 （120）

看護学研究科　　　 15 19 （13） 1.3 19 （13） 1.3 18 （12） 1.2 18 （12）

人間生活学研究科　 18 8 （7） 0.4 8 （7） 0.4 8 （7） 0.4 8 （7）

健康生活科学研究科 6 8 （2） 1.3 8 （2） 1.3 8 （2） 1.3 7 （2）

研　究　科　計 39 35 （22） 0.9 35 （22） 0.9 34 （21） 0.9 33 （21）

５－２ 入学の状況



－ 62 － － 63 －

（２）出身地別入学状況（平成24年度）
【 学　　部 】
○一　般 （単位：人）

学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 健康栄養 合　　　計学科 文　化 看　護 社会福祉 健康栄養
区分 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 前期 後期 計

北海道 1 1 0 1
青　森 1 1 0 1
岩　手 1 0 1 1
宮　城 0 0 0
秋　田 0 0 0
山　形 0 0 0
福　島 0 0 0
茨　城 1 1 2 0 2
栃　木 0 0 0
群　馬 1 1 0 1
埼　玉 0 0 0
千　葉 0 0 0
東　京 1 1 2 0 2
神奈川 0 0 0
新　潟 2 1 3 0 3
富　山 1 1 0 1
石　川 0 0 0
福　井 1 1 2 0 2
山　梨 0 0 0
長　野 1 1 0 1
岐　阜 2 2 1 5 0 5
静　岡 2 2 0 2
愛　知 1 2 3 0 3
三　重 0 0 0
滋　賀 1 1 0 1
京　都 2 2 4 0 4
大　阪 1 1 1 1 3 1 4
兵　庫 6 8 1 3 18 0 18
奈　良 1 1 0 1
和歌山 1 3 1 1 6 0 6
鳥　取 2 3 1 1 6 1 7
島　根 1 3 3 1 1 1 6 4 10
岡　山 7 1 8 0 8
広　島 8 4 5 1 18 0 18
山　口 1 1 1 1 3 1 4
徳　島 4 3 2 9 0 9
香　川 1 2 1 4 0 4
愛　媛 1 5 1 4 1 11 1 12
高　知 13 11 1 10 2 7 41 3 44
福　岡 1 1 2 0 2
佐　賀 1 1 1 2 1 3
長　崎 1 1 3 5 0 5
熊　本 1 1 2 0 2
大　分 0 0 0
宮　崎 1 1 1 1 2
鹿児島 1 1 0 1
沖　縄 0 0 0
合　計 60 1 54 8 36 5 26 176 14 190

５－２ 入学の状況
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○推　薦 （単位：人）

学　部 文　化 看　護 社会福祉 健康栄養
合　計

学　科 文　化 看　護 社会福祉 健康栄養
愛　知 1 1
兵　庫 1 2 3
奈　良 1 1
鳥　取 2 2
岡　山 2 1 3
徳　島 1 3 2 6
香　川 1 1
愛　媛 1 1 2
高　知 20 22 21 10 73
宮　崎 1 1 2
沖　縄 1 1
合　計 27 22 31 15 95

○ＡＯ入試 （単位：人）

学　部 文化学部
合　　計

学　科 文　化
和歌山 1 1
愛　媛 1 1
高　知 2 2
合　計 4 4

○３年次編入 （単位：人）

学　部 文化学部
合　　計

学　科 文　化
高知 1 1
合計 1 1

【 大学院 】 （単位：人）

研究科 看　護　学
研　究　科

人間生活学
研　究　科

健康生活科学
研　究　科 合　　計

北海道 1 1
群　馬 1 1
東　京 1 1
静　岡 1 1
京　都 1 1
兵　庫 2 2
岡　山 2 2
香　川 1 1
愛　媛 2 2
高　知 12 7 2 21
合　計 18 8 7 33

５－２ 入学の状況
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５－３ 学生数

（単位：人）

学　部　・　学　科
１回生 ２回生 ３回生 ４回生 合　計

県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計 県内 県外 計

文 化 学 部
文化学科 35 57 92 43 51 94 33 51 84 36 66 102 147 225 372 
編入生 0 0 1 0 1 1 2 3 2 2 4 

小　　計 35 57 92 43 51 94 34 51 85 37 68 105 149 227 376 

看 護 学 部
看護学科 34 50 84 43 41 84 39 41 80 28 16 44 144 148 292 
編入生 0 0 0 1 1 2 1 1 2 

小　　計 34 50 84 43 41 84 39 41 80 29 17 46 145 149 294 

社会福祉学部
社会福祉学科 33 39 72 33 42 75 33 41 74 14 15 29 113 137 250 
編入生 0 0 0 2 0 2 2 0 2 

小　　計 33 39 72 33 42 75 33 41 74 16 15 31 115 137 252 

健康栄養学部
健康栄養学科 17 24 41 19 22 41 11 28 39 0 47 74 121 
編入生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小　　計 17 24 41 19 22 41 11 28 39 0 0 0 47 74 121 

生 活 科 学 部

生活デザイン学科 0 0 0 7 16 23 7 16 23 
編入生 0 0 0 0 0 0 0 
健康栄養学科 0 0 0 4 17 21 4 17 21 
環境理学科 0 0 0 2 23 25 2 23 25 

小　　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 56 69 13 56 69 

学 部 生 計
学部計 119 170 289 138 156 294 116 161 277 91 153 244 464 640 1,104 
編入生 0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 3 7 5 3 8 

合　　計 119 170 289 138 156 294 117 161 278 95 156 251 469 643 1,112 

大 学 院
看護学研究科（修士） 10 8 18 5 10 15 15 18 33
人間生活学研究科（修士） 7 ※1 8 6 4 10 13 5 18
健康生活科学研究科（博士後期） 4 3 7 0 7 7 11 21 32 15 31 46

大 学 院 生 計 大学院合計 21 12 33 11 21 32 11 21 32 43 54 97
合　　　　計 140 182 322 149 177 326 128 182 310 95 156 251 512 697 1,209

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※留学生

３　学生数（平成24年4月1日現在）
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４　休学・退学・長期履修者及び単位互換の状況

（１）年次別休学者数	 （単位：人）

区　　　　分 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

生 活 科 学 部

生 活デザイン学 科 3 2 2 1 0

健 康 栄 養 学 科 1 0 1 0 0

環 境 理 学 科 1 0 1 1 1

小　　計 5 2 4 2 1

文 化 学 部 文 化 学 科 9 7 8 13 9

看 護 学 部 看 護 学 科 3 3 2 4 1

社会福祉学部 社 会 福 祉 学 科 0 0 0 2 0

健康栄養学部 健 康 栄 養 学 科 0 0 1

学　　　部　　　合　　　計 17 12 14 21 12

 大  学  院

看 護 学 研 究 科 2 0 0 0 0

人間生活学研究科 10 9 6 6 7

健康生活学研究科 8 6 16 10 15

大　　学　　院　　合　　計 20 15 22 16 22

合　　　　　　　　　　　計 37 27 36 37 34

（２）年次別退学者数	 （単位：人）

区　　　　分 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

生 活 科 学 部

生 活デザイン学 科 2 2 1 3 1

健 康 栄 養 学 科 0 0 0 2 0

環 境 理 学 科 3 1 0 3 1

小　　計 5 3 1 8 2

文 化 学 部 文 化 学 科 7 7 2 4 6

看 護 学 部 看 護 学 科 3 1 0 2 0

社会福祉学部 社 会 福 祉 学 科 0 0 1 2 2

健康栄養学部 健 康 栄 養 学 科 0 0 0

学　　　部　　　合　　　計 15 11 4 16 10

 大  学  院

看 護 学 研 究 科 1 0 0 0 0

人間生活学研究科 1 2 3 4 3

健康生活学研究科 1 1 2 2 3

大　　学　　院　　合　　計 3 3 5 6 6

合　　　　　　　　　　　計 18 14 9 22 16

５－４ 休学・退学・長期履修者及び単位互換の状況
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（３）長期履修者数（平成24年4月1日現在）	 （単位：人）

区　　　　分 ５年 ６年 ７年 ８年以上 計

生 活 科 学 部

生 活デザイン学 科 0 0 0 0 0

健 康 栄 養 学 科 0 0 0 0 0

環 境 理 学 科 2 0 0 1 3

小　　計 3 3 0 0 3

文 化 学 部 文 化 学 科 11 3 4 0 18

看 護 学 部 看 護 学 科 2 0 0 0 2

社会福祉学部 社 会 福 祉 学 科 0 2 0 0 2

学　　部　　合　　計 16 8 4 0 25

（４）単位互換の状況（平成24年度）	 （単位：人）

大　　学　　名
派  　　  遣 受 　　   入

人　　数 科目数（延べ） 人　　数 科目数（延べ）

高 知 大 学 1 1 0 0

高 知 短 期 大 学 21 23 14 23

高知学園短期大学 0 0 0 0

合　　　　計 22 24 14 23

区　　　　分 ３年 ４年 ５年 ６年以上 計

 大  学  院

看 護 学 研 究 科 0 0 0 0 0

人間生活学研究科 1 1 1 0 3

健康生活学研究科 7 8 11 26

大　学　院　合　計 1 8 9 11 29

５－４ 休学・退学・長期履修者及び単位互換の状況
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	 （単位：人）

文　科　系　　（平成25年3月31日現在） 体　育　系　　（平成25年3月31日現在）
団　　体　　名 部員数 団　　体　　名 部員数

ａ  ｐｉａｃｅｒｅ 6 FCソフィア 30
ｈａｃｈ  ｐｏｃｈ  倶楽部 7 合気道部 5
quu 25 運動し隊ッ！ 17
Racsiv 8 弓道部 10
TIKE  TIKE  TIC 7 グローカルクラブJaparean 32
池手話サークル 29 健康サークル 8
イケてる　あいあい 35 剣道部 6
いけとべ ！ 13 サッカー部 8
いっちきち　もんちきち 7 女子ソフトボール部 14
裏千家茶道部 8 水泳部 3
映画研究会 2 太鼓部 9
エスコーターズ 12 卓球部 2
演劇研究会Ｔ・Ｈ 5 軟式野球部 7
学祭実行委員会 51 バスケットボール部 34
華道部 15 バトミントン部 28
かんきもん 53 バレーボールサークル 20
軽音部 11 バレーボール部 9
高知こどもの図書館応援隊 19 ハンドボール部 1
高知ユネスコサークル 15 ぺこ 33
国際交流クラブ 21 やまとん 28
写真部 10 陸上部 3
新世紀寺子屋物語 9 ワンダーフォーゲル部 2
吹奏楽団 21 テニスサークル 2
生活デザイン創作研究会 6 スポーツサークル　FAT　ASS 13
生協学生委員会 ～ n.a.s ～ 9 galaxy（ダンスサークル） 4
琴曲部 9
ちゅ～き 17
ハモ☆イケ 19
漫画研究部 28
マングロー部 12
マンドリンクラブ 10
ミステリーサークル 6
sun-ｆｅｓ 9
キャンパス安心委員会 11
土佐姫塾 7
女声合唱団　凛 3
中国ポピュラーソング 3
美術部 4
料理研究会 4

46団体 546 28団体 328
74団体 874人

５－５ 課外活動

５　課外活動
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６　保健管理状況（平成24年度）

【	健康管理センター利用状況	】	 （単位：件、人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計

池
キ
ャ
ン
パ
ス

内　科 9 17 13 18 6 0 11 15 6 20 8 1 124

外　科 7 10 9 2 4 1 2 8 4 4 3 3 57

婦人科 9 15 3 5 1 1 2 3 3 5 2 0 49

その他 96 140 123 44 24 25 60 30 19 56 44 18 679

合 計 件 数 85 182 148 69 35 27 75 56 32 85 57 22 873

合計人数（人） 83 233 132 69 25 24 68 57 26 88 49 19 873

永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

内　科 5 7 18 11 2 0 9 13 6 8 7 1 87

外　科 5 4 9 7 1 1 5 7 2 1 1 1 44

婦人科 2 6 5 2 0 2 2 1 2 4 0 0 26

その他 46 59 53 18 5 7 36 36 14 17 11 9 311

合 計 件 数 58 76 85 38 8 10 52 57 24 30 19 11 468

合計人数（人） 63 67 77 36 8 8 52 50 24 28 19 11 443

合 計 件 数 143 258 233 107 43 37 127 113 56 115 76 33 1,341

合計人数（人） 146 300 209 105 33 32 120 107 50 116 68 30 1,316

【	精神科医師によるメンタルヘルス相談	】	 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計

池 キ ャ ン パ ス 1 1 2 1 1 2 3 2 3 3 1 2 22

永国寺キャンパス 2 2 1 0 0 3 2 1 2 1 14

合 計 件 数 3 3 3 1 1 2 6 4 4 5 2 2 36

【	カウンセラーによるメンタルヘルス相談	】	 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計

池 キ ャ ン パ ス 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

永国寺キャンパス 3 2 4 2 2 1 6 4 2 2 4 3 35

合 計 件 数 3 2 4 4 2 2 6 4 2 2 4 3 38

【	医師及び助産師による婦人科相談	】	 （単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計

池 キ ャ ン パ ス 7 2 0 1 1 1 12

永国寺キャンパス 1 0 1 0 2

合 計 件 数 8 2 0 2 1 1 0 14

５－６ 保健管理状況
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７　授業料等の納入状況
（１）入学料、授業料（平成24年度）	 （単位：円）

区　　　分 入学手数料の額
入学料の額

授業料の額
県内生 県外生

学　生
学　部

17,000
（編入の場合は 30,000） 141,000 282,000 年　額 535,800

大学院 30,000

科目等履修生 4,900 14,100 28,200 1 単位 14,800

研 究 生 4,900 42,300 84,600 月　額 29,700

（２）授業料免除状況

区　　　分
学　　　　　部 大　 学　 院 合　　　　　計

半額免除 全額免除 合　計 半額免除 全額免除 合　計 半額免除 全額免除 合　計

平
成
20
年
度

前
期

免除者（人） － 37 37 － 1 1 － 38 38

免除額（円） － 9,912,300 9,912,300 － 178,600 178,600 － 10,090,900 10,090,900

後
期

免除者（人） － 38 38 － 2 2 － 40 40

免除額（円） － 10,180,200 10,180,200 － 446,500 446,500 － 10,626,700 10,626,700

合
計

免除者（人） － 75 75 － 3 3 － 78 78

免除額（円） － 20,092,500 20,092,500 － 625,100 625,100 － 20,717,600 20,717,600

平成21
年度

免除者（人） － 43 43 － 1 1 － 44 44

免除額（円） － 22,191,050 22,191,050 － 119,067 119,067 － 22,310,117 22,310,117

平成22
年度

免除者（人） 2 40 42 － 3 3 2 43 45

免除額（円） 535,800 21,119,450 21,655,250 － 1,607,400 1,607,400 535,800 22,726,850 23,262,650

平成23
年度

免除者（人） 8 38 46 1 1 2 9 39 48

免除額（円） 1,986,925 20,137,150 22,124,075 267,900 535,800 803,700 2,254,825 20,672,950 22,927,775

平成24
年度

免除者（人） 20 28 48 0 3 3 20 31 51

免除額（円） 5,224,050 15,002,400 20,226,450 0 1,607,400 1,607,400 5,224,050 16,609,800 21,833,850

※平成 21 年度より、年 1 回の採択に変更

５－７ 授業料等の納入状況
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８　日本学生支援機構奨学金受給状況（平成25年3月31日現在）

【	学　部	】	 （単位：人、％）

区　　　　分
生活科学部 健康栄養学部

文化学部 看護学部 社会福祉
学部 合計

生活デザイン学科 環境理学科 健康栄養学科

全学年

1　種 6 3 48 89 63 54 263
2　種 5 10 40 122 93 81 351
合　計 11 13 88 211 156 135 614
併　用 0 1 7 23 13 12 56
学生数 22 24 142 377 294 252 1111

貸与率（％） 50.0 50.0 57.0 49.9 48.6 48.8 50.2 
他奨学金 0 0 1 1 2 10 14

１回生

１　種 10 27 19 12 68
２　種 12 31 23 25 91
合　計 22 58 42 37 159
併　用 1 5 5 3 14

他奨学金 0 0 0 4 4

２回生

1　種 16 14 14 14 58
2　種 14 29 33 23 99
合　計 30 43 47 37 157
併　用 4 2 4 4 14

他奨学金 0 1 0 3 4

３回生

1　種 15 22 16 21 74
2　種 9 29 24 22 84
合　計 24 51 40 43 158
併　用 0 5 4 2 11

他奨学金 0 0 0 3 3

４回生

1　種 6 3 7 26 14 7 63
2　種 5 10 5 33 13 11 77
合　計 11 13 12 59 27 18 140
併　用 0 1 2 11 0 3 17

他奨学金 0 0 1 0 2 0 3
※　貸与率（%）＝〔（合計 - 併用）〕/ 学生数 *100　　　※※　他奨学金：日本学生支援機構以外

【	大学院	】	 （単位：人、％）

区　　　　分 看護学研究科 人間生活学研究科 健康生活学研究科 合　計

全学年

1　種 8 1 2 11
2　種 4 0 0 4
合　計 12 1 2 15
併　用 0 0 0 0
学生数 33 18 46 97

貸与率（％） 36.4 5.6 4.3 15.5 
他奨学金 0 0 0 0

５－８ 日本学生支援機構奨学金受給状況
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９　卒業（修了）者状況
（１）年次別卒業（修了）者数	 （単位：人）

年　　度
区　　分 Ｈ１８ Ｈ１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４

学　
　
　
　

部

生 活 科 学 部

生活デザイン学科 24 21 25 21 20 24 22

健 康 栄 養 学 科 22 24 21 21 21 21 21

環 境 理 学 科 35 17 21 13 21 27 22

小　　計 81 62 67 55 62 72 65

文 化 学 部 文 化 学 科 74 79 79 76 86 82 84

看 護 学 部 看 護 学 科 48 45 47 45 48 48 42

社会福祉学部 社 会 福 祉 学 科 31 45 38 33 34 34 30

学　　部　　計 234 231 231 209 230 236 221

大　

学　

院

看 護 学 研 究 科 12 10 15 16 16 16 15

人 間 生 活 学 研 究 科 15 9 7 10 10 6 3

健 康 生 活 科 学 研 究 科 3 3 7 1 3 4 1

大　学　院　計 30 22 29 27 29 26 19

合　　　　　　　計 264 253 260 236 259 262 240

５－９ 卒業（修了）者状況
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（２）平成24年度卒業者就職状況
【	学科別産業別就職状況	】（平成25年5月31日現在）	 （単位：人）

区　　　分 生活科学部 文化学部 看護学部 社会福祉学部 健康栄養学部 合計生活デザイン 環境理学 計 文　化 看　護 社会福祉 健康栄養

卒業者数 22 21 43 82 42 30 21 218

進学決定者数 0 0 0 3 1 0 0 4

就職希望者数（A） 20 19 39 73 40 30 19 201

就職決定者数（B） 18 13 31 58 40 30 19 178

就職決定率（B/A：％） 90.0％ 68.4％ 79.5％ 79.5％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 88.6％

農林水産業・鉱業 0 （0） 0 （0）

建 設 業 1 1 （0） 1 （0）

製 造 業 4 4 （0） 5 （1） 4 （1） 13 （2）

電気･ガス・水道業 0 （0） 0 （0）

情 報 通 信 業 0 （0） 3 （2） 3 （2）

運 輸 業、 郵 便 業 0 （0） 2 2 （0）

卸 売 業、 小 売 業 8 6 （2） 14 （2） 13 （5） 2 （2） 29 （9）

金 融 業、 保 険 業 2 （2） 2 （2） 11 （6） 13 （8）

不 動 産 業 、
物 品 賃 貸 業 1 （1） 1 （1） 1 （1）

学術研究、専門・
技 術 サ ービス 業 1 1 （0） 2 3 （0）

宿 泊 業、 飲
食 サ ー ビ ス 業 1 1 （0） 1 （1） 1 3 （1）

生 活 関 連 サ ービ
ス 業、 娯 楽 業 0 （0） 1 1 （0）

教育、
学習
支援業

学校教育 1 1 （0） 5 （3） 2 （1） 1 （1） 9 （5）

学習支援 0 （0） 2 2 （0）

医療・
福祉

医療･保健 1 1 （0） 4 （2） 37 （15） 14 （6） 6 （1） 62 （24）

福祉･介護 1 1 2 （0） 4 16 （14） 4 26 （14）

複合サービス事業 1 1 （0） 1 （0）

サ ー ビ ス 業
（他に分類されないもの） 0 （0） 0 （0）

公 務 1 （1） 1 2 （1） 5 （2） 1 （1） 1 9 （4）

上 記 以 外 0 （0） 0 （0）

合　　　　　計 18 （4） 13 （2） 31 （6） 58 （22） 40 （17） 30 （20） 19 （5） 178 （70）

※（　）内の数値は高知県内に就職した者
分類は日本標準産業分類による分類　　

５－９ 卒業（修了）者状況
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６　総合情報センター

１　図書等受入状況（平成24年度）
（単位：冊）

永　国　寺 池 合　　計

図　　　書

和　漢　書

蔵書数
（Ｈ24 年 4/1 現在） 138,211 73,499 211,710

平成 24 年度
受入数 2,749 2,116 4,865

蔵書数 
（Ｈ25 年 4/1 現在） 140,960 75,615 216,575

洋　　　書

蔵書数
（Ｈ24 年 4/1 現在） 24,701 11,160 35,861

平成 24 年度 
受入数 481 495 976

蔵書数
（Ｈ25 年 4/1 現在） 25,182 11,655 36,837

合　　　計

蔵書数 
（Ｈ24 年 4/1 現在） 162,912 84,659 247,571

平成 24 年度 
受入数 3,230 2,611 5,841

蔵書数 
（Ｈ25 年 4/1 現在） 166,142 87,270 253,412

（単位：タイトル）

永　国　寺 池 合　　計

雑　　　誌

和　雑　誌

蔵書数 
（Ｈ25 年 4/1 現在） 1,200 1,444 2,644

平成 24 年度 
受入数 261 279 540

平成 24 年度 
受入開始数 －46 3 －43

洋　雑　誌

蔵書数 
（Ｈ25 年 4/1 現在） 223 191 414

平成 24 年度 
受入数 33 61 94

平成 24 年度 
受入開始数 －5 5 0

合　　　計

蔵書数 
（Ｈ25 年 4/1 現在） 1,423 1,635 3,058

平成 24 年度 
受入数 294 340 634

平成 24 年度 
受入開始数 －51 8 －43

６－１ 図書等受入状況
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２　図書館利用状況（平成24年度）

３　学内ＬＡＮの状況（平成24年度）

（単位：人）

永　国　寺 池 合　　　計
入館者数 27,855 45,630 73,485
貸出人数 3,828 7,163 10,991
貸出冊数（冊） 8,536 17,114 25,650

（１）サーバ、ネットワークシステムの概要
　○　サーバ

　　　基幹サーバとして仮想サーバ（永国寺に３台、池に１台）、運用管理サーバ等で、FireWallと 

virus checkerを入れている。　

　○　ネットワークシステム

　　　永国寺キャンパスからSINET４と高知IXのマルチホームで外部に繋がっており、永国寺キャン

パスと池キャンパスは１Gbpsで接続されている。

（２）登録ＩＤ総数及び教職員、学生、大学院生ごとの内訳
　○　UNIXワークステーション登録

　　　教職員　187名（教員　119名、事務職員　68名）

　　　学　生　 50名（学部　 26名、大学院　　24名）

　○　ＷｉｎｄｏｗｓＮＴシステム登録

　　　教職員　107名、学生　1,220名

　○　接続端末の総数

　　　総数　　約800台

　　　　永国寺キャンパス　約350台

　　　　池キャンパス　　　約450台

６－２ 図書館利用状況
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７　国際交流

７ 国際交流

１　米国　マサチューセッツ州エルムズ大学との交流
　●平成 10 年 10 月　　国際交流協定締結
　●交流状況
　　　・短期学生研修生の派遣や受入れ
　　　・一年以内の中長期留学生の派遣や受入れ
　●平成 24 年度実績（平成 25 年３月31日現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）

短期（2 週間） 学期（3ヶ月以上 1 年未満）
派遣 受入 派遣 受入

9 10 1 0

２　米国　オレゴン州オレゴン・ヘルスサイエンス大学看護学部との交流
　●平成 12 年 1 月　　大学院看護学研究科との間で国際交流協定締結

３　中国　華中師範大学との交流
　●平成 13 年 2 月　　国際交流協定締結

４　モンゴル　国立科学技術大学他との交流
　●平成 19 年 10 月　　国際交流協定締結
　●交流状況
　　　・２ヶ月以内の短期留学生の派遣や受入れ

５　中国　北京聯合大学旅游学院との交流
　●平成 18 年 10 月　　国際交流協定締結
　●交流状況
　　　・一年間の長期留学生の派遣や受入れ
　●平成 24 年度実績（平成 25 年３月31日現在）

　　　　　　　　　 （単位：人）
派遣 受入

1 2

６　台湾　文藻外語学院との交流
　●平成 19 年 1 月　　国際交流協定締結
　●交流状況
　　　・一年間の長期留学生の派遣や受入れ
　●平成 24 年度実績（平成 25 年３月31日現在）

　　　　　　　　　 （単位：人）
派遣 受入

1 2

7　米国　カリフォルニア州立大学ノースリッジ校との交流
　●平成 20 年 7 月　　国際交流協定締結
　●交流状況
　　　・一年間の長期留学生の派遣や受入れ
　●平成 24 年度実績（平成 25 年３月31日現在）
　　　・派遣、受入れともなし
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8　イタリア　ヴェネチア“カ・フォスカリ”大学アジア北アフリカ学科との交流
　●平成 25 年 1 月　　大学対学科間で国際交流協定締結
　●交流状況
　　　・一年間の長期留学生の派遣や受入れ
　●平成 24 年度実績（平成 25 年３月31日現在）

　　　　　　　　　 （単位：人）
派遣 受入

0 10

9　米国　カリフォルニア大学サンフランシスコ校との交流
　●平成 24 年 3 月　　国際交流協定締結

10 マレーシア国　サバ大学との交流
　●平成 24 年 11 月　　大学間で国際交流協定締結

　　　　　　　　　 （単位：人）
派遣 受入

0 2

７ 国際交流
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８　開かれた大学

１　公開講座等実施状況（平成24年度）

○公開講座

区　　分 内　　　　　　容 回数 実施時期 参加数
（人） 対象者

文化学部

第１回「高校生のための文化学講座」 1 6/23 93

高校生第２回「高校生のための文化学講座」 1 8/5 102

第３回「高校生のための文化学講座」 1 12/22 18

日本学レクチャーシリーズ：ことばメガネ 1 5/18 180

一般

日本学レクチャーシリーズ：MIT 教授の「文
化可視化」プロジェクト 1 5/28 70

日本学レクチャーシリーズ：Rescued by Writing: 
an American Expat's Experience in Japan 1 7/19 50

日本学レクチャーシリーズ：オランダ人を魅
了した土佐和紙の世界 1 10/26 30

日本学レクチャーシリーズ：太平洋を巡って 1 11/23 30

日本学レクチャーシリーズ：土佐人に語る土
佐の歴史 1 1/11 50

看護学部

夏の公開講座「新人看護師のためのフィジカル
アセスメント」 1 8/27 35 臨床経験 3 年目

までの看護職者

冬の公開講座「新人看護職者の人材育成につ
いて―新人看護師職員研究をふまえて―」 1 11/3 90

保 健 医 療 福 祉
施設の看護職者
および本学学生

最新実践看護講座Ⅰ「看護職者にとっての生涯
教育」 1 6/9 132 看護職者及び

学生

最新実践看護講座Ⅰ「在宅療養に向けて」 1 9/30 19 看護職者及び
学生

最新実践看護講座Ⅱ「生命の危機的状況にあ
る患者・家族への看護支援」 1 9/26 55 看護職者及び

学生
最新実践看護講座Ⅱ「生活習慣病を予防する
看護活動」 1 9/27 30 看護職者及び

学生
社会福祉

学部 高校生のための公開講座２０１２ 1 8/4 58 高校生

地域教育研
究センター

地域活性化フォーラム「支え合う地域社会づ
くりを目指して」 1 12/16 123 一般

健康長寿
センター

健康長寿センター　夏の公開講座「新人看護
師のためのフィジカルアセスメント」 1 8/27 41 一般県民

高知医療センター・高知県立大学包括的連携
協議会事業「訪問看護の魅力を語りつくすフォー
ラム」

1 10/7 170 一般県民

第 2 回公開講座「新人看護職者の人材育成に
ついて」 1 11/3 90 一般県民

８－１ 公開講座等実施状況
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区　　分 内　　　　　　容 回数 実施時期 参加数
（人） 対象者

健康長寿
センター

子育て支援事業：赤ちゃん同窓会 1 11/18 159 一般県民

平成 24 年度　親子でスリム教室 1 11/24 58 一般県民

平成 24 年度地域医療フォーラム「Let's　チー
ムケア進めよう多職種連携」 1 11/25 106 一般県民

第 1 回健康長寿センター体験型セミナー「介護
疲れを癒そう！」四万十市 1 12/9 37 幡多地区民

土佐市立土佐南・高岡中学校出前講座「味覚
の不思議」 1 10/18・

12/7・12/10 229 土佐市中学生

第 2 回健康長寿体験型セミナー「認知症につい
てみんなで学ぼう！支えあおう！つなごう！認知症に
ついての話　和　輪」（土佐清水市）

1 2/3 118 土佐清水市民

第 3 回健康長寿センター食の体験型セミナー「栄
養バランスの良い食生活」（仁淀川町） 1 2/15 53 仁淀川町民

平成 24 年度第 2 回親子でスリム教室 1 3/20 40 一般県民

慢性疾患を有する患者を対象とした料理教室　
H24 年度は「糖尿病料理教室」 1 3/23 19 一般県民

大学院 なし

合　計

８－１ 公開講座等実施状況

29 2,285
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○リカレント講座

区　　分 内　　　　　　容 回数 実施時期 参加数
（人） 対象者

健康栄養
学部 南海トラフ地震に備えて「災害食を考えよう」 1 3/16 22 栄養士、　　

管理栄養士

文化学部

ことばの考古学 － 日本語はどのように
して成立したか？ 1 7/23 14

県下の国・公・
私 立 小 学 校、
中学校、高等
学校および特
別支援学校の
教員

国際的指標から見るジェンダー 1 7/25 7

比べてみよう、日本と中国 1 7/28 4

文化理解、異文化理解－聞く、読む、話す、
exchange 1 7/30 13

日本語は本当にあいまいな言語なの？ 1 8/4 7

日・英詩を読む　－日・英詩を通じて日
英の文化を考える－ 1 8/6 5

つなげて読んでみよう、日本近代文学（そ
の二） 1 8/7 8

英語音声について－発音指導を支える英
語音声学（子音編） 1 8/8 8

看護学部

『遺伝性腫瘍患者・家族への遺伝カウンセ
リングについて』 1 5/11 14

修士・博士課
程修了生およ
び大学院生

『CNS のキャリア発達－ CNS 認定更新前
の CNS 役割開発について－』 1 7/14 32

修士・博士課
程修了生およ
び大学院生

『慢性心不全患者の在宅療養の維持・継続
を可能にするアプローチ』 1 8/19 29 看護職者

『子どもたちを守る！！救急時の対応』 1 8/28 15

看 護 職 者・保
育 士・養 護 教
諭・保健師・大
学院生・教員

『保健師活動を考える～東日本震災　福島
避難所への支援活動を通して～』 1 9/2 18 保 健 師・大 学

院生・学部生

『訪問看護の魅力を語りつくす』 1 10/7 170 看護職者

『がん看護専門外来について－ OCNS に
よるがん看護専門外来の立ち上げと活動
の実勢－』

1 11/9 12
修士・博士課
程修了生およ
び大学院生

『精神科看護師の継続教育への手掛りを得
る』 1 2/23 24

修士・博士課
程修了生およ
び大学院生

『大分県の小児在宅支援の充実に向けた活
動』 1 3/10 16

修了生・看護
職者・大学院
生・教員

８－１ 公開講座等実施状況
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８－１ 公開講座等実施状況

区　　分 内　　　　　　容 回数 実施時期 参加数
（人） 対象者

社会福祉
学部

精神障害のある人の居住支援を考える 1 10/13 63

保健・医療・
福祉関係
従事者

年金・医療・介護システムの動向とゆく
え 1 11/10 71

介護とは何か　－介護福祉入門－ 1 12/1 31

福祉・介護実践の効果をどのように〈測
定する〉のか 1 12/15 34

健康長寿
センター

看護相談室 2012　老人看護　ケア検討会 1 6/12 27 保健医療福祉
関係者

がん看護学ケア検討会「質が高いがん看
護実践を検討する会」第 1 回 1 6/16 32 保健医療福祉

関係者
看護相談室　看護管理学領域ケア検討会

（第 1 回） 1 6/22 29 保健医療福祉
関係者

看護教員継続研修 1 8/7・8/8・
8/20・8/21 94 保健医療福祉

関係者
講演会「保健医療政策に貢献できる研究
とは」 1 8/30 92 保健医療福祉

関係者
地域看護領域リカレント教育「保健師活
動を考える～東日本大震災　福島避難所
への支援活動を通して～」

1 9/2 28 保健医療福祉
関係者

高知県看護協会・地域看護ブロック会（健
康長寿センター共催事業） 1 9/8・11/15・

2/2 94 保健医療福祉
関係者

高知県介護職員喀痰吸引等研修 1

9/20・9/21・
9/29・9/30・

10/20・12/15・
12/16・2/16・
2/17・3/25・

3/27

121 保健医療福祉
関係者

リカレント「病を持ちながら地域で生活
する精神障がい者の「就労」について考
える」

1 10/6 77 保健医療福祉
関係者

リカレント教育講座－精神障害のある人
の居住支援を考える－ 1 10/13 63 保健医療福祉

関係者
リカレント教育講座－年金・医療・介護
システムの動向とゆくえ－ 1 11/10 71 保健医療福祉

関係者
リカレント教育講座－介護とは何か：介
護福祉入門－ 1 12/1 31 保健医療福祉

関係者
リカレント教育講座－福祉・介護実践の
効果をどのように〈測定する〉のか－ 1 12/15 34 保健医療福祉

関係者

合　　　　計 35 1,410
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○その他

区　　分 内　　　　　　容 回数 実施時期 参加数
（人） 対象者

文化学部
県民開放授業
　　　前期　　［開講講座数］　 12 講座 ［受講者数］　のべ 56 人
　　　後期　　［開講講座数］　 16 講座 ［受講者数］　のべ 61 人

看護学部

＜看護相談室事業＞　
ケア検討会・交流会
10 領域
　家族看護学・精神看護学・がん看護学・小児看

護学母性・助産看護学・老人看護学・看護管理
学 ・慢性期看護学・地域看護学・在宅看護学

28 通年 628 保健医療 
関係者等

がん患者の治療・療養・生活過程を支える高度な看
護実践の展開

『がん治療における薬物療法の意義と展望・がん薬
物療法についての基本的知識』

『投与中ショック・血管トラブルへの対処とセルフケア
支援』

1 7/22 445 保健医療 
関係者等

がん患者の治療・療養・生活過程を支える高度な看
護実践の展開

『悪心・嘔吐、皮膚毒性への対応とセルフケア支援』
『血液毒性、末梢神経障害への対応とセルフケア支
援』

『治療選択と継続に関わる意思決定支援』

1 12/15 523 保健医療 
関係者等

８－１ 公開講座等実施状況
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２　学会役員等の状況（平成24年度）

（１）全国・国際学会の理事・幹事
学部 職　名 氏　名 学　　会　　名 理事・幹事の別

健
康
栄
養
学
部

教　授 川村美笑子

日本微量栄養素研究会 評議員
日本健康・栄養システム学会 評価委員・編集委員
日本栄養改善学会 評議員
日本医学看護学教育学学会 評議員

教　授 佐藤　　厚 日本栄養・食糧学会 本部評議員
教　授 逸見　幾代 日本栄養改善学会 評議員

教　授 渡邊　浩幸 日本栄養・食糧学会 代議員
日本脂質栄養学会 評議員

教　授 村上　　尚 日本肥満学会 評議員

教　授 和田　安彦

日本衛生学会 評議員・英文誌編集委員
日本産業衛生学会 代議員
日本産業衛生学会四国地方会 監事
日本職業・災害医学会 評議員

准教授 川口　順子 日本衣服学会 幹事
日本家政学会 中四支部代議員・機関幹事

文
化
学
部

教　授 佐藤　恵里
民俗芸能学会 評議員
にわか学会 代表委員
芸能史研究会 評議員

教　授 橋尾　直和

流域圏学会 評議委員
土佐民俗学会 常任理事
いざなぎ流と物部川流域を考える会 理事
土佐歴史資料研究会 理事

教　授 東原　伸明 中古文学会 年度委員
学術団体物語研究会 委員

准教授 高西　成介 中国古典小説研究会　 幹事

看　

護　

学　

部

教　授 畦地　博子 日本精神保健看護学会 理事・評議員
日本看護科学学会 代議員

教　授 池添　志乃

日本家族看護学会 評議員
日本看護科学学会 代議員
全国養護教諭養成大学協議会 理事
中国・四国学校保健学会 理事

教　授 池田　光徳 日本皮膚科学会高知地方会 幹事
教　授 竹崎久美子 日本老年看護学会 評議員
教　授 時長　美希 日本看護科学学会 評議員

教　授 中野　綾美

日本家族看護学会 理事
日本看護科学学会 代議員
日本看護倫理学会 評議員
日本小児保健協会 評議員

教　授 長戸　和子 日本家族看護学会 評議員
日本看護科学学会 代議員

教　授 野嶋佐由美

日本看護系学会協議会 代表理事
日本看護系大学協議会 代表理事 ( 平成 24 年 6 月まで）
日本精神保健学会 理事（平成 24 年 6 月まで）
日本看護科学学会 代議員

教　授 藤田　佐和
日本緩和医療学会 代議員
日本がん看護学会 理事
日本慢性看護学会 評議員

８－２ 学会役員等の状況
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学部 職　名 氏　名 学　　会　　名 理事・幹事の別

看　

護　

学　

部

教　授 宮武　陽子
日本看護教育学会 評議員
日本慢性看護学会 評議員
日本糖尿病教育・看護学会 評議員・監事

教　授 森下　利子
日本看護科学学会 代議員
日本看護研究学会 評議員
日本看護研究学会中国・四国地方会 運営委員・学術委員

教　授 森下　安子 日本災害看護学会 理事
日本看護科学学会 代議員

教　授 山田　　覚

日本災害看護学会 評議員
日本看護科学学会 代議員
日本医療・病院管理学会 評議員
World Academy of Nursing Science Founding board Member

准教授 大川　宣容 日本医療教授システム学会中四国支部 副代表理事
講　師 石川　麻衣 日本災害看護学会 理事
助　教 畠山　卓也 日本精神科看護技術協会 常任理事

社
会
福
祉
学
部

教　授 杉原　俊二 ＫＪ法学会 運営委員・編集委員
日本人間科学研究会 常務理事

教　授 住友　雄資
日本精神保健福祉学会 理事兼事務局長
日本社会福祉学会 代議員
日本社会福祉学会中国・四国部会 監事

教　授 林　　美朗 日本病跡学会 理事
北海道大学国語国文学会 評議員

教　授 宮上多加子 ナイチンゲール KOMI ケア学会 理事
准教授 後藤由美子 日本認知症ケア学会 評議員

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

教　授 一色　健司 日本分析化学会 中四国支部庶務幹事
流域圏学会 理事，編集・出版委員長

会長
評議員
運営委員

教　授 宇野　浩三 住まい・環境教育学会

准教授 團野　哲也 日本繊維製品消費科学会 諮問委員
日本衣服学会 幹事

８－２ 学会役員等の状況

教　授　荻沼　一男　国際染色体植物学会
教　授   清原　泰治     日本スポーツ産業学会　
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（２）教員が受託した審議会・委員会の委員等
学部 職　名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

生　
　

活　
　

科　
　

学　
　

部

教　授 井本　正人
（財）こうち男女共同参画社会づくり財団評議員 理事長　速瀬　愛子
高知県公共交通経営対策検討委員会 総務部会長 高知県知事 

教　授 宇野　浩三 高知市都市計画審議会委員 高知市長

准教授 三浦　要一

高知県文化財保護審議会委員 高知県教育委員会
高知県文化財専門委員 高知県教育委員会
高知市文化財保護審議会委員 高知市教育委員会
史跡高松城跡建造物検討委員会委員 高松市教育委員会
植木枝盛旧邸移設復元等検討委員会委員副委員長 高知市教育委員会

教　授 一色　健司

高知県環境審議会委員 高知県知事 
高知県環境審議会総合部会長 高知県知事 
高知県環境審議会水環境部会員 高知県知事 
高知県環境影響評価技術審査会委員 高知県知事 
新宇治川放水路地下水監視委員会委員 いの町長 

教　授 大村　　誠

第27回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS 2009：つくば）
プログラム小委員会n ） Earth Observation 委員（副委員長）

第27回　宇宙技術および科学の国際シ
ンポジウム組織委員会
　委員長　小野田　淳次郎

（財）資源・環境観測解析センターPALSAR データ利用委員会委員 （財）資源・環境観測解析センター
　専務理事　吉田高明

（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA）　水害（浸水）抽出研究分科
会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
宇宙利用ミッション本部長　本間　正修

（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA）　土砂ワーキンググループ委員 独立行政法人宇宙航空研究開発機構
宇宙利用ミッション本部長　本間　正修

教　授 荻沼　一男 （財）高知県国際交流協会評議員 （財）高知県国際交流協会

助　手 堀内　和美
高知市里山保全審議会副会長 高知市
高知市緑政審議会副委員長 高知市長

健　

康　

栄　

養　

学　

部

教　授 川村美笑子

高知県食の安全・安心推進議会委員 高知県知事
高知県農林業基本対策審議会特別委員 高知県知事
高知県産業保健推進センター特別委員 高知産業保健推進センター長
高知県食育推進協議会（会長） 高知県知事
高知県衛生研究所評価委員 高知県知事

教　授 佐藤　　厚 高知県健康づくり推進協議会委員 高知県知事

教　授 逸見　幾代

東温市食育推進委員 東温市長
日本栄養士会雑誌査読委員 日本栄養士会長
日本栄養改善学会栄養学雑誌査読委員 日本栄養改善学会長
香川栄養学園　家庭料理技能検定実施委員 香川栄養学園長
平成24年度高知県公立学校教員採用筆記試験問題研究員 高知県教育長
女子栄養大学香友会愛媛支部長 女子栄養大学香友会長

教　授 渡邊　浩幸
高知県食品産業研究チーフアドバイザー 高知県知事
高知県事業審査アドバイザー 高知県知事
産学官連携会議委員 高知県知事

教　授 和田　安彦 高知出版学術賞審査委員会審査委員 高知市長

８－２ 学会役員等の状況
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学部 職　名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

文　
　

化　
　

学　
　

部

教授 岩倉　秀樹

高知弁護士会懲戒委員会委員 高知弁護士会会長
高知県公文書開示審査会委員（副会長兼第１小委員会委員長） 高知県知事
高知市行政情報公開・個人情報公開審査会委員（会長） 高知市長
高知市議会情報公開・個人情報保護審査会委員（会長） 高知市議会議長
高知市放置自動車廃物判定委員会委員（委員長） 高知市長
高知県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会

（会長） 高知県後期高齢者医療広域連合長

こうち人づくり広域連合情報公開・個人情報保護審査会委員 こうち人づくり広域連合長

教　授 佐藤　恵里

高知出版学術賞審査委員会審査委員 高知市長
高知県文化賞選考委員 高知県知事
高知県立文学館運営協議会委員 高知県立文学館館長
高知県立歴史民俗資料館運営協議会 高知県立歴史民俗資料館館長
ねんりんピックよさこい高知2013式典演技部会委員 高知県知事

教　授 橋尾　直和

豊永郷民俗資料館建設委員会委員 ＮＰＯ豊永郷民俗資料保存会理事長
流域圏学会評議委員 流域圏学会会長
高知市文化財保護審議会委員 高知市教育長
焼畑による山おこしの会評議員 焼畑による山おこしの会会長
スローフード高知委員 スローフード高知会長

看　
　

護　
　

学　
　

部

教　授 池添　志乃

平成25年度高知県公立学校教員採用候補者選考審査筆記審査問
題の調査研究員 高知県教育長

高知県スクールヘルスリーダー連絡協議会委員 高知県教育委員会事務局スポーツ健康
教育課長

教　授 池田　光徳 高知県健康づくり推進協議会 高知県健康政策部長

教　授 竹崎久美子
平成24年度　保健師助産師看護師等実習指導者講習会  運営委員
会及び災害看護委員会委員 高知県看護協会

平成24年度高知県自然災害時保健活動ガイドライン見直し検討会委員 高知県健康長寿対策課長

教　授 時長　美希
高知県人材育成ガイドライン評価検討会委員 高知県健康政策部長
高知市建築審査会委員 高知市長
平成23年度地域保健従事者研修運営委員会委員 高知県看護協会会長

教　授 中野　綾美

高知県地方薬事審議会委員 高知県
高知医療センター地域医療支援病院運営委員会委員 高知医療センター病院長
新人看護職員研修推進事業検討委員会委員長 高知県健康政策部長
高知県小児保健協会理事 高知県小児保険協会理事長
高知県周産期医療研修会理事 高知県
高知県母性衛生学会理事 高知県母性衛生学会理事長
日本看護系大学協議会専門看護師教育課程認定委員会小児看護
専門分科会委員 日本看護系大学協議会長

教　授 野嶋佐由美

高知医療センター地域医療支援病院運営委員会委員 高知県・高知市病院企業団立高知医療
センター長

大学設置・学校法人審議会専門委員 文部科学大臣
国立大学教育評価委員会 大学評価・学位授与機構長
日本看護協会専門看護師認定実行委員会委員 日本看護系大学協議会長
高知保護司選考委員 法務大臣
高知市民の大学運営委員会委員 委員長
高知医療センター治験審査委員会 高知医療センター長

教　授 藤田　佐和

日本看護系大学協議会専門看護師教育課程認定委員会がん看護専
門分科会委員 日本看護系大学協議会会長

日本看護協会専門看護師認定実行委員会委員 日本看護協会会長
中国四国がんプロフェッショナル養成プラン理事・がん看護専門看護師
コース幹事校、カリキュラム企画運営委員会委員

中国・四国広域がんプロ養成コンソーシア
ム協議会代表　

ＮＰＯ高知緩和ケア協会理事・評議員学術委員会長 NPO高知緩和ケア協会
高知医療センター治験審査委員会 高知医療センター長

社会保険診療報酬支払基金高知支部幹事 社会保険診療報酬支払基金高知支部
幹事

高知がん診療連携協議会委員 高知大学医学部付属病院長
教　授 藤田　冬子 平成24年度長浜赤十字病院医療倫理委員会委員 長浜赤十字病院長

８－２ 学会役員等の状況
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学部 職　名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

看　
　

護　
　

学　
　

部

教　授 松本　鈴子 高知母性衛生学会理事 高知母性衛生学会会長

教　授 宮武　陽子

専門分野（糖尿病）における看護師育成事業検討会委員 高知県健康政策部長
平成25年度高知県公立学校教員採用候補者選考審査筆記審査問
題の調査研究員 高知県健康政策部長

日本糖尿病教育・看護学会研究推進委員会委員 日本糖尿病教育・看護学会理事長

教　授 森下　利子

高知大学医学部附属病院医療問題委員会委員 高知大学医学部附属病院院長　
平成24年度高知県教科用図書選定審議会委員 高知県教育長
高知県衛生研究所疫学倫理審査委員会委員 高知県衛生研究所長
高知県准看護師試験委員 高知県知事

教　授 森下　安子

いの町・吾北・日高村介護認定審査会委員（仁淀川広域市町村圏事務組合） 仁淀川広域市町村圏事務組合長
南海地震長期浸水対策検討会委員 高知県知事
高知県高齢者保健福祉推進委員会委員 高知県地域福祉部長
高知県訪問看護推進協議会委員 高知県健康政策部長
地域包括支援センター研修企画会議委員 高知県地域福祉部高齢者福祉課長
平成24年度　在宅ケア看護師研修運営委員会の委員 高知県看護協会会長
平成２４年度日本看護系大学協議会専門看護師教育課程認定
委員会の在宅看護専門分科会の委員就任

日本看護系大学協議会
専門看護師教育課程認定委員会委員長

日高村高齢者福祉計画及び第5期日高介護保険事業計画策定委員会委員 日高村村長

教　授 山田　　覚

高知県災害医療救護計画見直し検討委員会委員 高知県知事
高知県産学官連携会議『テーマ別部会』部会員 高知県商工労働部新産業推進課長
高知県自然災害時保健活動ガイドライン見直しに係る検討会 高知県健康政策部健康長寿政策課長
高知市防災会議の幹事 高知市長
認定看護管理者制度セカンドレベル教育課程の運営委員 高知県看護協会長
地域保健従事者研修運営委員会委員 高知県看護協会長

准教授 佐東　美緒 高知市子育て支援計画推進協議会委員 高知市長

准教授 田井　雅子
高知県災害時心のケア体制整備検討会の委員 高知県地域福祉部長
高知県精神保健福祉協会　研修部の委員 高知県精神保健福祉協会会長
高知県こころのケアマニュアル作成ワーキンググループの委員 高知県地域福祉部長

講　師 石川　麻衣
平成24年度高知県自然災害時保健活動ガイドライン見直し検討会委員 高知県健康長寿政策課長
平成24年度　地域保健従事者研修運営委員会の委員 高知県看護協会会長

助　教 高谷　恭子 『こうちこども救急ダイヤル』（小児救急電話相談事業）協議会委員 高知県看護協会長

准教授 神原　咲子 土佐市災害時要援護者支援体制連絡協議会の委員 土佐市長

社　

会　

福　

祉　

学　

部

教　授 小坂田　稔

高知県社会福祉審議会委員（副会長） 高知県知事
高知県福祉人材センター・高知県福祉研修センター運営委員会委員

（委員長） 高知県社会福祉協議会長

岡山県介護予防市町村支援委員会委員（委員長）　　　　　　 岡山県知事
岡山県津山市地域包括ケア会議委員（委員長） 津山市社会福祉協議会長
岡山県真庭市社会福祉協議会第2次地域福祉活動計画策定委員会
委員長 真庭市社会福祉協議会長

岡山県美咲町地域包括ケア会議会長 美咲町町長
高知市地域福祉計画推進協議会会長 高知市長
高知市成年後見サポートセンター運営委員会委員 高知市社会福祉協議会会長
岡山県福祉移送特区津山・真庭・勝英地区運営協議会会長 岡山県知事

教　授 杉原　俊二 高知県スクールソーシャルワーカー活用事業スーパーバイザー 
（高知県教育委員会） 高知県教育委員会

教　授 住友　雄資

精神保健福祉士試験委員会（（財）社会福祉振興・試験センター）副委
員長

（財）社会福祉振興・試験 
センター理事長

（一般社団法人）日本精神保健福祉士養成校協会副会長 （一般社団法人）日本精神保健福祉士養
成校協会長

教　授 田中きよむ

高知市社会福祉審議会委員 高知市長
高知市国民健康保険運営協議会委員 高知市長
高知市福祉有償運送運営協議会委員 高知市長
運営適正化委員会委員 高知県社会福祉協議会会長　
地域支援ワーカー養成研修プログラム検討会委員 高知県社会福祉協議会会長
日高村地域福祉計画・活動計画アドバイザー 日高村・日高村社会福祉協議会
土佐清水市地域福祉計画・活動計画アドバイザー 土佐清水市・土佐清水市社会福祉協議会

８－２ 学会役員等の状況
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学部 職　名 氏　　名 審議会・委員会名等 発　令　者

社　

会　

福　

祉　

学　

部

教　授 田中きよむ

安芸市地域福祉計画・活動計画アドバイザー 安芸市・安芸市社会福祉協議会
佐川町地域福祉計画・活動計画アドバイザー 佐川町・佐川町社会福祉協議会
四万十町地域福祉活動計画アドバイザー 四万十町社会福祉協議会
津野町地域福祉活動計画アドバイザー 津野町社会福祉協議会
仁淀川町地域福祉活動計画アドバイザー 仁淀川町社会福祉協議会
高知県地域救済対策委員 財団法人ひかり協会
介護予防一般高齢者施策事業アドバイザー 中芸広域連合地域包括支援センター
厚生労働省平成24年度セーフティネット支援対策事業費補助金（社会
福祉推進事業分）「共生型福祉施設の設置運営支援事業」ワーキング
グループ座長

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング取締
役社長

高知県地域年金事業運営調整会議委員長 高知東年金事務所長
高知弁護士会綱紀委員会委員・高知弁護士会資格審査会予備委員 高知弁護士会会長

教　授 丸岡　利則
高知県共同募金会評議員および配分委員 高知県社会福祉協議会会長
日常生活自立支援契約締結審査会委員（委員長） 高知県社会福祉協議会会長

教　授 宮上多加子

高知県医療審議会委員 高知県知事
（財）高知県福祉基金理事 （財）高知県福祉基金理事
高知市民生委員推薦会委員 高知市長
高知県介護・福祉分野雇用検討委員会委員 高知県知事
県立高等学校再編振興検討委員会委員 高知県教育長

教　授 長澤紀美子 高知市行政改革推進委員会委員 高知市
准教授 後藤由美子 高知県介護福祉士会監事 高知県介護福祉士会会長

准教授 鈴木　孝典

高知県自立支援協議会委員 高知県知事
高知県精神医療審査会委員 高知県知事
高知県障害者施策推進協議会委員 高知県知事
高知県障害者介護給付費等不服審査会委員 高知県知事
高知県精神障害者アウトリーチ推進事業評価検討委員会委員（副会長） 高知県知事
高知市障害者計画等推進協議会委員（副会長） 高知市長
高知市障害者計画等推進協議会公募委員選考委員会委員（会長） 高知市長
高知市自立支援協議会相談支援のあり方に関する検討会委員 高知市長

（一般社団法人）日本精神保健福祉士養成校協会 精神保健福祉士
実習演習担当教員講習会企画委員会　委員

（一般社団法人）日本精神保健福祉士養
成校協会長

准教授 西内　　章
高知県生きがい健康づくり推進協議会委員（高知県社会福祉協議会） 高知県社会福祉協議会会長
高知県スクールソーシャルワーカー活用事業スーパーバイザー

（高知県教育委員会） 高知県教育長

講　師 西梅　幸治
高知市教育研究所運営委員 高知市教育委員会
高知県スクールソーシャルワーカー活用事業スーパーバイザー

（高知県教育委員会） 高知県教育委員会

講　師 福間　隆康 高知県社会福祉士会理事 高知県社会福祉士会会長
講　師 三好　弥生 介護福祉士試験委員 （財）社会福祉振興・試験センター理事長

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

教　授 一色　健司

高知県環境審議会，同　総合部会，同　水環境部会 高知県知事
新宇治川放水路地下水監視委員会 いの町長
高知県環境影響評価技術審査会 高知県知事
高知県廃棄物処理施設設置審査会 高知県知事
高知市産業廃棄物処理施設設置審議会 高知市長

仁淀川流域学識者会議 国土交通省四国地方整備局長，高知県
知事

教　授 荻沼　一男
（公財）高知県国際交流協会評議員 高知県国際交流協会代表理事
（公財）高知県産業振興センター評議員 高知県産業振興センター理事長

教　授 清原　泰治

ねんりんピックよさこい高知2013実行委員会事業・式典専門委員会委
員長

ねんりんピックよさこい高知2013実行委員
会会長（高知県知事）

生涯スポーツ推進県民会議プラン作成委員会委員 生涯スポーツ推進県民会議会長（高知
県知事）

高知県社会貢献活動支援推進会議委員 高知県知事
高知市スポーツ推進審議会副委員長 高知市教育長

８－２ 学会役員等の状況
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３　学外提供用刊行物作成状況（平成24年度）
作　成　元 担　当　部　署 名　　　　　　　　　　　　　　　　称

全 学

学生課

平成25年度入学者選抜に関する要項

平成25年度学生募集要項
（AO入試、推薦入試、３年次編入学試験、一般入試、私費留学生入試）
平成25年度高知県立大学大学院学生募集要項

（健康生活科学研究科、看護学研究科、人間生活学研究科）
高知県立大学大学院案内
ｖｏｉｃｅ

図書情報課 高知県立大学　　紀要

広報委員会
2014大学案内高知県立大学（日本語版、英語版）、高知県立大学2012　
OPEN　CAMPUS（パンフレット、ポスター）、広報誌２誌（県民大学、もっと
県民大学）

健 康 長 寿 センター 健康長寿センター 健康長寿センターパンフレット

健 康 栄 養 学 部 健康栄養学部健康栄養学科
高知県立大学健康栄養学部報　第２号
高知県立大学健康栄養学部（学部紹介パンフレット「SEASON」）

文 化 学 部
企画広報委員会 ポケット文化（学部紹介パンフレット）
企画広報委員会 ニッポンヲカタロウ（日本学プログラム紹介パンフレット）
自己点検・評価委員会 文化学部活動記録

看 護 学 部 看護学部看護学科

看護学部活動報告書
看護学部委員会報告
看護学部　年報
平成24年度看護実習要項
高知女子大学看護学会誌　第37巻2号・38巻1号
看護学部オープンキャンパスポスター2013年版
看護学部オープンキャンパスチラシ2013年版
看護学部PR用ポスター2013年版
看護学部PR用チラシ2013年版
看護学部オープンキャンパスポスター2012年版
看護学部PR誌-看護学部受験生向けＰＲ誌2013年版（赤冊子）
看護学部ニュースレター学生生活通信『fure-fure』第3・4号
高知県立大学看護学部同窓会会報　第5・6号
看護実習中の事故予防・安全教育、発生時の対応について（Ver．3）
健康管理のしおり～自分の健康は自分で守ろう～　（冊子）

社 会 福 祉 学 部 社会福祉学部社会福祉学科

平成23年度　社会福祉学部報　第14号（2012年度自己点検評価資料）
（冊子）
２０１２年度社会福祉学部案内（パンフレット）
２０１３年度実習のてびき（冊子）
２０１２年度社会福祉実習報告書（冊子）
２０１２年度介護福祉実習報告書（冊子）
高知県立大学社会福祉学部リカレント教育講座（リーフレット）
高校生のための公開講座２０１２（リーフレット）

地域教育研究センター 地域教育研究センター 高知県立大学地域教育研究センター報　第1号

大 学 院

平成24年度　各研究科学生募集要項
高知県立大学大学院　2012（大学院案内）
英語版大学院案内
人間生活学研究科案内
ラボ読本（高知県立大学大学院研究者紹介）
平成23年度　大学院学位論文要旨集
博士論文内容の要旨及び審査結果の要旨　第7集　第8集

８－３ 学外提供用刊行物作成状況
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９　財　務

１　はじめに

　本法人は、平成２３年４月１日に地方独立行政法人法に基づく公立大学法人となり、今回、第二期

目の決算を迎え財務諸表を作成しました。

　公立大学法人の財務諸表は、企業会計原則を基本としながらも、主たる業務内容が教育・研究であ

り、利益の獲得を目的としないなどの特殊性を考慮した「地方独立行政法人会計基準」に基づき作成

されるもので、本法人の財政状態や運営状況を示したものです。

　　

２　貸借対照表

　貸借対照表は、平成２５年３月３１日現在の、全ての財産（資産、負債・純資産）の状況を表示し

たものです。

（資産の部）

　　資産の総額は、７２億８千８百万円です。

　　うち、土地・建物等の固定資産が６５億８千５百万円で資産全体の９０．４％を占めています。

また、高知県から出資または継承により取得した財産は、６４億６千６百万円で総資産の８８．７

％となっています。

（負債の部）

　　負債の総額は、９億８千９百万円です。

　　うち、固定負債が７億１千９百万円で、負債全体の７２．４％を占めますが、固定負債の

９９．５％は公立大学法人特有の会計処理による資産見返負債となっています。

　　資産見返負債は、特定の財源で償却資産を取得した場合に、減価償却処理による損益への影響を

排除することを目的とし負債に計上するもので、支払義務のない会計上の負債です。

　　流動負債２億７千万円のうち、主なものは、未払金２億２千３百万円で、そのうち退職金等の人

件費が８千３百万円となっています。

（純資産の部）

　　純資産の総額は、６２億９千８百万円です。

　　うち、資本金（高知県からの出資金）が６１億６千７百万円、資本剰余金が△２億３千８百万

円、利益剰余金が４億３千３百万円となっています。

　　資本剰余金は、高知県から継承した未償却資産６百万円と、出資された建物の損益外減価償却累

計額３億３千万円及び損益外減損損失累計額５百万との差額となります。

9－１，２ はじめに，貸借対照表
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9－２ 貸借対照表

貸借対照表の概要
（単位：百万円）

資　
　

産　
　
の　
　

部

固　
　

定　
　

資　
　

産

有　

形　

固　

定　

資　

産

土地 2,674

負　
　

債　
　
の　
　

部

固定
資産

資産見返負債 716

建物 3,193 長期リース債務 3

構築物 56 小　　計 719

機械装置 51
流　

動　

負　

債

未払金 223

工具器具備品 176 前受金等 1

図書 398 預り金 43

車両運搬具 0 その他 1

美術品・収蔵品 6 小　　計 270

小　　計 6,558

純
資
産
の
部

合　　計 ③ 989

無形固定資産 26 資本金 6,167

投資その他の資産 1 資本剰余金 △ 301

合　　計① 6,585 利益剰余金 433

流
動
資
産

現金及び預金 663 合　　計 ④ 6,298

その他の流動資産 36

合　　計② 700

資産合計 ①＋② 7,288 負債純資産合計 ③＋④ 7,288

※百万円未満切り捨て

資 産
7,288百万円

負 債
989百万円

土地
36.7％

資産見返負債
72.4％

建物・構築物
44.6％

未払金
22.6％

現預金
9.1％

図書
5.5％

機械・器具備品 3.1％

その他 1.0％ その他 0.6％

預り金 4.4％
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３　損益計算書

　損益計算書は、当期（平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日）に発生した法人のすべての

費用とそれに対応する収益、並びに収益から費用を差引いた利益を表示し、法人の運営状況や収益構

造を表示したものです。

（経常費用）

　　経常費用の総額は、２３億７千２百万円です。

　　うち、業務費が２２億２千１百万円、一般管理費が１億５千万円です。

　　業務費の内訳は、教育経費が３億３千３百万円、研究経費が１億５千７百万円、教育研究支援経

費が４千６百万円、人件費が１６億７千２百万円となっています。なお、人件費が経常費用に占め

る割合は、７０．５％となっています。

（経常収益）

　　経常収益の総額は、２６億６百万円です。

　　うち、高知県から交付を受けた運営費交付金の収益が１５億１千３百万円、授業料・入学料・検

定料等の収益が８億２百万円、受託研究・事業等の外部資金による収益が８千７百万円、資産見返

負債戻入が８千３百万円、施設使用料や科学研究費補助金の間接経費等の雑益が１億２千万円とな

っています。

　　資産見返負債戻入は、公立大学法人特有の会計処理によるもので、減価償却処理による費用発生

の都度、資産見返負債を取崩して収益化する際に発生する会計上の収益です。

（経常利益）

　　経常収益から経常費用を差し引いた経常利益は、２億３千４百万円です。

（臨時損益）

　　臨時利益は、３百万円です。

　　これは、永国寺キャンパスでの火災による受取保険金です。

（当期総利益）

　　経常利益に、臨時利益を加算した平成２４年度の当期総利益は、２億３千８百万となりました。

これは貸借対照表の利益剰余金と一致しています。

9－３ 損益計算書
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9－３ 損益計算書

損益計算書の概要
（単位：百万円）

経　
　

常　
　

費　
　

用

業　
　

務　
　

費

教員経費 333

経　
　

常　
　

収　
　

益

運営費交付金収益 1,513

研究経費 157 授業料収益 700

教育研究支援経費 46 入学料収益 77

受託研究費等 4 検定料収益 26

受託事業費 7 受託研究等収益 4

役員人件費 19 受託事業等収益 7

教員人件費 1,281 寄附金収益 1

職員人件費 371 補助金等収益 74

合　　計 2,221 資産見返負債戻入 83

一般管理費 150 その他 121

合　　計 ① 2,372 合　　計 ⑦ 2,606

経常利益 ②（⑦－①） 234

臨時
損失

その他臨時損失 
臨時
利益

受取保険金 4

物品受贈益等

合　　計 ③ 合　計⑧ 4

臨時利益－臨時損失 ④（⑧－③） 3

費用合計 ⑤（①＋③） 2,372 収益合計 ⑨（⑦＋⑧） 2,610

当期総利益 ⑥（⑨－⑤） 238

※百万円未満切り捨て

経常費用
2,372百万円

経常収益
2,606百万円

人件費
70.5％

運営費交付金
58.1％

教育経費
14.1％

研究経費
6.6％

一般管理費 6.3％ 教育研究支援 2.0％

受託研究等 0.5％

学生
納付金
30.8％

雑益 4.6％
資産見返戻入
3.2％

受託・補助金等 3.3％
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４　その他の主要諸表

　①　キャッシュ・フロー計算書

　　通常の事業活動により生じた資金の流れを示す業務活動によるキャッシュ・フローの収支差額
２億９千７百万円から、投資活動によるキャッシュ・フローで表示される設備投資等により生じた
支出合計７千９百万円を減算すると、当期の資金増加額は２億１千８百万円となり、前期繰越額と
併せた期末残高は６億６千３百万円となります。

　②　利益の処分に関する書類

　　利益の処分に関する書類は、損益計算上の利益の処分を明らかにしたものです。

　③　行政サービス実施コスト計算書

　　行政サービス実施コスト計算書は、公立大学法人の運営上のコストのうち、県（住民）が負担し
ている全コストを明らかにしたものです。

9－４ その他の主要諸表

キャッシュ・フロー計算書の概要
（単位：百万円）

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 297
原材料、商品又はサービスの購入による支出 △ 418
人件費支出 △ 1,747
その他支出 △ 138
運営費交付金収入 1,561
学生納付金収入 777
受託・補助金・寄附金収入 120
その他収入 140

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 79
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 0
Ⅳ　資金増加額 217
Ⅴ　資金期首残高 445
Ⅵ　資金期末残高 663

※百万円未満切り捨て

行政サービス実施コスト計算書の概要
（単位：百万円）

Ⅰ　業務費用 1,530
⑴ 損益計算書上の費用 2,372
⑵ 自己収入等 △ 841

Ⅱ　損益外減価償却相当額 142
Ⅲ　損益外減損損失相当額 5
Ⅳ　引当外賞与増加見積額 △ 2
Ⅴ　引当外退職給付増加見積額 △ 10
Ⅵ　機会費用 170
Ⅶ　行政サービス実施コスト 1,837

※百万円未満切り捨て

利益の処分に関する書類（案）の概要
（単位：百万円）

Ⅰ　当期未処分利益 238
当期総利益 238

Ⅱ　利益処分額 238
積立金 0
目的積立金 238

※百万円未満切り捨て
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５　外部資金導入の状況
（１）科学研究費助成事業交付状況
【	科学研究費助成事業交付実績	】	

研究
種目 学　部 役　割 職名 氏　名 研　究　題　目 新規・継

続の別
研究 
期間

～Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25～ 
（予定） 総額（予定含む）

直接 
経費

間接 
経費

直接 
経費

間接 
経費

直接経
費

直接 
経費

間接 
経費

基盤研究
Ａ 看　護 研究代表者 教　授 野嶋佐由美 研究－実践の連携による家族に対する看護エンパワーメント介入の評

価研究 継続 H22～24
Ｈ25繰越 12,360 5,100 6,800 2,520 6,100 25,400 5,100

基盤研究Ａ　小計 12,360 5,100 6,800 2,520 6,100 25,400 5,100

基盤研究 
Ｂ

看　護
研究代表者 教　授 山田　　覚 大規模自然災害に備えた地方大学による地域住民支援システムの構築 新規 H24～28 3,856 1,320 5,944 1,320 5,944

研究代表者 教　授 中野　綾美 脳死による子どもの臓器移植に直面した家族の意志決定を支えるケア
ガイドラインの開発 継続 H23～25 4,500 1,350 4,500 1,350 4,500 9,200 1,680

文　化 研究代表者 准教授 高西　成介 海域交流をキーワードとした中国通俗文芸の学術的研究 新規 H23～25 10,100 3,030 10,056 3,180 10,444 9,000 1,350
基盤研究Ｂ　小計 8,200 2,460 10,192 3,060 8,100 26,492 5,520

基盤研究 
Ｃ

看　護

研究代表者 助教 岩崎　順子 Ｍａｔｅｒｎａｌ　Ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅを育成する看護介入プログラムの開発 新規 H24～26 600 390 2,700 3,300 390
研究代表者 准教授 嶋岡　暢希 乳児期の子どもを育てる母親のＭａｓｔｅｒｙ獲得のプロセスと介入方法の開発 新規 H24～26 539 600 3,561 4,100 600
研究代表者 教　授 池添　志乃 発達障害の子どもと家族を支える養護教諭の共同支援プログラムの開発 継続 H23～25 1,500 600 1,300 240 1,200 4,000 840
研究代表者 教　授 時長　美希 アウトリーチ活動を基盤とした地区活動モデルの構築 継続 H23～25 1,300 390 97 390 2,203 3,600 780
研究代表者 教　授 松本　鈴子 女性の出産に伴うトラウマ後の成長過程と看護者のケア提供モデルの構築 継続 H23～25 300 450 360 390 3,340 4,000 840

研究代表者 教　授 森下　利子 治療期にあるがん患者へのホリスティック・アプローチを基盤とするケア
モデルの開発 継続 H23～25 700 210 278 210 1,122 2,100 420

研究代表者 教　授 森下　安子 地域を基盤とした「地域病院協働型在宅移行支援システム」の開発と
ガイドラインの作成 継続 H23～25 1,800 540 900 270 1,300 4,000 810

研究代表者 講　師 瓜生　浩子 高次脳機能障害者の家族のFamily　Hardiness支援教育マニュア
ルの作成 継続 H23～25 1,800 540 1,114 360 1,086 4,000 900

研究代表者 助　教 坂本　　綾 スタッフ育成における病棟看護師長の役割遂行を促進する教育プロ
グラムの開発 継続 H23～25 900 270 650 360 1,350 2,900 630

研究代表者 教　授 畦地　博子 精神科看護におけるアカウンタビリティ向上のための教育プログラムの作成 継続 H22～24 1,865 630 1,053 360 2,918 990
研究代表者 教　授 長戸　和子 患者家族と看護師のパートナーシップ形成のためのガイドラインの開発 継続 H22～24 2,471 750 831 300 3,302 1,050

研究代表者 准教授 田井　雅子 外来看護師による統合失調症を持つ人に対するセルフマネジメントの
ケアモデル作成 継続 H22～24 1,500 450 695 210 2,195 660

社会福祉
研究代表者 田中きよむ 限界集落の地域的孤立化を基盤とする要援護者の孤立化問題と生

活支援 新規 Ｈ24～26 1,353 420 2,547 3,900 420

研究代表者 教　授 杉原　俊二 うつ経験者の回復期支援法－自分史分析（４テーマ分析法）を用いた
支援の効果 継続 H22～24 900 270 200 60 1,100 330

文　化
研究代表者 准教授 三浦　要一 明治前期の徴発物件資料にみる民家の基礎的研究 新規 H24～26 700 240 1,400 2,100 240
研究代表者 講　師 吉川　　孝 現象学的倫理学としてのミュンヘン・ゲッティンゲン学派の研究 継続 H23～25 1,000 300 872 300 1,028 2,900 600

地域教育 
研究ｾﾝﾀｰ

研究代表者 教　授 荻沼　一男 染色体の形態や核型が大きく異なるハマボッスのゲノム再編はどのよう
にしておきたのか 新規 H24～26 1,500 450 2,700 4,200 450

研究代表者 教　授 清原　泰治 １９５０～１９７０年代の高知県における市町村民運動会の社会的機能
に関する研究 新規 H24～26 600 180 1,200 1,800 180

基盤研究Ｃ　小計 16,036 5,400 13,642 5,730 26,737 56,415 11,130

挑戦的萌
芽研究

健康栄養 研究代表者 教　授 渡邊　浩幸 高風味・高栄養価の野菜類を非常・災害食として利用するための野菜
類の保存技術の確立 新規 Ｈ24～26 830 360 2,170 3,000 360

看　護 研究代表者 教　授 竹崎久美子 高齢患者の在宅退院時におけるIADL支援と在宅移行促進のため
の看護援助 継続 H23～25 500 150 200 150 700 1,400 300

社会福祉 研究代表者 教　授 宮上多加子 離職者を対象とした介護福祉士養成教育における成人学生の学びの構造 継続 H23～24 600 180 500 150 1,100 330
挑戦的萌芽研究　小計 1,100 330 1,530 660 2,870 5,500 990

研究活動
スタート
支援

看　護

研究代表者 講師 廣川　恵子 通院しながら生活するがん患者の「調整力」尺度の開発 新規 H24～25 900 270 700 1,600 270
研究代表者 助教 川本　美香 効果的な特定保健指導を実現する関係形成のためのガイドラインの開発 新規 H24～25 800 240 600 1,400 240

研究代表者 教　授 藤田　冬子 介護者のエンハンスメント・プログラムにおけるファシリテーター養成プロ
グラムの開発 継続 H23～24 1,300 390 1,200 360 2,500 750

研究代表者 准教授 内川　洋子 看護におけるチームワーク・コンピテンシー－中堅看護師に焦点をあてて－ 継続 H23～24 1,200 360 600 180 1,800 540
研究代表者 助　教 石井　　歩 女性若年がんサバイバーのボディーイメージ変調への看護介入方法の開発 継続 H23～24 799 240 229 90 1,028 330
研究代表者 助　教 畠山　卓也 精神科保護室の看護ケアに関する教育支援ガイドラインの作成 継続 H23～24 1,300 390 883 270 2,183 660

研究活動スタート支援　小計 4,599 1,380 4,612 1,410 1,300 10,511 2,790

若手B

看　護

研究代表者 講　師 升田　茂章 前立腺全摘出術後患者と家族への排尿障害とセクシュアリティの看護
ガイドラインの開発 新規 Ｈ24～26 1,246 390 1,954 3,200 390

研究代表者 助　教 潮　由美子 在宅移行期のシームレスケアに向けた病棟看護師と訪問看護師の協
働のガイドライン 新規 Ｈ24～26 500 150 700 1,200 150

研究代表者 助　教 槇本　　香 精神看護者の心理的距離に関する臨床判断・看護行動の類型化及
び新人教育ガイドライン 新規 Ｈ24～26 1,195 360 1,505 2,700 360

研究代表者 講　師 石川　麻衣 行政保健師の健康増進計画推進活動モデルの開発 新規 H23～24 740 240 474 150 1,214 390

研究代表者 助　教 井上　正隆 状況再現シミュレーションを用いたケアデザインの獲得を目的とした教
育法の開発 新規 H23～25 1,700 510 995 300 505 3,200 810

研究代表者 助　教 大坂　京子 ＢＰＳＤを有する認知症高齢者の「つながり感」の測定道具の開発と実
践への活用 新規 H23～24 700 210 0 0 700 210

研究代表者 助　教 小澤　若菜 地域全体へ生活習慣病予防の動機づけを波及する保健師活動プロ
グラムの開発 新規 H23～24 700 210 898 270 1,598 480

研究代表者 助　教 首藤ひとみ 「医療的ケアの必要な子どもの親になる」プロセスを支援する看護介
入の開発 新規 H23～24 1,700 510 2,988 900 4,688 1,410

研究代表者 助　授 高谷　恭子 慢性状態にある思春期の子どもと親が辿る軌跡のあり様を説明できる
モデルの構築 継続 H22～24 1,800 540 500 150 2,300 690

研究代表者 特任
准教授 神原　咲子 グローバル化したアジアにおける糖尿病予防プログラムのためのモデ

ル構築 継続 H22～24 2,100 630 797 240 2,897 870

社会福祉

研究代表者 助　教 橋本　　力 介護支援専門員によるインフォーマル・サポート活用の支援プロセスに
関する研究 新規 Ｈ24～25 187 60 113 300 60

研究代表者 講　師 福間　隆康 サービスの質を規定するモデル構築に関する研究 新規 H23～24 500 150 500 150 1,000 300

研究代表者 講　師 上白木悦子 判断能力を欠く在宅患者の終末期医療：関係者の治療方針について
の意識の分析 新規 H23～24 1,640 600 1,660 390 3,300 990

研究代表者 准教授 西内　　章 限界集落をつなぐ保健・医療・福祉ネットワークのアセスメント方法 継続 H22～24 620 180 100 30 720 210

研究代表者 講　師 西梅　幸治 ストレングス視点に基づく知的障害のある人との協働アセスメント方法
の構築 継続 H22～24 1,900 570 700 210 2,600 780

研究代表者 講　師 鈴木　孝典 精神障害者グループホームにおける支援評価モデルの開発的研究 継続 H22～24 1,300 390 500 150 1,800 540

文　化
研究代表者 准教授 山口　善成 注釈の意義に関する理論的・実践的研究 新規 Ｈ24～27 560 180 1,640 2,200 180

研究代表者 講　師 飯高　伸五 ミクロネシア地域社会の観点からみた太平洋戦争の記憶の動態に関
する民族誌的研究 新規 Ｈ24～25 500 150 500 1,000 150

若手研究Ｂ　小計 15,400 4,740 14,300 4,230 6,917 36,617 8,970
合　　　　　　　　　　　計 59,595 19,980 50,940 17,730 54,368 164,903 37,710

※　平成２４年度の実績報告があった研究について掲載し、職名は、実績報告の職名を記載

9－５ 外部資金導入の状況
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9－５ 外部資金導入の状況

【 平成24年度　科学研究費受託件数 】 
研　究　種　目　名 状　況 文 化 学 部 看 護 学 部 社会福祉学部 健康栄養学部 生活科学部 計

新規件数

基盤研究（Ｂ）（一般）

応募数 0 3 0 0 0 3

採択数 0 1 0 0 0 1

採択率 － 33.3% － － － 33.3%

基盤研究（Ｃ）（一般）

応募数 7 9 3 1 5 25

採択数 1 2 1 0 2 6

採択率 14.3% 22.2% 33.3% 0.0% 40.0% 24.0%

挑戦的萌芽研究

応募数 1 0 3 5 1 10

採択数 0 0 0 1 0 1

採択率 0.0% － 0.0% 20.0% 0.0% 10.0%

若手研究（Ｂ）

応募数 4 6 5 4 0 19

採択数 3 3 1 0 0 7

採択率 75.0% 50.0% 20.0% 0.0% － 36.8%

研究成果公開促進費

応募数 1 0 0 0 0 1

採択数 0 0 0 0 0 0

採択率 0.0% － － － － 0.0%

研究活動スタート支援

応募数 0 5 0 0 0 5

採択数 0 2 0 0 0 2

採択率 － 40.0% － － － 40.0%

合     計

応募数 12 23 11 10 6 63

採択数 4 8 2 1 2 17

採択率 33.3% 34.8% 18.2% 10.0% 33.3% 27.0%

継　　　　　続　　　　　件　　　　　数 2 25 8 0 0 35

合　　　　　計　　　　　件　　　　　数 6 33 10 1 2 52
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9－５ 外部資金導入の状況

（２）【 中国・四国高度がんプロ養成基盤プログラム 】 

●事業目的と平成24年度の活動
　中国・四国がんプロ養成基盤プログラムは、中国・四国地方の全域にわたる大学院、がんセンタ
ー、がん診療連携拠点病院が参加する多職種の高度がん専門医療人養成の教育プログラムである。高
度な専門知識に加え、チーム医療・リサーチマインドを身につけた全人的高度がん専門医療人が多数
輩出されることにより、中国・四国地域におけるがん治療の均てん化、標準化が実現され、各大学、
地域における臨床研究や橋渡し研究の活性化を目指している。
　岡山大学は主幹校として事務局を置き、事業全体の推進及び統括を行う。各大学（10大学）は専門
性を活かし、各種ＷＧの幹事校として他大学と連携してカリキュラムを編成し、実施する。
  高知県立大学大学院は、がん高度実践看護師ＷＧの幹事校として事業に取り組んでおり、他の４大学
院と連携してインテンシブコースⅡとして、がん患者の治療・療養・生活過程を支える高度な看護実
践の展開をテーマとする講演会の開催などを行った。また、高知県立大学大学院では、38単位の高度
実践看護師教育課程への移行を行い、カリキュラムを強化するとともに、チーム医療における高度実
践看護師の役割開発を目指してセミナーや学習会を実施した。さらにインテンシブコースⅠとして、
平成24年度より在宅移行や在宅看取りに力を入れた教育コースを開講し、地域の看護職への教育活動
を行った。各大学の名称と担当は次の通り。 
 

　・岡山大学（主幹校）・・・がん薬物療法、放射線治療、医学物理士
　・愛媛大学・・・・・・・がん薬物療法
　・香川大学・・・・・・・緩和療法
　・川崎医科大学・・・・・ファカルティ・ディベロプメント（ＦＤ）、がん治療生涯教育
　・高知大学・・・・・・・放射線治療、在宅がん医療
　・高知県立大学・・・・・がん高度実践看護師
　・徳島大学・・・・・・・がん専門薬剤師、がん専門栄養士
　・徳島文理大学
　・広島大学
　・山口大学・・・・・・・腫瘍外科、ｅラーニング

年度 担当教員 事業実施
期間 事業内容 交付金額 

（千円）学　部 職 名 氏 名

H24 看護学部

教　授 藤田　佐和

H24.４.1

～

H25.3.31

・がん看護インテンシブコースⅠ（在宅がん
看護）の実施（1月～3月の15日間、11名修
了）

・がん高度実践看護師ＷＧインテンシブ
コースⅡ（講演会）の実施（２回）

・５大学院がん看護学合同セミナーの実施
（２日間）

・がん高度実践看護師（ＡＰＮ）セミナー
の実施（７回）

・チーム医療セミナーの実施（7回）
・がん診療連携拠点病院看護師を対象の

学習会の実施（４回）
・大学院の広報活動・カリキュラムの策定

9,723教　授 森下　利子

教　授 池田　光徳



－ 96 － － 97 －

（３）【 博士課程教育リーデイングプログラム：災害看護グローバルリーダー養成プログラム 】 

●事業目的
　「博士課程教育リーディングプログラム」は、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグロー
バルに活躍するリーダーへと導くため、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官の参画を得つつ、専
門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保証された学位プログラムを構築・展開
する大学院教育の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推進する事業であり、文部科学
省が実施しています。本学を責任大学として国公私立５大学が共同でプログラムに申請を行い、平成24年度に
採択を受け、プログラム責任大学である高知県立大学にプログラム管理センターを置き、プログラムの管理運営
をとりまとめている。
　本プログラムの目的は、他の近接学問と相互に関連・連携しつつ、学術の理論および応用について産学官を
視野に入れた研究を行い、特に災害看護学に関してその深奥を極め、人間の安全保障の進展に寄与すること
である。また、その目標は、日本ならびに世界で求められている災害看護に関する多くの課題に的確に対応し解
決できる高度な実践能力かつ研究能力を兼ね備え、国際的・学際的指導力を発揮するグローバルリーダーを養
成することである。
　本プログラムの特徴は、５大学院の蓄積してきた資源を共有し、各大学院研究科に共同災害看護学専攻とい
う共同教育課程を設置し、「災害看護グローバルリーダー（DNGL）養成プログラム」を策定し、共同責任体制
で一貫した教育を行いつつ、各大学院はそれぞれの特色をさらに強化していくこと、および国内外とのインター
ンシップの実施やモデル事業提案を義務づけることである。

年度 プログラム担当教員 事　業　内　容役　職 所　属 職 名 氏 名

H24

プログラム責任
大学長 学　長 学　長 南　裕　子 ・「 共 同 教 育 課 程 ５ 大 学 学 長 会 議 」

「DNGL プログラム管理運営会議」「専
攻設置準備委員会」を立ち上げ運営
し、共同災害看護学専攻の設置に向
けての準備を実施

・５大学横断プロジェクトの立ち上げ・
研究教育開発に関する活動を実施

・共同施設「災害看護グローバルリーダー
養成プログラム管理センター」を設置

・学際的実験環境の整備
・学際的研究教育環境・産官学連携教

育環境の準備
・研究インターンやインターシップ受

け入れ先の準備
・シミュレーション教育環境の整備と

コンテンツの開発
・ 遠 隔 会 議 環 境 の 整 備 と Learning 

Management System 導入の準備
・国際的な連携体制の構築と学際的な

教育研究の共同事業立ち上げの準備
・被災地大学との連携による教育内容

の開発
・キックオフセミナー・国際セミナーの実施
・災害看護学の普及のため、公開講座

及びセミナーの実施

プログラム責任者 副学長 副学長 野嶋佐由美

プログラム担当者

看護学
研究科

教　授 山田　　覚

教　授 中野　綾美

教　授 藤田　佐和

教　授 竹崎久美子

教　授 池田　光徳

特　任
准教授 神原　咲子

健康生活学
研究科

教　授 大村　　誠

教　授 長澤紀美子

プログラム公式 Web サイト　http://www.dngl.jp/

●プログラム参画大学
　・高知県立大学大学院（プログラム責任大学）
　・兵庫県立大学大学院
　・千葉大学大学院
　・東京医科歯科大学大学院
　・日本赤十字看護大学大学院

●プログラム事業期間
　平成24年度から平成30年度までの７年間

●交付金額
　　平成24年度　106,940千円

9－５ 外部資金導入の状況
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（４）奨学寄附金受入状況（※ 平成15年度から実施）
平成 15 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 － 学　長 青山　英康 4,500,000 本人 高知女子大学における教
育研究の奨励

2 生活科学部 教　授 渡邉　文雄 500,000 マイクロアルジェコーポ
レーション㈱

円石藻利用についての基
礎研究

3 社会福祉
学　　部 助教授 住友　雄資 590,000 （財）三菱財団

精神障害者の地域生活
支援に関する実証的調
査研究

合　計 ３件 5,590,000

平成 16 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 － 学　 長 青山　英康 17,000 本人 高知女子大学における教
育研究の奨励

2 － 学　 長 青山　英康 1,000,000 高知女子大学教職員
組合

高知女子大学における教
育研究の奨励

3 生活科学部 教　 授 渡邉　文雄 500,000 マイクロアルジェコーポ
レーション㈱

円石藻利用についての基
礎研究

4 生活科学部 教　 授 佐藤　　厚 300,000 有限会社　創友 ラットを用いた界面活性剤
の皮膚炎症の実験

5 生活科学部 助　 手 川口　順子 300,000
財団法人　石本記念
デサントスポーツ科学振
興財団

高齢者の快適で安全な
生活支援のための色彩
の役割について

6 社会福祉
学　　部 助教授 住友　雄資 210,000 （財）三菱財団

精神障害者の地域生活
支援に関する実証的調
査研究

合計 ６件 2,327,000

平成 17 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目
実績なし
合計 0 件 0

平成 19 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目
実績なし
合計 0 件 0

平成 18 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目
実績なし
合計 0 件 0

9－５ 外部資金導入の状況
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平成 20 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 生活科学部 教　授 佐藤　　厚 500,000 井上石灰工業㈱ トマトの含有する機能性
についての研究

合計 １件 500,000

平成 23 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 健康栄養
学　　部 教　授 渡邊　浩幸 1,500,000 株式会社ファンケル

PSG などの食品因子の
生物活性測定とその技
術移管

合計 １件 1,500,000

平成 21 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 生活科学部 教　授 佐藤　厚 240,000
公益信託
高知新聞・高知放送

「生命（いのち）の基金」

高齢者の転倒防止に向
けた実態調査

2 生活科学部 教　授 川村　美笑
子 500,000

公益信託
高知新聞・高知放送

「生命（いのち）の基金」

「深層水由来新素材ミネ
ラルを活用した高齢者向
け摂食・嚥下食の開発」
に関する研究

3 生活科学部 准教授 清水　扶美 250,000 日本農産（株） 食育及びヨード卵の機能
性の検討

合計 １件 990,000

平成 24 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目

1 看護学部 教　授 藤田　佐和 300,000 公益財団法人
日中医学協会

医学奨学生の研究に関
する費用の一部補填

2 看護学部 准教授 神原　咲子 300,000 財団法人福田記念医
療技術振興財団

IT の有効活用とバリアに
なるもの

合計 2 件 600,000

平成 22 年度 （単位：円）

寄附を受けた者 金　　額 寄　附　者 研　究　題　目
実績なし
合計 0 件 0

9－５ 外部資金導入の状況
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（５）受託研究費受入状況
 （単位：円）

H17 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 生活科学部 教　授 笠原　賀子 2,300,000 独立行政法人
国立健康・栄養研究所 食品摂取頻度・摂取量調査 平成17年4月28日～

平成18年3月24日

2 生活科学部 教　授 佐藤　　厚 2,518,000
JST

　（独立行政法人　
科学技術振興機構）

高知県地域研究開発促進拠点支
援事業
題目：高齢者転倒予防のための
機器開発及びその製品化

平成17年7月1日～
平成18年2月28日

合計 ２件 4,818,000

 （単位：円）

H18 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 生活科学部 教　授 笠原　賀子 2,300,000 独立行政法人
国立健康・栄養研究所 食品摂取頻度・摂取量調査 平成18年5月23日～

平成19年3月23日

2 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 1,383,900 ㈱ファンケル 「ケール由来植物性Ca飲料の臨
床的有効性」に関する研究

平成19年3月26日～
平成19年11月30日

3 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 5,367,850 国立大学法人
東京海洋大学

安全性の高いエトキシキン代替
抗酸化剤の探索と開発

平成18年11月7日～
平成19年3月12日

4 生活科学部 教　授 佐藤　　厚 1,900,000
JST

　（独立行政法人　
科学技術振興機構）

呼吸にシンクロした胸郭周径の
リアルタイム測定機器の開発

平成18年10月13日～
平成19年3月30日

合計 ４件 10,951,750

 （単位：円）

H19 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 1,383,900 ㈱ファンケル 「ケール由来植物性Ｃａ飲料の
臨床的有効性」に関する研究

平成19年3月26日～
平成19年11月30日

2 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸
5,913,000

（うち間接
613,000円）

国立大学法人
東京海洋大学

安全性の高いエトキシキン代替
抗酸化剤の探索と開発

平成19年5月31日～
平成20年3月10日

3 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 2,000,000
JST

　（独立行政法人　
科学技術振興機構）

平成19年度地域イノベーション創出
総合支援事業｢シーズ発掘試験｣
題目：｢非結球アブラナ科葉菜類（プ
チベール）の出荷規格外及び廃棄
部位の有効利用を目指した機能性
食品素材の開発」

平成19年7月13日～
平成20年3月31日

4 生活科学部 教　授 川村美笑子 1,000,000 JST　（独立行政法人
　科学技術振興機構）

平成19年度地域イノベーション創出
総合支援事業｢研究成果実用化検
討（FS）」
題目：室戸海洋深層水由来新素材ミ
ネラルの特性を活用した高齢者向け
ソフト食の開発

平成19年12月10日～
平成20年3月31日

合計 ４件 10,296,900

 （単位：円）

H20 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 生活科学部 教　授 渡邊　浩幸 3,450,000 ㈱ファンケル
題目：発芽米由来ASGの糖・脂
質代謝異常及び老化に伴う代謝
障害の改善効果の検討

平成20年6月26日～
平成21年７月31日

2 生活科学部 教　授 川村美笑子
2,000,000

（うち間接
200，000）

JST
　（独立行政法人　
科学技術振興機構）

クライアントの病状ステージに応じた
新しい血糖コントロール食品の開発

平成20年8月12日～
平成21年3月31日

合計 ２件 5,450,000

9－５ 外部資金導入の状況



－ 100 － － 101 －

 （単位：円）

H21 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 生活科学部 教　授 川村美笑子
2,000,000

（うち間接
330，000）

JST
　（独立行政法人　
科学技術振興機構）

ストレスが惹起する疲労を予防
する食品の開発

平成21年7月27日～
平成22年3月31日

2 看護学部 教　授 野嶋佐由美 5,979,518 文部科学省高等教育局 看護系大学におけるモデル・コア・カ
リキュラム導入に関する調査研究

平成21年8月10日～
平成22年3月31日

合計 ２件 7,979,518

（単位：円）

H22 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 健康栄養
学　　部 教授 渡邊浩幸 3,000,000 株式会社ファンケル

慢性炎症反応が行動に及ぼす影
響の解明と改善方向の検索に関
する研究

平成22年5月6日～
平成23年3月31日

2 看護学部 教授 野嶋佐由美 7,993,400 文部科学省 看護系大学におけるモデル・コアカリ
キュラム導入に関する調査研究

平成22年4月1日～
平成23年3月31日

合計 件 10,993,400

（単位：円）

H23 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 健康栄養
学　　部 教授 渡邊浩幸 5,500,000 高知県

県産未利用有用植物の活用に向
けた農商工医連携基盤の構築と
事業化モデル

平成23年4月1日～
平成24年3月31日

合計 件 5,500,000

（単位：円）

H24 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 健康栄養
学　　部 教授 渡邊浩幸 4,419,807 高知県

県産未利用有用植物の活用に向
けた農商工医連携基盤の構築と
事業化モデル

平成24年4月1日～
平成25年3月31日

合計 件 4,419,807

9－５ 外部資金導入の状況

 （単位：円）

H24 代　表　教　員 金　額 委　託　者 業　務　名 期　　間

1 看護学部 教　授 森下　安子 1,590,225 社団法人　　
吾川郡医師会

平成24年度退院移行支援
コンサルテーション業務

平成24年4月2日～
平成25年3月31日

2 看護学部 教　授 長戸　和子 697,000 高知県 看護教員継続研修委託業務 平成24年7月6日～
平成25年1月31日

3 看護学部 教　授 森下　安子 3,875,000 高知県 平成24年度高知県介護職員
喀痰吸引等研修

平成24年8月8日～
平成25年3月31日

4 看護学部 教　授 森下　安子 1,190,000 高知県 平成24年度地域医療（多職種連
携）フォーラム開催委託業務

平成24年7月31日～
平成25年3月31日

合計 ４件 7,352,225

（６）受託事業費受入状況

（７）その他受入状況
（単位：円）

H24 研　　究　　者 金　　額 委　託　者 研　究　題　目 期　　間

1 看護学部 准教授 神原　咲子 438,370
公益財団法人交通
エコロジー・モビリティ
財団

多文化共生社会の災害情報に対す
るバリアフリーモデルの構築

平成24年7月10日～
平成25年3月31日

合計 件 438,270
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9－６ 学長特別枠助成事業の状況

６　学長特別枠助成事業の状況
【 学長特別枠助成事業実績（平成24年度） 】 （単位：千円）

事　　業　　内　　容 助成費 備　考

災害看護グローバル 
養成プログラム事業 プログラム管理センター運用経費

小　　　　　　計 1,630

入試管理システム
ソフトウェア（入試管理システム） 2,047

備品費（デスクトップパソコン） 128

小　　　　　　計 2,175

学生支援 業務委託費（学生生活及びニーズ調査） 786

大学広報 印刷製本費（大学広報パンフレット作成） 504

災害プロジェクト
旅費（公立大学学長会議特別シンポジウム「被災地
支援や地域防災に果たす大学と学生の役割」への学
生参加）

118

国際交流 交際費（安徽省からの表敬訪問に伴う記念品） 10

合　　　　　　計 5,223

1,630
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（単位：㎡）

区　　　　分 所　　　在　　　地 面　　積
１－１  校舎敷地 高知市永国寺町 5 番 15 号 11,313.00 
１－２  校舎敷地 高知市永国寺町 6 番 28 号 3,115.98 
１－３  校舎敷地 高知市池 2751-1 31,586.00 

１－４  集団給食実習室敷地
 運動場敷地 高知市永国寺町 2 番 25 号 7,406.00 

１－５  運動場敷地 高知市池 2532-2 9,620.00 
１－６  多目的広場・大学駐車場 高知市池 2469-1 23,963.00 
１－７  学生寮教職員宿舎敷地 高知市東石立町 17 番 2 号 2,653.00 
１－８  池教員宿舎敷地 高知市池 2160-1 3,226.00 
１－９  朝倉教員宿舎敷地 高知市朝倉本町 1 丁目210-3 281.00 
１－10  鴨部教員宿舎敷地 高知市鴨部 1258-1 568.51 
１－11  その他（法面等） 高知市池 2155-1　ほか 9,957.00 

 計 103,689.49 

（単位：㎡）

区　　　　分 所　　　在　　　地 面　　積
２－１  校　舎 高知市永国寺町 5 番 15 号 6,631.48 
２－２  図書館           〃 1,401.48 
２－３  自転車置場           〃 44.10 
２－４  講堂兼体育館           〃 1,237.54 
２－５  南校舎 高知市永国寺町 6 番 28 号 3,213.96 
２－６  自転車置場           〃 134.00 
２－７  学生会館           〃 1,434.85 
２－８  校　舎 高知市池 2751－1 12,565.89 
２－９  体育館       　〃 3,337.16 
２－10  自転車置場 　　　　〃 262.50 
２－11  集団給食実習室 高知市永国寺町 2 番 25 号 247.50 
２－12  部室・器具庫等           〃 129.48 
２－13  弓道場           〃 49.25 
２－14 グランド内トイレ等 高知市池 2751－1 67.20 
２－15  学生寮 高知市東石立町 17 番 2 号 1,173.02 
２－16  教職員宿舎           〃 684.48 
２－17  朝倉教員宿舎 高知市朝倉本町 1 丁目210－3 134.02 
２－18  鴨部教員宿舎 高知市鴨部 1258－1 278.60 
２－19  池教員宿舎 高知市池 2160－10 1,116.19 

 計 34,142.70 

10　キャンパス

１　土　地

２　建　物

１0－１－２ 土地・建物
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